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思いだった。」 外邦図を初めて手にとってつぶさにこれを見た学生達が新鮮な驚きをこんな風に

本初子午線がグリニッジでない経度があるとは思ってもいなかったし、山地の等高線が谷の奥で

そこに「雲」と書いてある地形図は、雲が晴れるのを待って空中写真測量をするだけの余裕のな

地図製作事情を表していると想像された。 

の倉庫のような部屋には、故多田文男先生から寄贈されて長い間未整理であった大量の地形図や

ていた。これらの地図こそ貴重な「外邦図」であると知ったのは第４回外邦図研究会が駒澤大学

2003 年 11 月のことであった。その重要性を強く認識したのはこの会に出席した学生諸君であっ

学の太田喜美子先生のご指導を仰ぐと、先生はすぐにこれらの地図が地理学のみならずほかの分

にとっても大事な資料であることを見抜かれて、紙の劣化対策とともに、研究者がいつでも利用

に目録作りをする必要性を強調された。これがきっかけになって、駒澤大学マップアーカイブズ

的なグループが作られた。博物館学実習の時間に外邦図を教材として学ぶだけでなく、太田先生

宿をして『東北大学外邦図目録』に負けない目録作成を目指した。「東北大学にもない地形図があ

う喜びを味わいつつ、今年度もまた継続している。 

れらの地形図の中に多田先生直筆の書き込みがある図幅を見つけた。それは昭和 15,16 年に多田

となって実施された東ゴビ砂漠の踏査のときに、おそらく事前に作業をされた地形図であろう。

寧に等高線段彩が施され、図枠の外には几帳面な字で次のような書き込みがあった。「NNW-SEE ノ

line アルモノノ如ク コノ方向ニ侵食谷アリ ・山ハold maturity 乃至 old stage トナル、峠

elton ノ如キ山ナリ ・○○[不明]タル岩山ガ山麓迄現ハル、蒙彊ナドデハ中腹マデ、朝鮮デハ

・・・砂丘ハ少イ、北東部ニアリ 砂丘ハ下盤ノ性質ニヨルノダロー・・・」 

に参加したほかの隊員もまた、切峰面図や段丘面区分図を作成したり、集落の分布を報告したり

軍事的目的で作られた外邦図が、戦前にこのように学術的目的に利用されていたことを知ること

 

究会の精力的な調査によって、外邦図が国内のみならずアメリカ議会図書館やクラーク大学など

れていることが明らかにされている。それだけでなく、台湾については施添福教授が、韓国では

が既に詳細な解説書を出版されていて、研究会との交流が生まれているという。 

は広くアジア太平洋地域を中心とする19世紀末から20世紀前半にかけてのかけがえのない史料で

の農村集落や都市の状況、植生や耕地など、景観の分布をこれだけ広い範囲にわたって知る手が

に得られない。命がけで測量した人たち、必死に戦後の焼却処分を免れようと努力した人たちに

。精度の問題があるにせよ、衛星画像と比較して激動の時代におけるこの地域の景観変化を明ら

とも可能ではないかと想像してみる。そのために学際的かつ国際的なプロジェクトを立ち上げる

される。 

                      （『地図情報』25巻3号2005年11月より） 
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1. 本研究の経過

Ⅰ．2005年度の研究経過 

 
(1) 外邦図デジタルアーカイブの公開 
外邦図は東北大学・お茶の水女子大学・東京大学・

京都大学など大学のほか、国立国会図書館、岐阜県図

書館世界分布図センターに所蔵されているが、その利

用についてはかならずしも便利とはいえなかった。そ

の保存もかねて、外邦図を電子化し、「外邦図デジタル

アーカイブ」として公開することが東北大学を中心に

計画され、研究がすすめてられてきた(宮澤 仁・村山良

之・上田 元「『外邦図』のデジタル画像化とアーカイブ構築

に向けて：東北大学における試行作業から」季刊地理学, 56 

[2004]: 163-168など)。 
この計画を、日本学術振興会科学研究費、研究成果

公開促進費の「データベース」に申請したところ(代表

者：今泉俊文東北大学教授)、平成17年度について採択さ

れ、その作業が開始された。また 2005 年 12 月には、

この試験公開が下記のアドレスで開始している(東北大

学付属図書館／理学部地理学教室、外邦図デジタルアーカイ

ブ)。 
http://www2.library.tohoku.ac.jp/gaihozu/ 

平成17年度中にすでに5000枚のデジタル化を終了し、

さらに公開していく予定である。 
 
(2) 国土地理協会の助成 
外邦図の研究は、平成14～16年度(2002年4月～2005

年3月)については、科学研究費、基盤研究(A)「外邦図

の基礎的研究：その集成および地域環境資料としての

評価をめざして」(代表者：小林 茂[大阪大学])を軸に推

進されてきた。この終了後も多くの課題がのこされて

おり、その研究にむけて複数の競争的研究資金に応募

したが、残念ながら不採択であった。しかし財団法人、

国土地理協会(鶴田定巳会長[当時]、現在は深澤 浩会長)

より、「社会教育機関等への助成」をいただき、従来の

研究の継続が可能となった(2005 年度の助成額は 200 万

円)。なお同協会には、初期の段階でも外邦図研究を助

成していただいており(「アジアにおける植民地形成と地

図作製事業」代表者：久武哲也［甲南大学］、2000年度)、継

続して本研究にご理解をいただいていることになる。 

助成される団体は「外邦図研究グループ」(代表者：

小林 茂)で、その活動の目的と内容は下記の通りである。 
・ 外邦図目録の作製と刊行 
・ 外邦図の作製過程と伝存過程の研究 
・ 外邦図の今後の活用の研究 
・ 国内・国外での外邦図の利用の便宜の提供 
・ その他 

また国土地理協会は、外邦図研究の長期継続性につい

てもご理解くださり、あわせて2005年度から5年間の

助成を予定していただいている。 
  
(3) 雑誌『地図情報』の「特集／外邦図」への寄稿 
雑誌『地図情報』(財団法人地図情報センター)の 25 巻

3号(2005年11月刊)で、外邦図の特集号が企画され、本

研究参加者で下記のような記事を執筆した。外邦図研

究は、これまで読売新聞・サンケイ新聞・日本経済新

聞などで報道されているが、地図関係者にひろく知っ

ていただけるということで、積極的に協力させていた

だいた。この特集号を企画して下さった、同誌編集委

員会、なかでも清水靖夫委員長に感謝したい。 

 中村和郎「外邦図の再発見」(2頁) 

  鳴海邦匡「旧日本軍が空中写真によって作製した地

図の図化範囲(表紙解説)」(3頁) 

  小林 茂「<外邦図>へのアプローチ」(4-6頁) 

久武哲也「日本および海外の諸機関における外邦図

の所在状況とその系譜関係」(7-11頁) 

村山良之・宮澤 仁・渡辺信孝「外邦図目録の作成か

らデジタルアーカイブ構築まで」(12-15頁) 

西村三紀郎「岐阜県図書館世界分布図センターの外

邦図コレクションとそのレファレンスサービス」

(16-19頁) 

長澤良太「旧日本軍撮影の空中写真の特徴」(20-25

頁) 

 

（4）第7回外邦図研究会 

2005年6月に国土地理協会の助成が決定されて以後、

とくに重視したのは海外の研究者との連携であった。

研究を開始してから、すでに 5 年を経過しているにも

かかわらず、外邦図の作製の対象となった地域の研究
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者にはまだ直接の接触がなく、また「外邦図デジタル

アーカイブ」の公開との関係もあって、外邦図研究に

関する国際的理解の形成への努力がまず必要と考えら

れたのである。これにむけて、第 7 回外邦図研究会に

は、海外の研究者に参加していただき、その集成や利

用法について討論することを企画した。 

海外の研究者として、旧日本軍の秘密測量による地

形図を集成して刊行されていた南 縈佑高麗大学教授

にまず連絡をとるとともに、大阪大学文学研究科博士

後期課程学生の朴 澤龍君に同教授の論文(韓文)の翻訳

を依頼した。また 7 月に片山 剛大阪大学教授(東洋史)

が代表者をつとめる科学研究費で台北に出張した際に

は、中央研究院の施 添福研究員(前台湾師範大学教授)

にお会いして、日本における外邦図研究についてお伝

えした。施 添福教授は、台湾総督府が作製した台湾の

地形図の刊行をおこない、韓国の南教授と同様にまず

連絡すべき方と考えられたのである。ただし施教授は

体調が悪く、日本で開催する予定の国際的な外邦図研

究会には、出席できないとのことであった。このため

8～9月に再度台北に出張したときには、台湾総督府作

製の地図を中心とした歴史 GIS の作製を指揮している、

中央研究院の范 毅軍博士と会い、外邦図研究会への出

席を依頼したところ、快諾を得た。 

その後、9月下旬に茨城大学で外邦図に関する発表を

おこなうとともに、外邦図研究グループの集まりをも

ち、次回の外邦図研究会を国際的な研究集会にするこ

ととし、12月23日に立正大学大崎キャンパスでこれを

開催することにした。この研究集会には、上記南 縈佑

教授、范 毅軍博士およびその助手の廖 泫銘氏(中央研

究院計算中心)のほか、日本で研究している外国人研究

者として、国立環境研究所の王 勤学総合研究官(中国)、

千葉大学環境リモートセンシング研究センターのヨサ

ファット・テトオコ・スリ・スマンティヨ助教授(イン

ドネシア)も来ていただくことにした。南教授、王研究

官、テトオコ助教授は日本語が堪能で、范博士につい

ては慶応大学GSEC研究所、暦象プロジェクトGIS班の郭 

俊麟特別研究員に通訳をおこなっていただくことにし

た。 

 12月23日（金・祝）の研究会は、立正大学（大崎キャ

ンパス）1152教室で13時より開催された。上記4名の外

国人研究者のほか、金窪敏知元国土地理院長、中村和

郎日本国際地理学会会長、石原 潤次期日本地理学会会

長、柴山 守京都大学東南アジア研究センター教授など

多数の方に集まっていただき、盛会であった。 

 

①村山良之・宮澤 仁(東北大)：「東北大学における外邦

図デジタルアーカイブの構築と検索システム」 

 

写真 1 村山氏（右）および宮澤氏（左）による説明 

 

 平成 16 年度までの準備作業をふまえ、平成 17 年度

の外邦図デジタルアーカイブ作製事業の概要について

報告があった。地図の書誌の記載、各種の検索の方法

について紹介があり、すでに一部の試験公開が開始さ

れていることも披露された。 

 

 

写真 2 長澤氏による報告 

 
②長澤良太(鳥取大)・丹羽雄輔(ESRIジャパン)：「昭

和 10 年前後に撮影された陸地測量部の空中写真の

オルソ化とその利用可能性」 
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すでに演者らは米議会図書館所蔵の日本軍撮影の空

中写真のオルソ化を開始しているが、これらをさらに

広範囲におこなうための試験的な作業について報告し

た。日本本土における第 2 次世界大戦以前の空中写真

撮影についてふれたあと、現在の空中写真と比較しつ

つ、その方法等につき紹介された。 

 

③永井信夫・小林政能（（財）日本地図センター）：長澤

氏らの報告に対するコメント「米国国立公文書館で

確認した日本軍撮影空中写真について」 

写真 3 永井氏による説明 

 

永井氏らは、米国立公文書館(NARA)で戦中期の米軍

撮影空中写真の調査を継続されている。2004 年 12 月

の調査に際し、日本軍撮影の空中写真(ニューアイルラン

ド島南端部、1943 年 12 月)を検索された結果を報告され

た。日本軍撮影空中写真にはJXというコードが付され

ているが、それだけについての索引は整備されていな

いことのほか、カメラの焦点距離、推定撮影高度など

が報告された。 
 なおこの発表に対し、長岡正利氏・金窪敏知氏より

コメントがあった。 

 

④Fan, I-chun (范 毅軍) and Liao, Hsiung-Ming    

（ 廖  泫 銘 ） (Academia Sinica, Taipei, ROC): 

“Historical GIS in Digital Archive and Research: 

The Historical GIS of CCTS and THCTS in Academia 

Sinica.”  

中央研究院(台北)の歴史語言研究所とコンピュー

タ・センターで作製している二つの歴史 GIS について

紹介された。一方の「時空間における中国文明」(CCTS: 

Chinese Civilization in Time and Space)は『中国歴史地

図集』のデータを GIS 化したもの、他方の「時空間に

おける台湾の歴史と文化」(THCTS: Taiwan History and 

Culture in Time and Space)は 17～19 世紀の古地図にく

わえ、植民地期の地図や行政区画の変遷、第二次世界

大戦後の変化を示す。これらは文字データベース(地方

志目録検索資料庫など)、統計データベース(清代糧價與人

口資料庫など)、画像データベース(中国・台湾地図データ

ベースなど)とリンクしている。最後にこの歴史 GIS と

国営デジタルアーカイブ計画との関係にもふれられた。 

 

写真 4  Fan 氏（右）および Liao 氏（左）による説明 

 

⑤南 縈佑（高麗大、韓國）:「韓國における外邦圖の意

義と學術的價値」 

 

写真 5 南氏による報告 

 

前半では、韓国における日本の地図作製を秘密測量

の時代から追跡するとともに、その時期の地図(軍用秘
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⑦王 勤学（国立環境研究所）：土地利用変化に伴う中国

の水・炭素挙動のシミュレーション－日本の外邦図

の応用例として－ 

図)とのソウルの古書店での出会いからはじまる研究

の過程が紹介された。後半では、これら軍事目的で作

製された初期の地形図の学術的価値が検討された。精

度は低いものの鉄道敷設や橋梁の建設、干拓など日本

による各種事業がおこなわれる前の景観を示している

ことにくわえ、韓国語の訓読による地名が多く掲載さ

れており、地名学的にも意義がある点が強調された。 

中国各地での炭酸ガスと水のフラックスの計測に関

する話のあと、内モンゴル自治区と上海の景観変化研

究が紹介された。とくに上海については、外邦図から

もデータを得て、1945年以前にさかのぼって検討され

た。長期変動を考える場合、特定の時期については外

邦図以外に空間データがない場合もある点が注目され

た。 

 

⑥鳴海邦匡（大阪大・特任研究員）・岡田(谷屋)郷子（大

阪大・卒）：Fan氏等および南氏の報告に対するコメ

ント「『臺灣堡圖』および『舊韓末韓半島地形圖』

に未掲載の地形図について」 

 

 

 

写真 7  王氏による説明 

 

⑧ヨサファット テトオコ S.（千葉大環境リモートセ

ンシング研究センター）：「日本の「外邦図」と衛星

画像によるインドネシア地域の都市環境変化のモニ

タリング―60年間のインドネシアの都市環境の歴史

を探る―」 

写真 6  岡田氏（左）と鳴海氏（右）による説明 

 

台湾では植民地期に作製された「臺灣堡圖」が、韓

国では主として植民地化以前に秘密測量により作製さ

れた「略図」が、初期の地形図として大きな意義をも

っている。しかし今日台湾および韓国で復刻刊行され

ているこれらの地図(施 添福教授による『臺灣堡圖』およ

び南 縈佑教授による『舊韓末韓半島地形圖』)は、植民地

期に市販されたものが主体となっており、当時軍事秘

密とされていたものが含まれていない。これらについ

て、国土地理院蔵『国外地図目録』に依拠しつつ検討

した結果を報告した。『国外地図目録』にあらわれる

この種の地図と考えられるものは、台湾の場合は16図

幅にすぎないが、朝鮮半島の場合は咸鏡道や平安道に

多数見られることが明らかになった。 

 

 この発表には清水靖夫氏よりコメントがあった。 
 写真 8 テトオコ氏による説明 
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ジャカルタを例に、その長期的景観変動を追跡する

研究が紹介された。オランダ東インド会社時代以後、

特に第二次世界大戦前の景観については、オランダが

作製した地形図（1927年）を日本軍が複製したものを使

用し、限られた時期ではあるが、その有効性が示され

た。 
以上のような発表のあと、討論にうつった。今回

のような集会は、各方面での研究を知るうえで有用

なことが確認された。ま特に「外邦図」という名称が

あまりに日本中心主義的であることが、海外からの研

究者から指摘され、将来的には別の名称が必要なこと

が痛感された。 

このあと大崎駅付近で懇親会をおこない、多数の参

加を得た。懇親会では、とくに今回の「外邦図デジタ

ルアーカイブ」の公開に関する海外の研究者の見解を

聞くことができた。各地域で、地図の取り扱いがちが

うが、今後もこの学術的意義の理解をひろく求めてい

く必要があることを話し合った。 

 
Ⅱ．2005年度における研究の概要 

 

2005年度に実施された研究の概要は以下の通りである。 

①2005年6月25日(於：岐阜県図書館世界分布図センター) 

岐阜県図書館世界分布図センターと岐阜県古地図文

化研究会の講演会で、小林 茂が「アジア太平洋地域

の近代と日本軍の地図作製：数奇な運命をたどった

外邦図の調査から」と題する講演をおこなった (概

要は『分布図情報』[岐阜県図書館世界分布図センター・

情報工房], 37: 6 [2006年3月]に掲載)。 

②2005年 9月18日、日本地理学会2005年度秋季学術

大会(茨城大学)での発表と打ち合わせ集会 

小林 茂・渡辺理絵「日本の旧植民地における土地調

査事業と地図作製」 (日本地理学会発表要旨集, 68: 

49)。 

村山良之・宮澤 仁「外邦図デジタルアーカイブの構

築と検索システム」日本地理学会地理情報科学研

究グループ発表会. 

③2005年11月30日、『地図情報』(財団法人地図情報セン

ター)の25巻3号(特集／外邦図)の刊行。 

④2005年12月23日、第7回外邦図研究会(於：立正大学大

崎キャンパス、1152教室)   

⑤2005年12月24日、資料提供について大阪大学附属図

書館の感謝状の贈呈ならびに補足的なインタビュー

調査(甲府市、古屋俊助氏宅)、小林 茂 

⑥2006年2月12日、国際シンポジウム「韓国における伝

統的地理思考と近代地理学の成立」発表(国際日本文

化研究センター) 

 岡田郷子・渡辺理絵・小林 茂「近代朝鮮半島におけ

る日本の地図作製：秘密測量と土地調査事業」 

⑦2006 年 3 月 29 日、日本軍人による日清戦争期以前

の朝鮮半島の測量によって作製された地図の調査

(東京：国立公文書館)、小林 茂・岡田郷子 

⑧その他の関連活動 

 台北、国立中央図書館台湾分館・国家図書館・中央

研究院・国史館などでの資料調査(片山 剛大阪大学教

授が代表をつとめる科学研究費、基盤研究[A]「1930 年代

広東省土地調査冊の整理・分析と活用」による) 

  2005年 7月11日～15日、小林 茂 

  2005年 8月22日～9月3日、小林 茂・渡辺理絵 

  2006年 3月5日～12日、小林 茂 

⑨その他の印刷物 

小林 茂(2005. 12)「外邦図の目録および一覧図につ

いて」待兼山論叢(日本学編)(大阪大学文学研究科), 

39: 1-29. 

小林 茂(2006.3)「近代日本の地図作製と東アジア：

外邦図研究の展望」E-journal GEO (日本地理学会), 

1(1): 52-66. 

          （文責：小林 茂・鳴海邦匡） 
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2 .  第 7 回 研 究 会  

日 時 ： 2 0 0 5 年 1 2 月 2 3 日  

会 場 ： 立 正 大 学 （ 大 崎 キ ャ ン パ ス ）  

 

第七回研究会は、外邦図研究の進展について国際的にも広

く知っていただくこともめざして開催された。国内在住の

外国人研究者に加えて、海外からの研究者の参加を得て、

お互いの研究を紹介するだけでなく、今後に向けて有意義

な討論をおこなうことができた。 



外邦図デジタルアーカイブの公開に向けて 

－画像データと検索・表示システム－ 

村山良之・宮澤 仁（東北大） 

 

1．はじめに 

 終戦直後の1945年9月、東北大学地理学教室の田中

舘秀三教授らは、連合国軍に接収される運命にあった

外邦図の緊急避難を試み、このうち、約 1 万図幅、約

10 万枚を、東北大学地理学教室に運んだ。当教室は、

実質的に同年4月に開設されたばかりであった。 

 その後、外邦図は、教室の移転にともなって学内を

転々としつつ、教官や学生によって整理作業が不完全

なまま続けられてきた。1994年、長年の懸案であった

標本館建設が決定した。ちょうど地理学教室開設50周

年にかかるため、その記念事業の一環として整理作業

が実施され、教官と学生総動員で、外邦図はついに本

格的に整理された。学生諸君のアルバイト代は、記念

事業に対する教室 OB らからの多額の寄付金によるも

のであった。翌1995年、自然史標本館が開設され、外

邦図は、専用の収蔵室に収められ、また15図幅が展示

されている。その後、国土地理院や岐阜県図書館への

寄贈、京都大学との交換などを経て、12,282 図幅、

72,000余枚が、保管されている（以上は、田村、2000等

による）。 

 

2．東北大学所蔵外邦図目録 

 整理作業に併せて目録の整備も行い、標本館開設の

年に第 1 版が完成した。その後も修正作業を継続して

行い、2002－2004年度科学研究費（「外邦図」の基礎的研

究：その集成および地域環境資料としての評価をめざして研

究代表者：小林 茂）を得て第5版を作成、これをもとに

目録を出版した。 

 目録の掲載項目についても、版を重ねる毎に充実が

図られ、現在は表 1 のとおりである。一般的書誌情報

の他に、経緯度をはじめ地図には欠かせない書誌情報

を可能な限り盛り込んでいるが、そもそも外邦図への

記載がないなどの理由で、欠落情報も多い。また、ソ

フトウェア（OS）の進歩によってユニコードが使えるよ

うになり、目録内の漢字表記は飛躍的に改善されたが、

それでも表示できない漢字地名がある。 

3．デジタルアーカイブ －地図画像と検索・表示シス

テム－ 

 外邦図は、酸性紙に印刷されたものが多く、現在、

その保存・利用方法の検討が急務となっている。昨年

度（2004年度）東北大学地理学教室では、先の科研費を

用いて、目録とデジタル画像によるデジタルアーカイ

ブ構築を念頭に、デジタル画像化の試行作業を行った。 

外邦図は、第一義的にはいわゆる美術品・芸術品で

はなく、そのほとんどは測量によって製作されたか、

既成のそれを複写した地図である。よって外邦図の媒

体変換にあたっては、なによりも変換時の歪みの抑制

を優先すべきである。また点数（図幅数）がきわめて多

いことから、変換作業の省力化も求められる。以上を

踏まえると、入力機器としてカメラよりもスキャナが

優位となる。すなわち、スキャナの場合は正射による

読み取りのため、取得された画像の歪みは小さく、ま

た A0 サイズの読み取りも可能な大判スキャナが民生

品として市販され、機能向上と低廉化が進んでいる。 

 教室所有の原稿移動方式の大判スキャナを用いて実

験を行った結果、取得画像の解像度（精度）については、

400dpi 以上の解像度で十分な視認性が得られ、また、

等高線などの情報を GIS のベクトルデータに変換する

にも十分な解像度であることが確認された（以上は、宮

澤ほか、2004による）。 

 その後、業者の協力を得て大判フラットベッドスキ

ャナによる画像入力実験を行い、フルカラー、360dpi

で取得した画像データが、十分な解像度を有し、保存

と利用に適することを確認した。そして、試験的に250

枚の画像データを取得した。図 1 は、その画像の一例

である。 

本年度（2005 年度）、新たに科研費研究公開促進費を

得て、外邦図研究会デジタルアーカイブ作成委員会（会

長今泉俊文東北大教授）として、デジタルアーカイブの

構築作業が本格的にスタートした（表 2）。本プロジェ

クトは、外邦図のデジタル画像を取得し、これと目録

の書誌データと併せて検索等のシステムを構築し、イ
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ンターネットでの公開を目指すものである。本年度は、

東北大学所蔵の外邦図、約 5,200 枚について入力する

計画である。画像データは、先の実験をふまえて、4

種類作成し、うち2種類を公開することとした（表3）。

表 1 東北大学所蔵外邦図目録の掲載項目 

項目 説明

番号 現在は第5版番号、旧版番号の記録項目もあり。

大地域名- 例「東アジア」「南アジア」など。

地域名 例「インドネシア」「中国満州」など。

記号* 例「セイロン1号」など。

図幅名*
｢？｣はユニコードに漢字がないもの。異字体、旧字体は現字体に変換している
場合がある。

縮尺*
複数の縮尺が混在している図幅では代表的な2つのみ表示。海図などでは、一
枚中に複数縮尺の図幅あり。

緯度＆経度*
仏領インドシナ及び蘭領東印度などの図幅では、グリニッジ基準でないものあ
り。未記載の図幅あり。

グリニッジ基準
緯度＆経度*-

仏領インドシナ及び蘭領東印度などの別基準経度記載の図幅は、グリニッジ基
準に修正。未記載の図幅あり。

縦＆横 縦横の寸法。簡易調査による。

大きさ
柾判(縦46cm横58cm)を「中」、その倍の大きさを「大」、4倍を「特大」とした。簡易
調査による大まかな分類。

色* 印刷の色数。未調査の図幅あり。

測量機関国*- 未調査図幅が多い。

測量機関*

測量時期*

製版・印刷機関*

製版時期*

発行時期*

日本語- 日本語の使用状況。未調査図幅が多い。

棚 収蔵庫の棚番号

箱 収蔵庫の箱番号

備考 難読図幅名の読みなど。

枚数（実物） 複写以外の枚数。

コピー枚数 国土地理院に依頼した複製、および、京都大学から寄贈された複写の枚数。

京都大学分- 京都大学との間での現物や複写のやりとりに関する情報。

岐阜図書館分- 岐阜県図書館への寄贈に関する情報。

一部の記録項目を省略。 

*：図幅に記載されている情報にもとづくもの 

-：製本された「東北大学所蔵外邦図目録」に記載のない項目 

 

表 2 外邦図デジタルアーカイブの概要 

資金： 2005年度（～）　科研費公開促進費（データベース）

主体： 外邦図研究会デジタルアーカイブ作成委員会　代表：今泉俊文

内容： 地図画像　＋　目録（書誌データ）

対象外邦図：

　2005年度 東北大　約5,200図幅

　2006年度～ 東北大　約4,000図幅

　（構想） 京都大　約3,500図幅

お茶大　？図幅　他

公開方法： 東北大学附属図書館のサーバによるインターネット公開
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図 1 外邦図デジタル画像の一例  ※360dpi で取得した地図画像。全体と一部拡大。 
 

 

表 3 デジタルアーカイブ内の画像データ  *：縦または横の長い方 

 

用途 形式 解像度

保存用画像 rawTIFF 360dpi

閲覧用詳細画像 JPEG 360dpi

インターネット公開用画像 JPEG 2000pixel *

サムネイル用画像 JPEG 480pixel *
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広域図 → 狭域図 ＋ リストと連動

■キーワード検索

広域地名、地域名、縮尺、年代 等

プルダウンメニュー（の組合せ） → リスト

■地域別データリスト検索

地域別リスト

■ワールドマップ検索

地図クリック位置 → 関連全地図リスト

■インデクスマップ検索

 

書誌情報画面

・書誌情報

・小地図画像

・所蔵状況 等

2000pixel

（縦横長い方）

地図画像

図 2 外邦図デジタルアーカイブの ステム（構想） 

 

検索シ

 

 

図 3 インデクスマップ検索画面 
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図 4 書誌情報画面

システム構築は、昨年度試験的に入力した画像デ

を用いて、サーバーを管理する東北大学附属図書館の

協力を得て進め、2005 年 12 月には試験公開を開始し

 なる

ためデータ量を制限せざるを得ず、そのまま印刷して

ルには至らないと思われる。さしあた

用いただき、一般の方々への閲覧

や複写サービスについては、国会図書館や岐阜県図書

館で得ることができるよう、その所蔵状況とリンクで

いても、加筆・修正した。 

ータ 索システムとして利

た。検索については、表形式によるものと、経緯度デ

ータが不完全なので全てには対応できないが、可能な

限りインデクスマップによる検索を柱として、4 通り

の柔軟に検索できるシステムを構想中である（図 2）。

インデクスマップ等については、岐阜県図書館のもの

を使わせていただくことで了承を得た。図3、図4は、

それぞれ本検索システムの中核となるインデクスマッ

プ検索画面と書誌情報画面である。（外邦図デジタルアー

カイブのURL 

 http://www2.library.tohoku.ac.jp/gaihozu/） 

 

3．おわりに 

公開する画像データは、インターネット経由と

利用できるレベ

ってインターネットによる（かなり詳細な）画像付き検

きればと考えている。さらに精細画像データのネット

公開については、後の課題とさせていただきたい。 

 外邦図デジタルアーカイブの試験版については、で

きるだけたくさんの方々にアクセスしていただき、検

索システム等について、ご意見を寄せていただきたい。 

 来年度以降、京都大学等所蔵の外邦図の入力が計画

されている。際限なく続く書誌情報（目録）の訂正作業

と併せて、より高い完成度のデジタルアーカイブ構築

を目指したい。 

 

注  

本論は、2005年12月23日の外邦図研究会（立正大）で発表

した内容を要約したものである。その骨子は、村山・宮澤・

渡辺（2005）で公表したものであり、一部の図表を入れ替え、

テキストの一部につ
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米国国立公文書館で確認した日本軍撮影空中写真について 

永井信夫・小林政能（（財）日本地図センター） 

 

 

Ⅰ 所在情報 

 米国国立公文書館（NARA）のホームページやレファレ

ンス資料に、日本が 1939-45 年に極東地域で撮影した

約37,000こま分の空中写真ネガフィルム（JX)を所蔵し

ている旨の記述がある。 

 

Ⅱ 確認 

 2004年12月にNARAカレッジパーク分館で、内地を

除く極東地区のうちから経緯度1°メッシュ11個分を

任意に抽出し、そのメッシュに係る計 500 枚の標定図

を閲覧した。その結果、3 枚の JX 標定図を「発見」。

うち１缶分のロールフィルムを実見し、サンプルとし

て数こまの画像を複製取得した。 

 日本軍撮影空中写真には JX というコードを付され

ているが、JXの索引は整備されておらず、大量の米軍

撮影空中写真の中に混じって存在する。したがって、

検索効率は非常に悪く、全容を調査するには膨大な労

力を要するだろう。ちなみに、NARA所蔵ドイツ軍撮影

空中写真のコードはGXである。 

 なお、米国議会図書館で発見された中国での日本撮

影空中写真と同じものが NARA にも所蔵されているか

どうかは未調査であり確認していない。 

 

Ⅲ 複製取得した空中写真 

（1）場所：ニューアイルランド島南端部 

（2）撮影日：1943 年 12 月 17 日とフィルムに日本語

で注記されている。 

（3）カメラ：型式未調査。ただし、フィルムに「ｆ99,76  

Nr.57816」と焼き込まれていることから焦点距離

99.76mmと考えられる。画面の大きさは、17.8cm（7イ

ンチ）である。 

（4）フィルム：型式未調査。ただし、フィルム幅は

19.5cm。両側にスプロケット孔がある。このロールフ

ィルムが幅24cm（9インチ半）の通常の米軍用ロールフ

ィルムにネガ焼きされて保存されている。すなわち、

NARA所蔵のフィルムはオリジナルではなく、ロール対

ロールの複製品である。 

（5）縮尺：NARA の標定図には約 1：84,000 と記載さ

れている。地図と写真を対比し、この記載が正しいこ

とを確認した。 

（6）撮影高度：NARA の標定図には記載がない。焦点

距離が99.76㎜であるとすれば、8,400mということに

なる。 

（7）撮影コース：海岸に沿ってほぼ南北の単コース。

オーバーラップ約66％。 

（8）撮影機：未調査。撮影高度 8,400m とすれば機種

は限られる。 

（9）撮影・処理部隊：未調査。ただし、フィルムの端

に「昭和 18.12.17、撮影／フェニ諸島、タンガ諸島、

リヒル諸島、ニューアイルランド南岸地区／No.1-77

／（栗山）」との手書き注記がある。栗山は、撮影また

は現像処理の担当者名ではないかと思われる。 

（10）接収経緯：未調査。ただし、JX 写真を NARA に

送付したのは防衛情報局（DIA, Defense Intelligence 

Agency）である。なお、NARA が所蔵する内地分の空中

写真には、我々の調査（完了はしていないが）によれば、

JX 写真が含まれていない。このことから、JX 写真は、

戦後内地で接収されたのではなく、外地（戦地）で接収

ないし鹵獲されたものと考えられる。 

（11）内地の陸軍撮影空中写真との比較：国土地理院

所蔵の整理番号「29-18-1」三島地区の写真（簿冊によ

ると昭和16年4月1日撮影、1:8,000、F 99.49）と比較し

たところ、写真指標の形、時計、水準気泡、カウンタ

ー等の形と配置が一致する、また F の数値も近いこと

から、上記のNARA所蔵写真と同じ型式のカメラ・レン

ズで撮影されたものであることが確認できた。ただし、

国土地理院所蔵陸軍撮影空中写真には他の型式のカメ

ラで撮影されたものもある。また、NARA 所蔵 JX 写真

のカメラ形式もこの1種類であるという保証はない。
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Historical GIS in Digital Archive and Research: Historical GIS in Digital Archive and Research: 
The Historical GIS of CCTS and THCTS in Academia The Historical GIS of CCTS and THCTS in Academia SinicaSinica

Fan, IFan, I--chunchun & Liao, & Liao, HsiungHsiung--mingming
Institute of History and Philology & Computing CenterInstitute of History and Philology & Computing Center

Academia Sinica, TaiwanAcademia Sinica, Taiwan

2

Historical GIS in Digital Archive and Research: Historical GIS in Digital Archive and Research: 
The Historical GIS of CCTS and THCTS in Academia The Historical GIS of CCTS and THCTS in Academia SinicaSinica

廖泫銘廖泫銘LiaoLiao, , HsiungHsiung--mingming
Academia Academia SinicaSinica Computing CenterComputing Center

3

Background

‧Everything Happens 
in the Framework of 
Time and Space

Temporal and Spatial 
attributes of People, 
Events, and Objects  

Space

Tim
e

M
ult

i-d
im

en
sio

ns

People, Events, Objects

4

Aims

‧Catch and Manage 
the Temporal and 
Spatial Attributes

‧Create Visual Effects

‧Construct a System 
Environment 
Amenable to Human 
Cognitive Model  

5

What is GIS ? 1/3

‧‧GGeographic IInformation SSystem/
GGeographic IInformation SScience

‧GIS can process, integrate
and analyze spatial data

‧GIS can help to solve real-
world problem in support
of decision-making

6

What is GIS ? 2/3

‧GIS in the past
–Paper maps, typewriter, books, drawing 

tools…

‧Modern GIS
–Personal computer, workstation, software, 

database, network…



17

7

What is GIS ? 3/3

GIS links location with attributesGIS links location with attributes

Attribute tables
Points

Polygons

Lines

Reality

Paper Map

8

Creating Two Historical GIS

Two Virtual Spatio-Temporal Platforms:

Chinese Civilization in Time and Space - CCTS

Taiwan History and Culture in Time and Space - THCTS

9

Platform Structure

The Platform Consists of Three Components：
–Spatial Database (Maps, Aerial Photos, Satellite Images)
–Web Based GIS Functions
–Thematic Maps

CCTS or THCTS

Geospatial base data Thematic map database

Administrative Boundary

Place name

Basic vector data (like river ,Mt) 

Image/Aerial photo

Statistics

…

Population

Religion

Military

Natural Environment

Public health

… 10

Chinese Civilization in Time and Space, 
CCTS

‧Overlay《 The Historical Atlas of China 》
with《Arc/China》（1：1,000,000) to 
construct a spatio-temporal framework of 
more than 2500 years

The Historical 
Atlas of China Arc/China

User Interface

11

The Dataset of CCTS: The Historical Atlas of China
(Various Scales from 1:2,100,000 to 1:7,180,000)
‧ 8 Volumes with 20 Groups, 304 Pieces of Historical Maps from pre-Qin 

Era to the Qing Dynasty

12

‧ The Dataset of Arc/China, published by the National Bureau of 
Surveying and Mapping , PRC., in 1990s with 13 features and 77 
map blocks, 
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13

Time Scale of CCTS
Database

2000 A.D.500 B.C. 1000 A.D.

Tan’s Historical Atlas of China

Digital Maps Databases 
(ArcChina)

The Shen Newspaper 
Maps

1900 A.D. 2000 A.D.1950 A.D.

14

Changes in Administrative Boundaries

15

Digitized Administrative Boundary of the Tang Dynasty

16

Northeastern Region Enlarged

17

Satellite Image Overlay

18

Interface of The Chinese Civilization in Time and 
Space System

‧ A WebGIS-Based Infrastructure for Content Navigation and Web Mapping
‧ Integrating Geospatial and Attribute Information via the Internet 
‧ Users can Upload Data, Create Their Own Maps and Save Them in the Client 

or Server Side.
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19

Taiwan History and Culture in Time and 
Space, THCTS

‧《 Historic Bao Atlas of Taiwan》(1904) ,《 Topographic Atlas of 
Taiwan》(1920), and recent 《 Topographic Maps of Taiwan 》
(1990＇s), constitute the primary data base.  These base maps 
cover four different periods of taiwanese history: the“Dutch and 
Spanish Period＂, the“Koxinga Period＂, the “Qing Dynasty 
Period＂, and the “Japanese Colonization and post-WW II 
Period＂.

《 Historic Bau Atlas of Taiwan》 《 Topographic Maps of Taiwan 》 User Interface
20

1600 A.D. 1700 A.D. 1800 A.D. 1900 A.D. 2000 A.D.Dutch

Spanish Koxinga Period Qing Dynasty
Japanese Ruled Period

After WWⅡ

Time Scale of THCTS

•Dutch and Spanish Period
•Koxinga Period
•Qing Dynasty
•Japanese Colonization Period
•After WW II Period

21

The 17th~19th Century Maps

22

Topographic Maps of the 
Japanese Ruling Period

23

Changes of Administrative Boundaries
During the Qing Dynasty

24

User Interface of THCTS



20

25

Applications

Integrate Academic Resources

Facilitate Thematic Research

Promote Knowledge Dissemination   

26

Integrate Academic Resources

Literature Database

Statistical Database

Image Database

27

Literature Database

‧Scripta Sinica （二十五史等全文檢索資料庫）

‧Bibliography of Chinese Local Gazetteers（地
方志目錄檢索資料庫）

‧Taiwan Research Network（臺灣研究網路資源）

‧Taiwan Geographic Names Information 
System （臺灣地名資訊系統）

‧Taiwan Viceroy Administration Archive 
Database （臺灣總督府檔案）

28

CCTS

Union 
Catalog

People
Authority

Gazetteers
Scripta
Sinica

29

Integrating｀Scripta Sinica＇with CCTS：
Both Contemporary and Historical Place Names on the Digital Map can be 
Linked to Various Databases Containing Related Articles and Bibliographies.

30

Searching the Bibliography of Chinese Local Gazetteers
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31

Integration with Various Databases of Taiwan with THCTS 

32

Statistical Database

Statistics of Grain Price and Population of 
the Qing Dynasty （清代糧價與人口資料庫）

Census Data of Taiwan Population during 
the Japanese Colonial Period （日據時期臺
灣人口普查資料）

33

Using CCTS in Analyzing the Price Trends and 
Population Distribution in Qing  Dynasty

34

Population Density During the Japanese Ruling Period

35

Key Functions of GIS

‧Spatial Analysis

‧Buffer Analysis

36

Analysis of the Jiangnan Market Towns in the Ming-Qing Dynasties
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37

Buffer Analysis of Yellow River Floods in the Tang Dynasty

38

Image Database

China and Taiwan Map Database
–More than 120,000 old Maps are Collected 

and Scanned into Computer
China and Taiwan Remote Sensing Image 
Database
–More than Millions of Aerial and Satellite 

Images are Processing

39

1940s~50s 
Aerial Photos

40

b

Taipei City,1947/09/15

Taichung City,1948/06/26

41 42

Searching Interface of Aerial Photos and 
Satellite Images
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43Taipei Old Map(1922) v.s. Old Aerial photo(1947)

Data Comparing (1)

44

Data Comparing (2)

Aerial Photo of Shang Capital
（1962）

Satellite Image（2001）

45

Data Sharing

46

3D Interface

47

THCTS Data Overlay on Google Earth
for Public Access

48

Customized Data on Google Earth



24

49

Facilitate Thematic Research

Innovative Research Methods

Integrate Research Resources

Develop Historical Geographic Information 

System

50

Mapping the Journeys of the Song Poet Su Dongpo

51

Nautical Charts along the Coast of Fukien and 

Taiwan since the Song Dynasty

52

Tainan City in 300 Years

53 54

Yu Yong-he’s journey across the Taiwan Strait in the 
Qing Dynasty
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55

Historical GIS

Projects of the National Digital Archives 
Program

Spatio-Temporal Coordinate

Linguistics Coordinate

Archiving Historical Maps and 
Remote Sensing Images of China 

and Taiwan
Database of 
Basic Map

Integrated 
Systems

Application

Historical GIS and National Digital 
Archives Program

IT

Content

56

Digital Archive Project of Rubbings and Archaic Texts

57

Digital Archives Project of Formosan Aborigines

58

Biodivisity Project(1)- Plants

59

BiodivisityBiodivisity Project (2)Project (2)-- FishFish

10*10 KM2
60

Union Catalog of National Digital Archives Program
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61

Prospects

‧Virtual Center for Sinological Studies

‧Open Lab for China and Taiwan Studies

‧Participatory GIS

62

UC Berkeley
U. of Pittsburgh

Columbia U.

École Française 
d'Extrême-Orient*

Chung Hwa Institute 
of Buddhist Studies

Chinese Culture U.

National Taiwan Normal U.

National Taiwan U.

Keio U.

Academia Sinica

* In preparation

Princeton U.

Mirror Sites

Authorized

Academia Sinica Site

Library of Congress



韓国における外邦図（軍用秘図）の意義と学術的価値 
 

南
ナム

 縈佑
ヨ ン ウ

（韓国、高麗大学） 

 
 

Ⅰ. 序論 

韓国で最も尊敬を受けている地理学者は古山子 金

正浩である。彼は韓国の近代の地理学者として靑邱

図・大東輿地図・地球図・海左全図・道里道標名な

どを製作している。これらの中でとくに靑邱図は

1834 年に製作された縮尺約 13 万 3,333 分の 1 の方

格図であり、大東輿地図は 1861 年に製作された、縮

尺 16 万分の 1の方格図である。しかしこれらの地図

は、現代地図の観点から見ると、正確度については

精巧さが欠如しており、また経緯線を導入しなかっ

たという点で高く評価することは出来ない。 
 地図の歴史は、人類のもっとも貴重な文化遺産の

一つと認定されている文字の歴史よりも長いもので

ある。甚だしい場合、文字を持っていない未開な民

族でも地図は持っていた。地図に載せられた地理的

情報は、人間生活を営むために必ず必要な存在であ

った。地図には人間に必要な各種の情報が載せられ

ており、彼らの生活観と世界観、あるいは宇宙観が

盛り込まれて表現されており、彼らの価値観と人生

観が記録されていると言っても過言ではない。そう

いうわけで、たとえ前近代的な地図であるといって

も、その中には人間に関するすべてが乗せられてい

ると考えることが出来る。 
 
Ⅱ. 外邦図（軍用秘図）の意義 

1）地図名の問題 

 日本の陸地測量部から 1921 年に刊行された『陸地

測量部沿革誌』によれば、日本ではいわゆる「外邦

図」という呼称が、日本国内の地図という意味の「内

国図」の対語として使用されている。このような外

邦図という特定の名称は、1884 年に日本の参謀本部

測量局が設立されたとき、「測量局服務概則」の第 5

条と第 6条で使用されたのが最初のようである。そ

の後、日本は第二次世界大戦中に侵略対象国の地形

図を製作し、これを外邦図と呼んだ。 

外邦図の歴史は1世紀にもおよび、清水靖夫（2003）

は、地図の性格によって便宜上、外邦図Ⅰ類（第二

次世界大戦以前に作成された地図）と外邦図Ⅱ類（第二

次世界大戦以降に作成された地図）に大別した。外邦図

Ⅰ類はすでに内邦化された地域と侵略対象地域とに

区分され、それぞれⅠ類－1とⅠ類－2に細分した。

そして外邦図Ⅱ類は東南アジア、太平洋諸島、北ア

メリカの一部を含むものであった。これらの中で韓

半島（朝鮮半島）の地図は外邦図Ⅰ類－1 に属する。 

地図の製作を主管した日帝参謀本部は 1872 年か

ら韓半島（朝鮮半島）に対する諜報活動を開始し、

1894 年から始まった測量作業においては 200～300

名の参謀本部要員から構成される間諜隊が密かに派

遣された。その後、12 年後の 1906 年までに測量を

終えた地形図は目測で短期間に製作された地形図で

あったため、「目測迅速図」と呼ばれた。全 484 枚の

地形図の中で大部分のものは 1895 年から 1899 年の

間に測量された。この時期は韓日合併（日韓併合）が

断行される 11～15 年前に相当する。日本帝国は当時

独立主権国家であった韓国に対し、陸軍参謀本部が

中心になって国際法を破る不法行為を犯していたこ

とになる。 

この目測迅速図は、咸鏡北道・平安北道・江原道

の一部および済州道と釜山・元山などが欠落してお

り、韓半島（朝鮮半島）全体を網羅することは出来な

いが、主要部分はほぼすべて含まれている。韓日合

併（日韓併合）以後に製作された 5万分の 1地形図は

全部で 722 枚の地形図からなり、この地図は韓半島

（朝鮮半島）の約 61％に相当する地域を測量し、製

作したものであることがわかる。このように、陸軍

参謀本部は緊迫の度を増す北東アジアの情勢のため

に急いで地図を作成するために略式地図を製作した。

そういうわけでこれらの地形図は「略図」または「朝
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鮮略図」と呼ばれた。 

このように、いわゆる朝鮮の外邦図が迅速図・目

測図・略図などと呼ばれるのはそれなりの理由があ

った。日本は明治維新以後に北海道の測量作業を展

開し、地図作成のノウハウを蓄積するにいたった。

日本はすでに 1884 年に、迅速図と仮製図を製作し、

短期間に地図を作ることの出来る能力を養った。そ

してこの地図を略図と呼ぶのは、これが短期間に迅

速かつ隠密に作り上げられた迅速図であるからであ

る。しかし測量技師のスケッチで作った略図だから

といっても、最大限正確であってこそ地図相互の誤

差を最小化することが可能となる。スケッチに依存

する目測図は観測地点から目標物が遠ければ遠いほ

ど方向の誤差が蓄積して大きな誤差を発生させる。

そして距離に測量が不可能な場合は、歩測に依存す

るか目測によって測量した。それゆえにこれらの地

図を略式目算測図と呼ぶことが出来る。 

日本帝国は韓半島（朝鮮半島）の占領はもちろん、

日清戦争とロシアの南進政策に予め備えるために、

1895 年に臨時測量班を韓半島（朝鮮半島）に派遣し、

縮尺 5万分の 1の地形図を刊行しようとしたが難関

にぶつかり、1896 年に測量作業を中断したとされて

いる。しかし実際にはそれ以前から日本陸軍参謀本

部所属の諜報員たちが韓半島（朝鮮半島）に派遣され、

地図製作のために情報収集を長期間にわたって隠密

に行ったのである。このようにして収集された情報

をもとに 1890 年代に入ると本格的な準備作業に着

手し、1906 年までに 5万分の 1地形図を刊行するた

めの測量作業が完了した。この地図は日本の陸軍参

謀本部が軍事目的で秘密裏に製作した地図であり、

「軍用秘図」と呼ぶのが妥当である。日本で『韓国

古地名の謎』を著述した光岡雅彦（1982）も、やは

りこの地形図を軍用秘図と呼んだ。 

 

2）韓国地図発達史の見直し 

 韓国には三国時代以前はもちろん、統一新羅時代

に至るまでの間、いかなる地図が使用されていたの

か詳しく見ることの出来る実証的な資料がほとんど

ない状態である。ただ漢書・後漢書・三國志・魏書・

周書・隋書・唐書のような中国の史書に韓国の地理

的情報が記録されているだけである。高麗時代には

以前に比べてはるかに多様な地図が製作されていた

ものと推測されるが、それに対する具体的な記録は

多くない。文献の上で登場するのは 1148 年の高麗地

図をはじめとする高麗末期の季詹の三國地図、羅輿

儒の本国地図などがあるだけである。 

 以上に言及したように、韓国には朝鮮王朝時代以

前に製作された地図の中で現存するものはほとんど

ない状態である。地図の保存が難しかった理由は、

外敵の侵入のために戦乱が頻発し、消失したためで

ある。そういうわけで韓国の古地図は、その大部分

が朝鮮王朝時代以降の地図が現在まで伝えられてき

ただけである。現存する朝鮮王朝時代の地図として

は 1402 年に季薈が作った八道図が最古であり、1432

年に尹淮・申檣などが編纂した新撰八道地理志、1451

年の兩界地図などがある。その次には東国輿地勝覽

に添付された八道總図と八道各図などがあり、朝鮮

王朝時代後期に入ると鄭尚驥の東国地図と、これを

継承した申景濬の東国輿地図をはじめ、韓国の地図

の歴史の中で最も際立った業績を残した金正浩の靑

邱図と大東輿地図などがある。 

 金正浩の地図を最後に、韓国の地図の伝統は途絶

えてしまった。韓国はその後を継いだ大韓帝国の終

焉により、日帝時代に入った。現在までの韓国の地

図学の歴史においては、日本の陸軍参謀本部の陸地

測量が 1910 年から 8 年余りに及ぶ作業の後に 1918

年に完成した 5万分の 1の地形図が最初の地形図で

あると考えられてきた。しかし筆者はその地形図が

製作された 1910 年時代以前にも日帝が韓半島（朝鮮

半島）で測量作業を行ったことがあるという事実を

明らかにしたことがある。筆者の大学時代、ソウル

のある古本屋で偶然発見された何枚かの地形図が物

証になった。その地形図には当然なければならない

測量年度と凡例が注記されていなかった。当時、筆

者はそのことを異常だと思ったが、その地形図の全

体について詳しく知ることはなかった。 

 それから約 20 年がたった後、筆者は日本の国会図

書館の地図室に略図または朝鮮略図と呼ばれる韓半

島（朝鮮半島）最初の地形図があることを発見した。

それは 1991 年 7 月のことであった。光岡（1982）の

研究が決定的な契機となった。この地形図は 20 年前

にソウルの古本屋で発見したもと同じ地図であった。
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そういうわけで、日帝参謀本部によって製作された

5 万分の 1 の地形図は全部で 3 種類ということにな

る。第一次の地図は軍事用に秘密に作られた軍用秘

図といえる略図であり、第二次の地図として刊行さ

れたものは韓日合併（日韓併合）直後に略図を修正し

た朝鮮地形図、そして第三次の地形図は三角測量に

よって正式に製作された朝鮮基本図である。ゆえに

第一次および第二次の地形図は略式目算測図に該当

する地図と言うことができる。 

 

Ⅲ. 外邦図（軍用秘図）の学術的価値 

1）朝鮮末期の地理的景観研究 

1906 年に台湾の土地調査を主管した熊田信太郎が

韓国に到着し、測量技術者たちの養成と測量訓練を

実施し、土地調査事業を推進するための総合的基本

計画を樹立した。1910 年には土地調査局が朝鮮総督

府に開設され、1912 年には土地調査令が制定されて

朝鮮民事令・不動産登記令などの関連法が公布され

た。土地調査事業を完了した日帝は、各種建設事業

を展開していった。まず何よりも先に鉄道敷設事業

に着手し、次に港湾事業が実施された。その後は道

路・水利事業と治水事業の順で進行した。こうして

韓半島（朝鮮半島）には従来には見られなかった新作

路と呼ばれる道路をはじめ、鉄道・橋梁・ダムなど

が見られるようになった。特に鉄道が通る駅舎の周

辺には新しい集落中心地が形成された。しかしこれ

とは別に、鉄道路線から疎外された伝統的中心地の

中には衰退の道をたどるものもあった。一方、海岸

部では大規模な干拓事業が展開され、地下資源が埋

蔵されている山岳地帯には鉱山村が形成された。こ

れらに伴い、韓国の国土景観は大きく変わった。し

かし朝鮮略図には日帝によって変えられる前の国土

景観が描かれており、韓半島（朝鮮半島）の元来の姿

を復元することができる。 

 それにも関わらず、黄海道から平安南道と平安北

道に至る地形図には京義線鉄道が描かれているとい

う事実を朝鮮略図において確認することができる。

京義線は 1900 年に韓国政府の「鉄道自力経営方針」

によって鉄道院が設置され、1902 年に着工された。

ロシアに宣戦布告した日本は軍需品の輸送に必要な

鉄道を確保するために、1904 年 2 月に臨時軍用鉄道

監部を組織し、その年の 3月に起工式を行った。平

壌付近を経由する京義線は1905年1月に竣工された。

ここで筆者は一つの疑問を抱いた。平壌付近の地形

図はすべての図について明治 28 年式の図式と書か

れていることから、1895 年から 1900 年の間に測量

されたものであるとわかる。しかしこの間には鉄道

は敷設されなかったことから結局のところ、1911 年

に発刊され、一部の内容が追加された第二次の地形

図であると判断するしかない。 

 以上のような事実を勘案して朝鮮略図を分析すれ

ば、朝鮮王朝時代末期の韓半島（朝鮮半島）の地理的

景観を把握することができるであろう。 

 

2）古地名研究 

 韓国の第一次地形図に該当する軍用秘図は、密偵

隊が隠密かつ迅速に測量したものであり、正確度に

おいては劣っているが、韓国古代の地名・言語・歴

史の一断面を解読する手がかりを提供してくれる。

この地形図の地名は訓読名・古訓読名・古借字名で

表記されている場所が大変多い。朝鮮王朝時代の末

期でも韓国の地名は漢字表記が大部分であり、音読

主義に立脚した 

上での純粋な韓国語の地名を知ることはできなかっ

た。もちろん一般の人々の間では韓国固有の地名が

使用するにはされていたが、その記録が残っている

ものはないようである。 

 例えば江原道春川の前坪と後坪の場合、朝鮮総督

府が製作した第三次の地形図には前坪がチェンピョ

ン，後坪がフ－ピョンと記載されている。しかし軍

用秘図である第一次地形図には各々アプトル、テー

トルと注記されている。そしてソウルの漢江の河辺

にある粟島と西大門区の新村の場合、第三次地形図

には各々ユルド、シンチョンと注記されている。こ

れらはすべて漢字の地名が音読主義によって発音さ

れたものである。これらの韓語地名は軍用秘図には

各々セーマル、バームソムと注記されている。ここ

で論じた前坪・後坪と新村・粟島は軍用秘図にはす

べて訓読名で表記されているという点で注目される

地名である。平地を意味する「坪」は日本では「鶴」、

韓国では豆老と借字される。これらは韓国語では「ヅ

ル」と発音され、「들」と表記される。同様に新村の
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「新」はセ、「村」はマルと訓読さ

の「栗」はバム，「島」はソムと訓

は日本語の「むら」、「しま」など

ある。ゆえに韓国語および韓国古

源研究を行う上で必ず解明しなけ

である。 

このように軍用秘図の地名は、

密偵たちが隠密かつ迅速に調査し

の正確度には欠点が多い。特に密

発音が難しいために現地の地名を

とができなかった。そういうわけ

人を語学留学生の名目で測量局の

測量技師として活用するというこ

韓国の地名を日本語の仮名で正確

不可能なことであった。それにも

図の略図は韓国の古地名の一断面

りを提供してくれる。この地形図

の中では訓読地名・古訓読地名・

的多い方である。この地形図の地

のある光岡雅彦（1982）によれば

た地名のうち、約 20％程度が古訓

して表記されているという。彼は

代の遺跡との相関性を勘案すれば

俗まで窺うことのできる地名が多

ういうわけでこの略図は民族学的

学的検討が後に続けば、韓半島（

訓と古方言を究明できる資料とし

さらに進んで韓日古代史の観点か

域的特性を考察することができ、

地名 図葉名

前坪（앞들）  春川 明

後坪（뒷들）  〃 

新村（새말）  ソウル 明

栗島 （밤섬） 〃 

 

 

表１．第一次地形図と第三次地形図の地名比較 

第一次地形図 第三次地形図 

測図年 地名表記 測図年  地名表記 

治２８年（１８９５） アプトル 大正５年（１９１６） チェンピョン 

〃     〃   テートル 〃  〃 フーピョン 

治２８年（１８９５） セーマル 大正５年（１９１６） シンチョン 
れる。そして粟島

読される。これら

と関連した単語で

代語は日本語の語

ればならない課題

当時国内において

たものであり、そ

偵たちは韓国語の

正確に記載するこ

で参謀本部は韓国

修技所に入所させ、

ともした。しかし

に表記することは

関わらず、軍用秘

を解明する手がか

に注記された地名

古借字地名が比較

名を分析したこと

、略図に記載され

また古借字地名と

支石基のような古

、韓国の古代の習

いと主張した。そ

・言語学的・考古

朝鮮半島）一帯の古

て評価されよう。

ら韓日古代語の地

韓国の古代の地名

が日本の地名に及ぼした影響までも把握することが

できるであろう。 

〃    〃  バームソム 〃  〃 ユルド 

 

Ⅳ．結論 

 これまで詳しく見てきたように、日本で外邦図と

呼ばれる朝鮮略図は、軍事的目的により日本の参謀

本部が秘密裏に作成した軍用地図であることに間違

いない。日本で言う「外邦図」という地図名は、多

分日本中心的な視角から見た名称である。内国図と

対比する名称として使用されることは理解できるが、

これらの地図が過去の苦い歴史を内蔵しているとい

う点と、隣国に配慮するという次元から再考される

べき必要があろう。 

ゆえにこのような地図の場合は、韓国のみならず

中国・台湾のようなアジア各国の地図を網羅できる

ようなグローバルな名称に変えることが望ましいと

考えられる。 

 本地図はアジア・太平洋地域の学術資料として公

開する場合、関係諸地域の研究者たちに多くの助勢

をもたらすことが期待される。特に明治時期に測図

された韓国の地形図は朝鮮王朝末期の地理的景観を

復元したり、古地名を研究する時に大きな助力とな

り、民俗学・言語学・考古学の研究においても参考

資料として利用価値があると言えよう。 
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『臺灣堡圖』に未掲載の地形図について 

鳴海邦匡（大阪大学・特任研究員） 

 

本報告は、『臺灣堡圖』（堡圖原図）と称される台湾の

地形図について、未掲載分の一部の所在を確認したも

のである。この『臺灣堡圖』は、1906（明治39）年、臺

灣日日新報社より刊行された 2 万分１地形図であった。 

もともとこの地形図の作製は、臨時台湾土地調査局

による土地調査事業（1898～1905年）に由来する。大縮

尺（1200分の1）の地籍原図を作製するために三角測量

を実施し、それらを集積したものがこの地形図である。

それらは、1904（明治37）年までに作製され、その総数

は全部で464図幅（一覧図も含めて）、実際には統合や省

略により 458 図幅を数えるものであった。ただし、刊

行された図集ではそれを全て掲載したのではなく、基

隆Jilong、高雄 Gaoxiong、澎湖諸島Pen ghu Lie dao 

付近などは掲載されていない（図 1）。それは軍事的な

理由などから掲載を見送られたためであるが、その数

は56図幅にのぼる。その後、こうした規制は若干緩和

されることとなり、1913（大正2）年時点で掲載を見送

られた図幅は49図幅を数えることとなったが、昭和に

入って満州事変（9・18 事変）や日中戦争の影響にとも

ない再び公開の規制が強化されることとなった。この

間の経緯は、施（1996）に詳しい。 

この『臺灣堡圖』は、近年、台湾においても重要な

意義をもつ近代初期の地形図として広く注目を集めて

いる。リプリント版として影印版が1996年に刊行（遠

流出版事業）されたほか、台湾中央研究院における Web

-GIS（台湾歴史文化地図システム、http://thcts.ascc.net/）

での公開（図2）も進められており、その利用が一般に

も容易になりつつある。先に少し触れた遠流出版から

の影印版に寄せられた施 添福教授（台湾師範大学、現中

央研究院）の解説によると、このリプリント版は、国立

中央図書館台湾分館、国立台湾大学地質系に所蔵され

る地形図をもとにしたものであり、そのほか東京大学、

防衛研究所、国立国会図書館等でも調査を実施したと

いう。ただし、未掲載の図幅は全部で78枚となってい

る。 

さて、こうした未掲載分の地形図の所在を確認する

ため、今回は国土地理院に所蔵される『国外地図目録』

および『国外地図一覧図』（全4巻、図3）を参照するこ

ととした。それはこの目録が現時点で最も体系的に外

邦図を記したものと考えられるからである。この目録

や一覧図は、1958（昭和33）年に防衛庁防衛研修室（現

防衛研究所）の予算により、地理調査所（現国土地理院）

が作成したものであり、当時、地理調査所が保有して

より「検索地図」を使用 
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図 2 台湾歴史文化地図システム （http://thcts.ascc.net/）
 

図 1 『臺灣堡圖』に未掲載の地図 

※『臺灣堡圖』（臺灣総督府臨時臺灣土地調査局 1996）
※「臺灣堡圖」などをベースマップとして公開 

http://thcts.ascc.net/


 

 

図 3 国土地理院所蔵『国外地図目録』および『国外地図

一覧図』より「第一巻 旧日本領」表紙 

図 4 『国外地図目録』「第一巻 旧日本領」より 267～268 頁

いた外邦図を調査したものである。閲覧した資料は国

土地理院に所蔵される資料であるが、同様の目録は国

会図書館においても閲覧することができる。目録作成

の経緯やその位置づけは長岡（2004）や小林（2006）に

詳しいが、これらの外邦図そのものについては、現在、

防衛庁に保管されていることが判明している。 

この 4 巻の目録は、「第一巻 旧日本領」、「第二巻 

北方」、「第三巻 支那」、「第四巻 南方」で構成され

ており、そのうち台湾については第一巻の「へ、台湾」

（244～269頁）に記載されている。ちなみに第一巻の構

成は、「１、輿地図」、「２、航空図」、「３、旧日本領」、

「イ、南樺太」、「ロ、千島列島」、「ハ、朝鮮」、「ニ、

小笠原諸島」、「ホ、沖縄群島」、「へ、台湾」、「ト、南

洋諸島」となっている。 

この「第一巻 旧日本領」のうち「ヘ、台湾」に記

される地図のリストを探してみると、該当の地図は267

頁から 268 頁に記載されていたことが確認された。そ

れは、項目「測図編集年紀」が明治37年で、項目「測

図出版機関」を臨時台湾土地調査局と記すものであり、

高尾付近のみの図幅を掲載する。残念ながらリストに

あげられた図幅は全部で 18 点しかなかった。この 18

点の地図については、調査の時点で全て各 1 点のみが

存在することとなっている。 

そこで、次にこの目録に掲載された図幅について、

リプリント版（遠流出版）の『臺灣堡圖』に採録されて

いるかどうかを見比べてみた。その結果、18図幅のう

ち 16 図幅が未掲載であることを確認することができ

た（図4）１）。つまり、リプリント版『臺灣堡圖』に未

掲載であった 78 図幅のうち、16 図幅の所在を今回の

作業から確認することができたということになる。た

だし、この 16 図幅は何れも 1913（大正2）年の時点で

非売品扱いの地図ではなかったことは注意しておきた

い。 

今回のレポートは、『国外地図目録』および『国外地

図一覧図』に記載されるごく一部の地図を検索したも

のであったが、これまでに未確認であった地図が掲載

されていることを確認することができた２）。また、『臺
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灣堡圖』に関連してこの目録および一覧図には、『臺灣

地圖』と呼ばれる地形図も掲載することを付記してお

きたい。この『臺灣地圖』は、これまでみてきた『臺

灣堡圖』を編集した10万分の1地形図であり、臨時台

湾土地調査局により 1905（明治 38）年に作製された。

それは、一覧図も含めて全部で36図幅を数えるもので

あった。この地形図について、今回調査した目録では、

全36 図幅のうち、基隆周辺の台北のみを欠いた33 図

幅を掲載することが確認された（265～266 頁）。これら

の33図幅は、目録の調査時点でそれぞれ各3枚が所蔵

されていたことが記されている3）。 

このように、簡単な作業ではあったが、これまでの

検証から『国外地図目録』には従来確認されることの

なかった図が多数掲載されている可能性を示すことが

できた。外邦図は環境や景観の変化を知る学術資料と

して多くの可能性を秘めている地図であることから、

今後、この目録に掲載された地図の学術的な利用が期

待される。 

 

注 

1）加藤敏雄氏（株式会社科学書院）からの御教示によると、

防衛研究所図書館に所蔵される外邦図のなかには、この「堡

圖原図」も含まれているという。それは高尾付近について

計 18 図幅が所蔵（配架番号 1804-3）されているというこ

とである。それらの点数や地域が『国外地図目録』に記載

されるものと一致することから、その関係が想定される。

今後、確認したい。 

図 5 存在の確認される図幅について 

※『臺灣堡圖』検索地図の拡大 

2）当日の報告（12月23日、第7回外邦図研究会、立正大学

大崎キャンパス）の際、研究会に参加していた范毅軍（Fan, 

I-chun）氏（国立中央研究院）より、それまで未確認であ

った『臺灣堡圖』の図幅のうち、1 枚を残して全ての存在

を、アメリカ（米議会図書館）において確認することがで

きたとの報告があったことを記す。 

3）施（1996）の解説によると、この『臺灣地圖』については、

執筆当時、所蔵が全く確認されていないこととなっている。

しかし、その後、大與出版有限公司（台北）より1999年に

『十萬分之一臺灣地圖全集 』として出版されたようである

〔国立国会図書館ＨＰよりテーマ別調べ方案内〈アジア関

係資料／中国の地図（地域別）〉、http://www.ndl.go.jp/j

p/data/theme/asia/theme_asia_51.html#taiwan〕。これに

ついては、まだ未確認であるのため、早急に確認したい。 
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『舊韓末韓半島地形圖』に未掲載の地形図について 
岡田（谷屋）郷子（大阪大学卒業生） 

 

韓国で出版されている『舊韓末韓半島地形圖』は、

日本軍が韓国併合以前に作製した５万分の 1 地形図を

まとめたものである。この地形図は、南（1996）では「軍

用秘図」と呼ばれ、清水（1986）を初めとする日本の研

究においては「略図」と呼ばれており、3 回刊行され

た朝鮮半島の5万分の 1の地形図の中で、第１次のも

のにあたる（図1）。 

第 1 次地形図は、測図年を削って刊行された（清水 

1986: 17）。地形図の存在は、独立国であった朝鮮国を、

日本が違法に測量をしていたという動かぬ証拠となっ

てしまうためである。また、国境河川である豆満江と

鴨緑江の沿岸地帯や、元山や釜山などの軍港付近の地

形図など、戦略上重要であった地域は未刊行であった。 

しかし、地理調査所（現在の国土地理院の前身）が1958

（昭和33）年に調製した『国外地図目録 第1巻 旧日

本領』によって、大部分の地形図の測図年が判明し、

国境地帯や軍港付近の地形図も同時期に作製されてい

たことが分かる。 

図2は、『国外地図目録』をもとに、韓国併合以前に 

 
 

図 1 第 1 次地形図一覧図 

(『舊韓末韓半島地形図』,『国外地図目録第1巻旧日本領』による) 

作製された地形図の測図年を表示したものである。こ

れまでは、刊行時に測図年を削除し忘れたと考えられ

る「三嘉」図幅（明治32年測図）以外は、図式から測図

年を推測するしかなかったが、『国外地図目録』によっ

て大部分の測図年が判明した。また、『外邦測量沿革史

草稿初編 自明治二十八年至同三十九年断片記事』（参

謀本部北支那方面軍司令部 1979）にある記録から、第 1

次地形図の測量を担当した機関も判明する。まず、明

治28～29（1895～1896）年の作製地域は第一次臨時測図

部が、明治31～37（1898～1904）年の作製地域は陸地測

量部が、明治38～39（1905～1906）年の作製地域は第二

次臨時測図部が担当したと考えられる。 
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図2 韓国併合以前に作製された5万分1地形図の測図年分布図 

（国土地理院蔵『国外地図目録 第 1 巻 旧日本領』による） 
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I. Introduction : a brief history of Jakarta city 

From prehistoric time to Muslim and 
Hindu-Javanese kingdoms, the Jakarta area (now 
the capital of Republic of Indonesia) was a small 
village called Sunda Kalapa In the twelfth century1) 
it appears to have been a harbour for a 
Hindu-Javanese kingdom called Padjajaran, the 
capital of which was near the present mountain 
resort of Bogor, south of Jakarta. A port on the Cili-
wung river (see Figure 1) emerged as an important 
part of Indonesian trade. The importance of Sunda 
Kalapa was similarly affected as the port of Malacca 
on the west coast of Malaya that was conquered by 
the Portuguese in 1511. The Sunda Kalapa was 
renamed to Jayakarta (Victorious and Prosperous) 
by the sultanate of Banten   

Then this area was started to develop by building 
of Dutch East India Company (VOC) fort on west 
bank of the River Ciliwung in 16192). Then this area 
was familiar by calling ‘Batavia’ and about ten 
thousands people were living in this small city. 
Traders from India, China, England, Holland and 
other islands of the archipelago are recorded con-
tinuing to visit the port for spices trading.  
  Total population of Jakarta (inside the wall or fort 
Batavia) in 1673 was recorded 27,068 people. By the 
end of the eighteenth century, the VOC was bank-
rupt that affected the total population would be 
35,000 peoples in 1730. This economic situation was 

worse; hence the population of city had dropped to 
12,131, with 160,986 living in the environs, a large 
area extending south to the mountains (Bogor area 
or former Buitenzorg city). In 1815, although the 
power of VOC declined, the population increased 
slowly to be 47,000. The city was sprawling by the 
installing of modern public transport, therefore the 
population increased to be 70,000 in 1850, and 
116,000 in 1900. The city was strung out over 10 to 
12 km from north to south. By the 1930, the popula-
tion of the city of Batavia had grown to 435,000 
where the immigration caused it to expand. Most of 
the road network had been asphalted and public 
services (electricity and telephone) were established 
in 1940. In 1942, Japanese occupied the archipelago 
and divided it into regions, and changing the capi-
tal’s name to Jakarta that was treated as the capital 
of one such region, Java. 1942 to 1949 periods is the 
struggle period of Indonesian for Independence of 
Indonesia from Dutch, and Jakarta assumed as the 
capital of an independent Indonesian nation-state in 
December 1949. Van des Plas reported the popula-
tion was 844,000 in September 1945. After the in-
dependence Jakarta was decided as the capital of 
Republic of Indonesia, the urbanization made in-
creasing the population that recorded 1,050,000 in 
1948, almost double the figure for 1930. President 
Soekarno’s visions had little relevance to the domi-
nant fact of Jakartan life in the period, official figures
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Figure 1. Study site : Jakarta city, Indonesia and its environment

 
show the the population was increasing drastically 
1,782,000, 2,973,000 and 3,813,000 in 1952, 1961 
and 1965, respectively. According to the census re-
port of Indonesian Govermental Statistics3), the 
population in 1971, 1980, 1990, 1995, 2000 and 2004 
are 4,579,303; 6,503,449; 8,259,266; 9,112,652; 
8,389,443; and 9,792,000, respectively. The popula-
tion in 2000 decreased comparing to 1995, it is as-
sumed the impact of Asian economic crisis in 1997. 
The population in 2004 was increasing again by the  
recovery from the economic crisis. The population 

trend of Jakarta city from 1815 to 2004 can be seen 
in Table 1. 

The Statistics shows that the urbanized area cov-
erage of Jakarta 93,7% in 1980, and 100% after 
1990s (see Table 2), where total area is 661 km2. The 
data show the lack of information of urbanized area 
coverage before 1980. Therefore, in this research, old 
maps and satellite images were employed to obtain 
the urbanized area coverage before 1980. The detail 
analysis will be explained next.  
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Table 1 Population of Jakarta city 
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Table 2 Urbanized area of Jakarta in time series 
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Figure 2 Flowchart of analysis 
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Figure 3 Mosaic maps of the former Japanese Army 

 
II. Study site 

Figure 1 shows the study site, Jakarta city (the 
capital of Republic of Indonesia) that located in 
106o40’E - 107o00’E, 6o04’S - 6o22’ S and covering 
about 661 km2. The area around the mouth of the 
Ciliwung river in west Java, the site of present-day 
Jakarta, has known human settlement from pre-
historic times. Built up from the silt washed down 
from the volcanic mountain range to the south, an 
alluvial plain spreads out in a fan shape traversed 
by several rivers: Cisadane, Angke, Ciliwung, 
Bekasi and Citarum. 
 
III. Analysis 

The urban area change of Jakarta city is inves-
tigated by using old maps and satellite images. The 
employed old maps are VOC (1887), former Japa-
nese Army map (1927), and Joint Mapping Indone-
sia - US 1950 maps. Especially, the former Japanese 
Army map is composed or mosaicked by 11 maps4) as 
shown in Figure 3. Jakarta city boundary in this 
Figure shows the present boundary of Jakarta. Then 
the satellite images are KH-7 / Gambit (26 may 
1967), Landsat MSS (21 June 1976) and Landsat 
TM (3 May 1989).  

As shown in Figure 2, firstly the old maps are 
scanned. Secondly, the maps were geometrically 
corrected before digitizing process (visually) to ob-
tain the urbanized area class. The satellite images 
are also geometrically corrected, then supervised 
classification process was employed to acquire the 
urbanized area class. The topographic maps5) with 
1:25,000 scale were used in the geometric correction. 
Then the urbanized area class only was delineated 
to obtain the urban area distribution more clearly. 
Basing on the digitalizing or delineation process, the 
coverage of urbanized area of Jakarta in each date 
could be acquired as shown in Figure 4. This Figure 
shows (visually) that the urbanized area was in-
creasing drastically after 1945 or the independence 
of Republic of Indonesia. Figure 4 shows that the 
urbanized area coverage is 8%, 13%, 21%, 32% and 
64% in 1887, 1927, 1950, 1967 and 1976 respectively. 
According to the Landsat TM data (3 May 1989), the 
coverage in 1990s is almost 90% or matches well 
with the statistics data. Table 1 and Table 2, or the 
population and urban area change of Jakarta city 
respectively show the strong relationship. These 
tables mean the increased population caused the 
sprawling of urban area.
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Figure 4. Urbanized area change of Jakarta city in time series 

 
IV. Conclusions 

Like many big cities in developing countries, 
Jakarta city has almost 250 years history and suf-
fers from major urbanization problems. The popula-
tion has sharply risen after 1960s, and according to 
the old maps and satellite images, the urbanized 
area covers whole of city (661 km2) in 40 years after 
the independence and the declaring of Jakarta as 
the capital of the Republic of Indonesia. The result 
shows that the old maps (1887 - 1950) including 
former Japanese Army maps (Gaihozu), and satel-
lite images (1967 - 1989) can be employed in combi-

nation to monitor the city sprawling and its 
problems.  

In the near future, the authors will employ these 
data and Geographical Information System (GIS) to 
retrieve the city spatial information and its change. 
The information of urbanized area, vegetation, digi-
tal elevation model (DEM), annotation, transporta-
tion network and hydrologic network will be 
retrieved from the former Japanese Army maps to 
obtain the topographic information of 1900s. The 
high resolution of satellite images also will be em-
ployed to monitor the area around Jakarta city or 
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known as buffer zone of Jakarta (Bekasi, Bogor, 
Tangerang, and Banten) called Jakarta Megapolitan 
area. 
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3. その他の研究 

 

以下には二つの研究報告を掲載する。一方の佐藤 久「地図と空中写真、見聞談：敗戦
時とその後（続）」は、第 6 回研究会（2004 年 11 月 24 日、日本地図センター）の報告
の続編で、前編は『外報図研究ニューズレター』3号、61-71 頁に掲載されている。当日
お話しいただいたこと以外についても、書き込みをしてくださり、またたくさんの空中
写真を提供して下さった佐藤先生に感謝したい。ここに掲載できなかった写真について
は、他の機会を期すこととする。 

もう一方の島袋伸三「沖縄県下の米軍作製地図について」は、第二次世界大戦中から
戦後処理にかけてのアメリカ軍の地図作製を検討する。この方面でも新たな研究課題が
あることを示していただいた。

 

 

 

 

 



地図と空中写真、見聞談：敗戦時とその後（続） 

佐藤 久（東京大学名誉教授） 

 

 

ヤペン島調査とニューギニア引き上げ 

前報告（『外邦図研究ニュースレター』3所収）は、翌日

にもマヌクワリ港に帰還できたかのように終わりまし

たが、オブフォール海岸 1)に迎えのダイバーボートが

姿を見せたのは、別れの宴から五日もの後でした。欧

州戦線で活躍し｢空の要塞｣と誇称した、当時世界最大

の四発重爆撃機B17によるマヌクワリ空襲が、7日・9

日・15日と繰返され、市街と港湾施設が完膚無く破壊

され尽くしていたのですから、調査隊本部も、船の手

配どころではなかったでしょう。 

5月23日の朝、第三光洋丸から班員が目にした懐か

しのマヌクワリは、幹をへし折られた木々の間に垣間

見える、赭い瓦礫と焼けトタンの原っぱでした。中心

街区から離れていた調査隊宿舎は幸運にも爆撃対象か

ら漏れ、食糧や調査用資材も、ここに運び込んであっ

た分だけは、少量ながら全く無傷でした。然し、次回

以降の調査には到底不十分で、それ以上に、急な戦局

の傾きが調査継続を無意味・不能なものとしていまし

た。そこで、第一回調査終了の段階で各班は編成を解

かれ、「ニューギニア調査隊」も解散同然になりました

が、それまでのフィールドワークに飽き足らなかった

一部の隊員らは、残存する食糧・資材を融通し合って

三々五々、自由な組み合わせで次の調査へと立ち向か

ったのです。 

第二班のプラフィ川上流域調査には、他班と同様に、

路線図の作成に測量班が随伴していました。然し、ト

ランシットと箱尺を抱えての測量班員は、調査班員の

足には追いつけません。そこで、正式な報告書作成ま

での繋ぎとして、地理屋の卵である私が、歩測とクリ

ノメータ測角で簡単なルートマップを作ることになり

ました。当時の野帳も、日付・方位・歩数と、ほとん

どが数字の羅列ばかりです。卒論のフィールドを放り

出して参加した―正確には、参加させられた―私とし

ては、それに見合う何かを持ち帰る必要があり、この

ままでは帰国出来ません。そこで、ヤペン（ヤーペン）

島を次の調査地に選んだ旧第二班の鉱物班、資源科学

研究所員の石橋・坂両氏にお供することに決めたので

した。 

ヤペン島は、ヘールフィンク湾の湾口を塞ぐように

東西に長く横たわる、沈水海岸に囲まれた恐らくは地

塁島です。その南岸中央にある主邑セルイでは、建設

隊が港湾整備にあたっている、と苦力募集に都合の良

い情報もありました。一方、泉氏ほか京城帝大関係者

は、ヤペン島の北方の、ビアク島を次の調査地に選ん

でいました。ここは三角形に近い長円状の隆起珊瑚礁

（小環礁）島で、地形的には魅力がありますが、有用な

地下資源は期待薄。開戦後、日本軍の快進撃に刺激さ

れて決起したパプア王国樹立運動の中心勢力がたむろ

し、治安が必ずしも良好とは言い難い反面、礁湖跡の

平地に建設された飛行場の守備に、陸軍部隊が駐屯（後

に米軍の侵攻で全員玉砕）してもいたところです。 

ヤペン島調査では、苦力募集の期間中にベースのセ

ルイ周辺を調べ、次いで陸路を北海岸まで横断、さら

に船で島を一周して海崖の露頭を観察する、と計画さ

れました。当初予定では、調査員 1・助手 3 に通訳・

護衛兵・巡警等、総勢で8～9名とかなりの員数にのぼ

り、装備も天幕・パイプベッド・炊事道具その他、第

一次調査に匹敵する大掛りなものになる筈でした。然

し、戦局急迫に浮足立つ調査隊では通訳の確保も困難。

結果的には参加日本人が半減し、自然物利用のカナカ

式露営を中心とする、少数・軽装備での短期決戦方式

に切り替えることに決定。野帳には、その大半が線で

消された、当初予定の参加者・携行物品名・数量など、

数頁に及ぶ書き込み、夢の跡が残っています。 

こうして小型・軽量化された新第二班は、プラフィ

調査での採集品の整理・梱包を終えた後、京城大グル

ープを追うように、28日午後、またも第三光洋丸でマ

ヌクワリを出港しました。セルイ入港は翌29、土曜日。

この町の中心は、人口数百とかの海上集落でした。陸

地には、桟橋と小さな倉庫、役所や学校と付随住宅、

それに市場、略奪・暴行で廃墟となったヒーナトコ（支

那人経営の商店）など、要するに、都市的機能だけが立
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地。港湾整備に駐在の日本人も、資材補給が無く手持

無沙汰の様子で、物見遊山と取り違えた筈もないでし

ょうが、山に入ってみたい、と調査同行希望者が何人

か。苦力募集を助けて戴く以上、無下にも断れません。

彼らの差配をお願いすることにしてお一人だけの特別

参加。 

現地での経過を簡単に述べると、翌週は苦力募集に

数日。その間、隊員はセルイ周辺の海岸の調査。とか

くするうちに、坂氏がマラリア再発で発熱。数日後に

は石橋氏も同じく発熱病臥。それまでの症例から見て

も、回復まで十日前後は必要です。以後の日程を考え

ると、荏苒
じんぜん

日延べを重ねる訳にもいかず、とうとう 7

日の朝、港湾設営隊の O 氏と私とだけで、インドネシ

ア人巡警2名、苦力24名と共に出発することになりま

した。それでも、サンプリングと歩測とを重ねつつや

っと分水界らしい尾根筋まで北上したところで、残念

ながら時間切れとなり、無念の敗退。以後は往路を一

目散に駆け下り、約一週間後のセルイ郊外で、発熱が

治まった石橋・坂氏らに対面。無事帰還を歓迎、慰労

されました。 

そして今回も渡船手配で数日を無為に過ごした後、

ビアク島発の岬南丸でマヌクワリに帰還。はや23日で、

実働日数が50％にも達しない非効率さ。これぞ「N.G.

調」流でした。 

この船待ちの間に、強運を誇った私もついにダウン。

やはり熱帯熱マラリアで、連日の発熱と、午前中の40℃

前後の高体温が夕刻から夜間には37～38℃と平熱に近

く下がると云う、奇妙な症状が特徴的です。熱と発汗

の疲れにふらふらしながらも、官給品返上や私物の整

理。後者は携行品と研究機関などへの別送荷物の区

分・再梱包です。さらに、「後を濁さず」と残存者総員

で宿舎の大掃除。加えて、「恩賜の煙草」下付、民政府

総監の挨拶と調査員送別宴などと、軍隊らしい儀礼的

雑事に数日を空費する間に7月に入り、やっと6日に

「調査隊桟橋」で携行品の船荷積み。眺め親しんだ景

色の中を、アルファック山に見送られてドレー湾を後

にしたのが、故国では星空に供えする翌七夕の午後で

した。 

 

さらばN.G.よ！そして、「敗残兵」と帰国の船旅 

帰国第一歩、パラオまでの乗船は、光洋・岬南より

も一クラス上、約 250 トンの木造機帆船、その名は天

神丸でした。 

民政府部内でもすでに撤収作戦が始まっていたらし

く、調査隊桟橋で乗り込んだ二百を越える人員の中に

は、かなりな数の民政府下級職員が含まれていました。

手荷物は各自、旅行鞄大の 1 個程度に限定されていた

筈ですが、そうした（元？）職員の中には、別に枕大の

袋を下げた数人がおり、「エヌジーみやげの砂糖」と、

自慢げに語っていました。そんな手土産が調達出来た

とは、恐らく本部炊飯所にでも巣くった鼠だったので

しょう。私らもヤペン調査で余った砂糖を分配・所持

していましたから、他人様の所業をとやかく云う資格

はありませんけれど、一人当たりでは、せいぜい茶筒

半分の程度。なお戦中、国内では砂糖の配給が絶えて

久しく、サッカリンが高騰し、庭にアマチャ（甘茶）が

植えられるなど、甘味不足が常態化していましたから、

さぞや大喜びされた筈の土産物です。 

土産自慢はさておき、もはや誰もが自由（？）の身。

奏任・判任・無官の区別も差別も無くなった百把一か

らげの世界に、雑居・満員の船倉は息苦しく、甲板に

出て消え行く島影に別れを惜しんだ後は、ブリッジの

風蔭に席を占めました。間もなくそこで、驚くべき現

実を発見。なんと、わが天神丸では、船橋に羅針儀が

見えないのです。代わりに五十路
い そ じ

絡みの船長が、時折、

懐中時計大のポケットコンパスを覗きながら、操舵を

指示し、また自ら舵輪を廻すのでした。「徴用（される）

前は、ほとんどが上海通い。船乗りになって以来、何

百回と通った海だから、玄界灘（東支那海のこと）は自

分の庭と同じ！」由でしたが、豪胆と云えば聞こえは

良いものの、些か呆れました。太平洋では、ことに内

南洋（南洋委任統治領の別称）のように低平な小島ばかり

の海域では、わずかな誤差でも危ないのでは？ 

案の定、わが天神丸は、絶海の迷子になりかけまし

た。二日経って、昼頃にはパラオに入港できる筈が、

夕方になっても属島ペリリューの島影すら見えません。

やがて薄暮が宵闇に移る寸前、東の水平線に点滅する

微光。日本の駆潜艇に発見されたのでした。発光信号

で遣り取りの後、進むべき方角を教えて貰い、大きく

東へ転針。後で聞くと、フィリピン（多分、ミンダナオ

島）沖に来ていた由。北赤道海流の影響を軽視乃至無

視したか、それとも、この頃、流れが異常に強力にな
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っていたかの、どちらかだったのでしょう。 

こうして予定の一日遅れでパラオ礁湖に入港し、一

夜明けて上陸したコロールの町に、半年前の生気は見

られませんでした。翌日、気の好い船長にも別れを告

げ、沖掛かりの貨物船に移乗。それが、「本艦本船同士

は接舷出来ない」決まりがあるそうで、感心すべきか

呆れるべきか、いちいちサンパン（ 艀
はしけ

）を介しての、

手間と時間の掛かる乗換えです。 

この船が帰国船、とは早合点で、さらに三日ほどの

後に再度の移乗。今度の船は三千何百トンとかの貨物

船（失名）で、船体は赤錆だらけ。僅かながら傾いても

いるようでした。翌日か翌々日の出港後に知ったこと

ながら、ソロモン海域での生き残り、歴戦にも耐えた

しぶとい船だったのです。しかも、この船には沢山の

先客、歩兵部隊の残党が収容されていました。大半は、

砲弾・魚雷が爆発し艦船が轟沈する海に浸かり漂流し

ながら、しかも命をつなぎ止め得た強運の人々。船倉

で威勢の良い一団は「ソロモン敗残兵」と自称し、何

彼に付け酒を呷っていましたが、「酔っ払ってでもいな

いと、思い出して思い出して、怖くてたまらない！そ

れによく、仲間が枕に立つんだ」と、つらい心の内を

明かしてくれた上等兵（下から3番目ながら、かなりの訓

練を経た筈の階級）もいました。彼は、戦友たちが次々

と波間に消える中を、ボートの破片にしがみついて、

一昼夜の漂流に耐えた、とか。「熱帯でも、ソロモンの

海は冷たいですよ」とも。 

天神丸では、民政府職員の某氏が輸送責任者となり、

以後もそのままだった筈ですが、トン数だけで十倍以

上も大きい船ともなると、広さは広し構造も複雑で、

統率も纏まりも付けようがありません。調査員諸氏に

は果たして船室が与えられたものか。その他も各自が

好き勝手に居場所を定め、甲板から船倉まで、全員が

てんでんばらばらに・・・・。 

一方、「敗残兵」の中には、物陰で膝を抱え宙を見据

えたまま、身動きひとつせず、もちろん応答もしない

孤独な影。また、甲板から波しぶきを目で追いながら、

絶えず何事かをブツブツ呟き続ける者。彼らはもはや

心神をも侵され、虚脱痴呆の域にあったのでしょう。

なお、飲んだくれ上等兵氏は、数日後にも甲板に上が

って来て､「海軍（の艦艇）は、（沈みかけている）輸送船

などには目もくれない。素通りして仲間送船（艦艇乗組

員）の救助に行ってしまうんだ｡」と、憤りに声を震わ

せながら、激戦の一夜を語ってもくれました。まあ、

いろいろ不満も誤解もあるだろうけれど、助かったか

ら良かったじゃないか、と役にも立たない慰め（？）を

返したのですが、往路に船員から聞いた｢・・・､付け

て軍属｣2)を思い出すと、誤解が正解なのかも、の実感。

訓練に金と時間が掛かっている水兵・将校と、たかが

1銭5厘 3)との違い、なんだろうナ、と。 

ドレー湾がダイバーボートで埋め尽くされ、

「 濠 州
オーストラリア

進攻作戦間近し！」の噂が流れたことがあ

ります。物好きにも「六十数隻までは・・・」数えた

暇人が出た程の偉観でしたが、それが一夜にして姿を

消した旬日ほど後に、「ガダルカナル島からの転進作戦

に成功」の大本営発表がありましたから、小型木造船

の大群こそは、夜陰に乗じレーダー探知を避けての撤

収＝退却用だったのでしょう。この件について、上等

兵氏は何も知りませんでしたが、そんな質問をした私

をシンパ（？）と思ったらしく、その後、仲間とともに

やって来て、ガ島攻防の海域で如何に無謀で無計画な

戦いが行われたか、と、「非力な皇軍」の作戦批判まで

も披露してくれました。Y 高等商業学校（新制大学の商

学部）卒業のインテリ青年で、素面
し ら ふ

のときはなかなか雄

弁。話の筋も立っていました。 

これらの要旨をも含む船上での見聞を、私は表紙に

「安山岩」と記したノート4)に書き留めたのでしたが、

これが上陸時の検閲に触れたらしく、5 月中旬以降の

日記帳と共に、携行荷物から抜き取られていました。

「安山岩」はともかく、日記に不穏な記載は無かった

筈なので、こちらは懲らしめに意地悪されたのかも知

れません。また、往路はフィルムの防湿保管に用いた、

砂糖入り茶筒も同じ処遇。これは禁制品である訳もな

く、係員の「役得」なのでしょう。より大型な「枕」

も、また当然、エヌ・ジーの運命に？ 

そんなわけで、以下もなおメモの切れ端と曖昧な記

憶とに頼るのみですが、7月20日頃の早朝、雨上がり

の豊後水道は蒲戸崎と地蔵崎の沖を近々と通過して、

手が届くほどの滴る翠
みどり

に感激。緑一杯の熱帯降雨林に

飽きるほど長く身を置いたにも拘わらず、盛夏日本の

ミドリは、また格別の趣でした。午後に至って、造船

所らしい工場がある島の北方沖に投錨。誰かが、宇品

を通り越して因島まで来ちまったヨ！と呟きました。
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翌朝、反対側の舷側から、波打際を豆粒のような汽車

が走っているのが見え、にわかに「帰国」の実感が湧

いてきたのですが、ところが、これからが拷問の日々。

船は沖掛かりのまま動く気配が無く、下船の許可も出

ません。お預けは､理由不明5)なまま一週間近くも続き、

汽車の影もシゴキに変わっていました。宇品港への回

航は、26､7日頃だったでしょうか。 

 

帰国後の多事多端と、日本地理学会書記の手伝い 

上陸当夜は姫路行最終列車。翌朝、茶色に汚された

白鷺を駅の正面に望み見て大阪へ。始発の青森行急行

に即時乗換えで、翌々払暁に帰宅。パラオの絵葉書を

最後に私からの連絡が絶え、宇品発信ウナ電 6)を見る

まで､海の藻屑と諦めていた由。状況の変化で「郵便物

は空輸」の約束を反故
ほ ご

にするのなら、せめて留守宅に

は、「ニューギニア到着」の通知くらいはあって然るべ

きだったでしょう。「軍」なる組織への不信感も、一段

と高揚。父が重篤な病床にありましたが、二日ほど看

病して上京。市と府が消滅して東京都が生まれていま

した。先ずは辻村先生宅に帰国報告｡今年度から新設の

大学院特別研究生 7)に推薦した、旨のお言葉を土産に

帰宅。半月余の後に父を送り、気が緩んだとみえてマ

ラリアを再発。さらに、中四での留年以来、飼い殺し

だった結核菌までが反攻の気配。医者も有効な薬を入

手出来ない時代で、前者は成行き任せ、後者には、紫

外線照射と人工気胸術（肋膜との間に空気を注入、肺を圧

迫圧縮して安静度を高める）の物理療法で対処。 

この間、卒業に必要な選択課目の単位確保のため、

『板根
ばんこん

に関する一考察』なるレポートを急遽作成し、

聴講中断の事情説明と共に、植物生態学担当の中野教

授に送付提出。また卒論は、修学年限の 6 ヵ月短縮は

文部省・大学が一方的に決めたこと故、年度末までに

作成提出すれば良い筈、と勝手な理屈で後回し（『西部

ニューギニア、ヤペン島の地形地質』と題して、翌年 2 月に

提出）。夏休み明けには上京して、教室の諸先生にも帰

国挨拶をしましたが、徴兵年齢の 1 年引下げ決定に伴

い、9 月下旬に臨時徴兵検査が行われることになった

ため、21日の学徒出陣式（神宮球場での雨中行進は文系卒

業生のみ）はともかく、25日の卒業式にも出席できませ

んでした。 

徴兵検査は26日。思惑が外れて第一乙種8)での合格。

もはや､半病人までも駆り出さざるを得ない状況に陥

っていたのでしょう。一緒に検査を受け、同じ騎兵連

隊（実質は戦車隊）に配属を指定された小学校以来の友

は、北満に送られた後、沖縄に転戦してガマ（洞窟）で

戦没。私らは、文系の犠牲の上に永らえた命です。 

10月初旬に再度の上京。特研生としてのスタートで

す。与えられた最初の仕事は、日本地理学会の機関紙

『地理学評論』の編集・校正の手伝い。戦前、東大地

理学科の学生は、入学当初から半ば義務的に校正作業

に動員され、見返りに地理学評論のその号を頂戴した

ものでした。まだ入会資格を持たない学生らに、地理

評を与え読ませる方便でもあったのでしょう。それは

ともかく教室では、初代山崎
やまさき

直方
なおまさ

先生以来の助手、東

木竜七氏が亡くなられ、後任に中国戦線から帰還・除

隊した吉崎恵次さんが就かれていました。吉崎助手は、

東亜研究所兼務のうえ、東北帝大に新設予定の地理学

講座に転出する田辺健一氏の役（日本地理学会書記。当

時は会員2名が無報酬で従事。木内信蔵助手が先任）をも継

がれたので、多忙の補いにと、その一端を私が言い付

かり、常務評議員会（後の常任委員会）にも陪席。先生

方も人の子、と社会勉強にもなったのでした。 

「日本諸学振興委員会地理部会」第一回講演会と云

う、同部会の最初で最後になった講演会が、変則的な

新学期を迎えて間も無い11 月 25・26 日に、上野の帝

国（現、日本）学士院講堂で開かれました。学会書記や

院生らも受付などに総動員。昼は、北田・花井・多田・

下村・岩田・望月・福井（25日）、室賀・和田・飯本（26

日）の諸先生。そして25日夜の「公開講演」は、岡部

文相の挨拶に続いて、辻村太郎：太平洋地域火山の地

理、小牧實繁：皇国日本の地政学、と、不思議な取り

合わせでセットされました。小牧先生が常々、「敵国ア

メリカのデービス学説の受売りは、言語道断な国賊的

行為！」と、辻村地形学を声高に批判・攻撃している

ことは学界周知。公開講演のこの取り合せは、いった

い何方の企画であったものか。もとより小牧先生は、

そんな気配を毛頭感じさせることもなく、神懸かりな

自説のみを、常のように姿勢正しく、音吐朗々と。一

方、辻村先生またいつもの如く、斜め上を向いての低

声は、まさにその対極。戦後の「教職追放」で、私に

は、これが小牧先生のお声の聞き納めになりました。 
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『地理学評論』誌の編集・発行難 

昭和17年の末に、学術誌を含む諸雑誌への用紙割当

てが一律 40％も削減され、それまで毎号 90 頁台だっ

た地理学評論も､18 年の 19 巻 1 号では 50 頁前後と薄

くなっていました9)｡各学会とも対策に苦慮し、19年初

頭には、地理地学・動植物学・林農学などの博物系諸

学会が、当時唯一の法人格所有学会であった東京地学

協会の傘下に集まり、文部省や配給権を握る日本出版

文化協会への、要請・陳情にも参りました。しかし、

無い袖は振れずと、「一律削減」は撤廃も改善もされま

せん。そこで、著者への別刷り提供を廃止する一方、

誌上に会告を反復掲載して会員に投稿論文の圧縮・簡

潔化を求めましたが、効果はほぼ皆無。やむなく、発

行号数を減らしての用紙・経費対策。また当時は、編

集専門の委員会も査読制度も存在せず、月 1 回の常務

評議員会の席で、担当役員が提示する編集原案を、ほ

とんど形式的に審議承認するだけでしたから、データ

だけの羅列や冗長・曖昧な文体などの類には、文意を

損なわぬよう心しながらも、チンピラが大鉈ならぬポ

ケットナイフを振らせて戴きました。 

雑誌休刊には、印刷所の能率低下による発行の大幅

遅延も関係しています。その頃は、徴兵・徴用による

文選
ぶんせん

・植字工の不足と技能低下が著しく、三校（3度目

の校正刷）まで取ってもゲタが散乱 10)｡こうした難点・

徒労が日を月を追って増える一方、用紙不足対策と国

論統一の建前とによる内閣・出版会の方針で、19年春

から学会機関誌の整理・統合が強力に勧められたので

す。地理学界にも、大塚地理学会の機関誌『地理』を

『地理学評論』に合併することが求められ、また夏頃

には､発売所も地人書館に変更されました11)｡ 

その一方、印刷所が軍に徴発されたあげく、新規印

刷所の探索に難航して休刊が継続。4･5 月合併号に当

たる 20 巻 4 号を刊行できたのが秋､9 月でした。追い

かけての5号発行もつかの間、6号（19年9月号）はつ

いに越年し、完本の直後に地人書館が被災（そのため、

二代目社主の兵役除隊で出版業を再開していた古今書院が発

売所に復帰）して会員送付分を焼失。書店配布済みの少

数部が希覯誌（？）となりました。古今書院の狭い応接

間で徹夜の校正に当たり、初代の未亡人が親切心から

増やして下さった練炭火鉢で、当世流行（？）の一酸化

炭素中毒死をし損ねたこともあります。コピーをたや

すく作成・保存出来る時代ではなく、こんな苦労も、

やがて理想社（印刷所）もろとも、またもやの灰燼。幻

の第20巻7号（｢論説｣原稿の著者許
もと

残存分は、復刊後に再

録）で、以後、新規印刷所を求めかねるまま、『地理学

評論』は2年余の長い休刊期に没入します。 

 

陸地測量部に嘱託兼務 

「陸地測量部から空中写真の解読を手伝える地理学

者が欲しいと云って来ていますが、良かったら覗いて

みてはどうですか」のお勧めを戴いたのが、昭和18年

も末の、御用納めに近い頃でした。中学時代に、国鉄

建設事務所の記念行事で、実体鏡下の立体像（下田線―

伊東線伊東以南の旧名―建設に空中写真測量が採用された）

に動転したことがあり、大学入学後は、科学雑誌の木

本氏房大佐の解説 12)や武田通治陸軍技師の啓蒙（？）

書なども拝読ずみで、裸眼（肉眼）実体視も独習。ニュ

ーギニアでは利用し損ねたものの、関心が一段と高ま

ってもいた折でしたから、翌御用始めの早々に、三宅

坂13)へ出掛けました。 

衛兵に用件を伝え、出迎えの方に案内されたのが、

たぶん別館の2階。南面で明るさ一杯の第2課写真判

読班の部屋でした。窓を背にしたデスクに班長の武田

技師。このときの印象が強かったためか、後の世には

よく、武田氏の肩書を第 2 課長と間違えて話したり書

いたりしたものです。実際は、軍の機関なので、課長

以上の地位は「軍人」に占められていましたが、彼ら

も何故か、軍服よりも、背広姿のほうが多かったよう

な気がします。 

この時、私の仕事の内容と週に何日勤務出来るか、

などを相談し、角部屋の総務課で武藤勝彦技師（後の､

第二代地理調査所所長）にも紹介されました。帰り際に､

『研究蒐録地図』を戴きました。今のA5判相当の大き

さで68頁、内容的には後の『地理調査所時報』の前身

にあたる冊子です。表紙に、昭和十八年二月陸地測量

部とあり、口絵には、後に富士山の撮影家として有名

になった岡田紅陽氏の「新高山」14)と､前年末に分光カ

メラで撮影された天然色写真、桜田堀越えの「陸地測

量部」が載っています。カラー写真印刷の曙光期で、3

色で撮り分けたネガによる 3 色プラス墨版の四色網版

印刷です。 

頂戴した｢地図｣には号数が無く、編集後記で通算2 
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号と知り、出来たら 1 号も、とねだりましたが、十七

年刊の創刊号はすでに品切れで残念。3 号が出た十九

年秋には、武田氏が外地に出向された後で、後任の班

長からは頂戴出来ませんでした。地図が｢部外秘｣扱い

の冊子だったから、でしょうか？ 

なお、同2号誌の第三表紙（裏表紙裏）に「委員及連

絡主任者」なる22名の名簿があり、そこには、外地部

隊名と所属個人名も並んでいます 15)。各部隊の具体的

な所在地は不明ながら、これらには測量隊または陸測

[陸地測量部の略称]部員が所属し、空中写真の撮影乃

至は図化作業にあたっていたと考えても、大きな間違

いはないように思います。また、民間会社の建前なの

で此処には出ていませんが、半官半民の国策会社、満

州航空株式会社（満航）の「写真処」16)も、日中戦争の

初期から偵察撮影に参画していました。 

金窪敏知氏がお持ちの資料によれば、私は昭和19年

5 月に陸地測量部の嘱託に発令されているそうです。

辞令も戴いた記憶も残っていませんが、実際は同年 1

月中旬から出勤し、教室でセミナリー（ゼミ）のある月

曜を除き、火・木の終日及び金・土の午前中と、ほぼ

隔日に、週の半分を陸測に振り充てた時間割が残って

います。その頃の陸測では、昼に給食（という言葉はま

だ無かった？）があり、各人に食パン半斤
きん

が特配されま

した。民間では米の配給が痩せ細り、半ばは藷・小麦

粉・大豆糟などの代用食。一升瓶での悲しい家庭精白

がはやり、電気製パン器・煙草紙巻器などが発明・発

売されたのもこの頃です17)。 

半斤とはいえ、大人の一食分に相当する量の食パン

はまたとなく貴重な品でしたが、金曜・土曜の午前を

陸測勤務としたのは、食パンに釣られてと云うよりも、

金曜午後は教室の会議や会合、半ドン 18)の土曜午後に

も､毎月各1回、日本地理学会の常務評議員会と例会（研

究発表会）が開かれる決まりがあったからです。大学・

学会の仕事はとかく「午後～夜型」なので、時には他

の曜日でも、午前陸測、午後教室と、掛持ちしたもの

でした。 
 当時の陸測では、作戦・占領地域の拡大につれ、空

中写真図化・既製図修正などの作業量も膨大となり、

出征や外地派遣で減少する一方のベテラン部員の穴を

埋めるべく、高等小学校（小学校高等科）卒業程度の少

年らが動員され、大部屋で、地類区分や実体鏡下の等

高線描画などに従っていました。20名ほどもいたでし

ょうか。教育部・養成所の生徒らだったのかも知れま

せん。そうした初心者への教材をも兼ねて、写真上の

地形・地物を正しく読むための手引、「判読資料」を整

備したい。これが武田班長の考えで、私も大いに張り

切ったのです。収集済みの写真には、ジャワ派遣軍の

押収物らしい四万分一写真（正しくは印画の上手なコピ

ー）も 20 枚か 30 枚ほどもあって、うち数枚には、蘭

印石油会社の主導で実施された植生･地質判読

（Photo-geology）の証跡、白インクの記号と境界線とが

描かれていました。K.Troll の有名な論文 19)にも引か

れた、その原資料です。また、日本軍撮影のマレー半

島東岸の一部や、隆起珊瑚礁ビアク島の断片的な数枚、

さらにはなぜか、サンギヘ諸島（セレベス島北方の小火

山群島）なども含まれていました。 

当時、仏印との国境地帯や雲南などの辺境を対象と

しては、なお中国製十万分一図（地形・地物が隣接図に

全くつながらない無責任な代物も少なくなかった）の修正・

補足作業が続いていたようで、それら地域の写真を手

に取れる機会は、ほぼ全くありませんでしたが、華北・

華中に関しては、かなりな量の使用済み写真と標定図

とが、判読班の戸棚に収まっていました。これらから、

私らの知識・常識で読める限りの「資料」を選択して

写真つい対（実体視出来る一対の写真）の形に切り取り、

簡単な説明と共にブックに纏める。これが仕事の主な

内容で、標定図からコース・ナンバーを指定すれば焼

増ししても貰える、由でしたが、在庫（？）品の判読処

理だけで、もう手一杯の状態。 
 一方、図化作業現場からの質問・宿題（これらへの対

応が、「判読班」本来の役目だったのかも知れない）もあっ

て、地誌的知識と勉強の不足を痛感させられもしまし

た。類推による、正確に言えば「当て推量
あ て ず っぽ う

」での誤判

読も幾つかあり、中でも、塩田を養魚池と見立てた件

では、最も痛い思いをしました。黄河下流のデルタ海

岸で、それぞれが隅に小屋を持つ池状の水面が多数連

続密集して分布する写真を持ち込まれ、全く見当もつ

かず、形や規模に違いがあるものの、台湾西岸や、大

陸の南支那海沿岸でよく見られる「養魚池」の類かも

知れない、と判断、いや憶測して、ハテナマーク付き

ながらもその旨を回答したのですが、後日、「あれは塩

田ではありませんか？」と、これは華北在勤経験をお
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図1 上海付近「南涯」のクリーク地帯の測量用垂直写真 
 

が育っている区画（黒っぽい部分）が多い。人家も多い。 

作付けられていない裸の耕地。区画が細かで形が乱雑。人家がない。 

似ているが、区画整理が進んで方形区割。 

んなに分かれる理由は、多分土地的条件。） 

Ａ部を含めて、写真上で道路のようにみえる黒い直線群は、実際は水路。この写真でＢとＣの境界線上に白斑が見える

、それは水面に太陽が反射してできたもの。他の写真では、Ａ部の黒線も同じ反応を示しているので、やはり水路（クリ

ク）であることがわかる。 

和7年の“上海事変”の頃に作られ、以降も大流行した軍国歌謡『父よ貴方は強かった』（が題名かと思っていましたがち

っと怪しい）に「胸が浸かるクリークに」と詠み込まれたお陰で、国内の地理教師の間にも一時「佐賀平野のクリーク（有

海北部干拓地の潅漑［用・排］水路）」が大流行しましたが、その本場、上海付近は「南涯」の「クリーク」地帯の測量用垂直

真。現上海市域の南東端を占める南匯区が「南涯」に当るようですが、簡体字との対比がはっきりせず、正確にはまだ

明です。 
絡。拘わるほどの沽券があるで無し、

答えれば済むものを、現地を知らず

僭越にしてお作法にも背く行為、と

た。 

な薮睨み的ミスばかりでもなく、等

の陋習（？）」を破って感謝されたこ

部学生のころ、表紙に陸地測量部か

がある測量と地図作成の『教程』を

りました（今も所有の筈ながら所在不

明）。その中に、地形線に関して、用語は忘れましたが

「三方分岐（三分岐）の法則（？）」が述べられていまし

た。どんな複雑な地形でも、山線（凸線）は三分岐の複

合に解体できる（から、そのようにして等高線を描くべ

し！）、と云うものです。ところが、教程に忠実なあま

りか、中国で広東・広西・雲南・貴州など、また南方

の占領地域にはとくに多い、筍や団子のような形の山

地には、「等高線を描けない！」との悲鳴が上がったの

でした。眼下に光学的立体像が見えているにも拘わら
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 図2 昭和15年9月撮影の偵察用斜写真（江蘇省盱眙県） 

（昭和15年9月12日10時撮影の斜単写真 高度1,200m F.25cm）
 

 注1） 独17（部隊名のことか） 

注2） 准（ホワイ）河が洪沢（ホンツォー）湖に入るところ、その南岸に位置する河港。 

注3） 昭和15 年9 月撮影の偵察用斜写真（江蘇省盱眙県。市街と禿山とのコントラストや、砂州か防波堤？にまで人家が連なって

いるのが、如何にもシナ的です。それにしてもこの時期に、いったい何の必要があっての撮影か？）。 

ず、多分は無意識的にも、地形線を引かなくては、と

苦心苦悩の末なのでしょう。「石灰岩などの溶蝕地形に

は、三分岐の法則は通用しない場合がある。立体像の

見えるがままに等高線を引いて構わないし、そうすべ

きです｡」と回答して呪縛（は大袈裟！）を解き、安心

と喜びの声が返って来たのでした。土地利用にも、例

えば「浮稲栽培地」のように、季節に応じて姿を換え、

乾田・湿田・沼田の何れにも該当しないが、また何れ

にも該当する地類は、どう表現したら良いか、などと、

南方地域の写真図化作業では、判読の守備範囲を超え

る課題にも出逢ったものです。 

「判読資料」の素材が多いうえに、現場からの質問

や依頼もあり、隔日勤務では捌き切れず、宿題お持ち

帰りの日々も増えました。そこで、武田班長に助手の

採用をお願いし、後期生の山崎喜陽君 20)をアルバイタ

ーに雇って貰い､判読班に地理屋不在の時間が少なく

なるように、二人の勤務をなるべく交互の時間帯に調

整しました。年度が替わって間も無い、たぶん 4 月末

か5月初旬の頃です。 

当時、判読班の戸棚にあった写真のほとんどは、「ツ

ァイスの十サンチ広角」（RMK10/18 型 21））で撮影された

ものでした。4,000 メートルの高度から 7.2km 四方の

四万分一写真が撮れます。十万分一地形図の修正や迅

速作図には充分な縮尺でしょう。画角94°、画面対角

線の長さは25cmを超えますが、凸・凹＋凹・凸の単純

なレンズ構成にも拘わらず、四隅を除くと、判読用に

も十分満足出来るシャープな像を結び、隅部の甘さも、

規定の撮影重複率が保たれている限りは、問題になら

ない程度でした。 

1932 年生まれの同じく「ツァイスの二十サンチ」

（RMK20/30型）には、より大縮尺な写真を、または、よ

り高い高度からより広い範囲を撮影出来る利点があり

ますが、当時の陸測でその写真を目にしたことは、ほ

とんどありません。ただ満航では、森林・地籍・塩田

などの台帳整備に、この「二十サンチ広角」による大

縮尺図を活用していた由です。また、当時多数存在し
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図3 チャンタブリ水上飛行場 

（昭16・11・6 11：10撮影 H.5000 F.0.4） 

注1） 真上が南。 

注2） （ソ）は操縦者鷲見曹長。（テ）は偵察（シでは写真撮影）者江崎中尉。 

注3） 半月状部分が飛行場で水面上に作られている。弦に当たる直線部分が滑走路。弧状部は誘導路。 

注 4） 原稿にちょっと書き込んでしまった「チャンタブリ（タイ南東岸、カンボジア領に近いところ）飛行場」の垂直写真（立体視できる片割れも

ありますが、浮出し効果はあまり大きくないので略）。 

た筈の、一号自動航空写真機 22)またはK-8 によると判

断される18cm×24cmの写真は、なぜか、ごく少数を目

にしたのみでした。 

なお、後記の特殊事情で入手した写真の中に、13cm

×18cm（実画面寸法は12.7cm×17.8cm）の垂直写真が数枚 

あります。画面外縁の書込みによれば、大室部隊が開

戦の約1ヵ月前に撮影した偵察写真らしく、重複度が 

小さくて図化には不適。操縦・撮影の人名や「バッタ

ンバン」｢チャンタブリ水上飛行場｣（図3）などの地名

に加え、H.5.000－F.0.4の文字も見えるので、焦点距

離40cmのレンズ（普通には、焦点距離には小文字のfを使

い、大文字のFは明るさを指す）が使われているようです。

それまでは、陸測でこのサイズの写真を目にしたこと

が無く、詳細は不明23)ながら、f.0.4m、飛行高度5,000m

としての縮尺は一万二千五百分一｡撮影された滑走路

の長さが僅かに250mしかない計算になるので、ちょっ

と不審でもあるのですが・・・ 

昭和19年の4月には、勤労動員や旅行制限の実施な

ど、切迫した空気が広がり、理学部でも翌月から空襲・

防火対策の宿直と休日日直を始めました。当番は若手

の助教授・専任講師・助手以下特研生にまで及びまし

たが、何度か発令された警戒警報がいつも空報で、夏

休み前には、前期生必修の野外巡検を2泊3日で実施、

などの余裕もありました。 

ただ、一般には秘匿されましたが、6 月に北九州が

空襲を受けていました。中国の非占領地からの飛来、

と推定されたものです。防空演習は、日中戦争の頃か 

らしばしば行われましたが、灯火管制やバケツリレー

の訓練をも含めて、云わば戦意高揚のお祭り。防空意 

識が真に高まるのは、17年4月18日（土）の東京・中

京・阪神地区への本土初空襲 24)以降、と言えるでしょ

う。しかし、見当違いな行過ぎもあって、夜間の屋外 

喫煙禁止もさること、白壁に月光反射防止の墨や泥を

塗らせる、などに至っては笑止。また強制か流行か、

建造物へのカムフラージュ（迷彩）塗装も随所で行われ

ましたが、武田氏はかねてから、軍需工場などに迷彩

を施すのは愚の骨頂、と主張していました。写真実体

視によって、むしろその重要性を教えるようなもの、
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だったからです。 空襲の本格化と二つの講演会 

迷彩とは別の意味ながら、天然色写真25）が利用出来

れば､判読の実効性も大幅に向上出来るのだが、と、よ

く語り合ったものです。ハリウッドで、それまでの人

工着色ではない真正天然色映画を作ったとか作るとか

の噂は、開戦前から伝わっていたことでした。色付き

でなくとも、せめて赤外写真との対比が出来れば、と

か、フィルターを淡黄色・橙赤色と交互に転換して撮

影するメカを考案しては、とか、いろいろな夢物語も

しましたが、結局は、当面の任務は与えられた写真で

可能な限りの仕事をすること！ と、これはまあ、状

況から当然の帰結でもありました。それでも、フィル

ター効果などの野外検証をしようと、登戸付近まで泊

まりがけで出掛けたこともあったのです。 

19 年 10 月頃から偵察飛行の機数や頻度が増し、やが

て爆撃も開始。当初は、偵察に来たついでに爆弾も落

とそう、程度の、高空からの小規模な盲爆
もうばく

で、被害も

小範囲に止まっていましたが、大晦日夜から元朝にか

けての盛り場をねらった間欠的焼夷弾攻撃のように、

嫌がらせ的（？）威力誇示もあり、さらには数十機の集

団での来襲と本格化し、戦法も、数百メートルの低空

からの絨毯爆撃。爆弾・焼夷弾の無差別集中投下にと

変わりました。日本軍の反撃力は大幅に低下していて、

高射砲は無力。戦闘機の数も敵機の数分の一。果敢な

体当たりも届かず、空しく撃墜される姿に歯噛みした

ものです27)。 

 この間、20年1月27日（土）午後には、上野の学士

院で「太平洋学術研究委員会」の講演会が開かれ、石

橋五郎・辻村太郎・長谷部言人
ことんど

の 3先生が予定されて

いました。辻村先生の演題は「風食三稜石の分布」で、

サンプル運搬係として私がお供。会場は、座席数30～

40前後の講義室のような部屋で、東面する広いガラス

窓の上部はステンドグラスで飾られていました。辻

村・長谷部両先生のお話が終わり、石橋先生が立ち上

がりかけたその時、轟音とともに窓ガラスが部屋中に

飛散。2 時を回って間もない頃、だったと思います。

空襲警報のサイレンは聞こえていましたが、毎度のこ

と、と無視したもの。これで石橋先生の講演はお流れ、

散会。帰途に、上野駅にでも被弾か？と大陸橋（両大師

橋）に回ってみると、京浜東北線に沿う公園側石垣の

下部が、数メートルほどの幅と高さで抉
えぐ

れていました。

もし十メートルも北に、石垣の上面にでも落ちれば、

講演や聴講の先生方も、恐らくは大勢が被災死傷。た

だ、手帳のメモは爆撃に触れず、犬ハ昔カラ犬デ狼ヲ

飼ヒ馴ラシタモノトハ考ヘラレヌと、長谷部先生のお

言葉だけ。古人類遺跡に併存・発掘される獣骨の解剖

学的所見が、講演の主題だったようです。 

6 月にはまた、米軍が圧倒的な戦力でサイパン島に

上陸。狙いは本土攻撃への飛行場構築、と伝聞しまし

たが、それでもなお、五千キロも離れたマリアナから

日本本土まで、爆弾を抱えて往復できる足の長い爆撃

機が出来ていたとは、想像すらしませんでした。しか

し僅か三ヵ月ほどの後に事態は急変。B29少数（1～2）

機による偵察飛行が日常化して、昼夜を分かたず警戒

警報や空襲警報の発令。昼の飛来では四発の大形機が

小豆粒大にしか見えませんでしたから、日本の戦闘機

の上昇能力をはるかに超える、八千メートルかそれ以

上の高高度飛行だったのでしょう。黒く、時に銀色に

輝く機体が、大空の半ばにも及ぶ長い長い筋雲を曳き、

悠然と飛んで行くのをただ眺めるばかりの放心。「飛行

機雲」なる現象を見、言葉を知ったのも、これが初め

てでした。 

戦後、民間にも利用を許された四万分一（または一万

六千分一）の「米軍写真」は、占領後にB24で撮影され

たもので、トポゴンを模倣したメトロゴンレンズ付き

のK-17カメラ、撮影高度六千メートルの由26)ですから、

戦中の偵察用には、焦点距離20～40cm、またはそれ以

上のレンズも使われたと思われます。秋口に武田班長

の姿が見えなくなり、南方へ出張、と聞きましたが、

新班長の着任で、単なる出張ではないと知りました。   

戦後に伺ったところでは、出向先は仏印のベトナムで

あった由。然し、任務の内容は話されませんでした。 

この後、恐らく2月中（または下）旬頃に、もうひと

つの講演会が、市ヶ谷の参謀本部で開かれました。経

緯不明ながら、十年以上も前から陸軍予科士官学校教

授でもあった、当時文部省図書監修官の渡辺光
あきら

陸測･

資源研嘱託が、多田文男東京帝大助教授兼資源研所員

を語らって推進、実現したもの、と私は憶測していま

す28･29)。お二人は、19年末に丸の内ホテルで開催され
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た、外務省「中国調査会」設立の地理の委員でもあり

ました（｢渡辺正氏資料｣）が、渡辺光先生の性格と情報

網とから、こんな手緩いことをやっている段階ではな

いと判断・行動されたものと思われます。講演内容に

は、本土防衛に地理学の知識が有用なことを参謀らに

悟らせよう、との意図が強く反映していました。 

演者は地理学界の双璧、東京文理科大学（筑波大学の

前身）教授田中啓爾・東京帝国大学教授辻村太郎のお二

人で、田中先生には町田貞氏他 1 名ほどが、辻村先生

には私がお供しました。メモを怠って日時不明になり

ましたが、穏やかに晴れた日の午後で、会場は参謀本

部の講堂（将校集会所の由）、聴衆は、参謀肩章を付けた

30名内外でした。田中先生の講演は、長年の御研究の

成果の一端、盆地と海岸を結ぶ『塩の道』に関するも

ので、本土決戦に際してはそれらの間道を活用すべし、

との要旨であったと思います。日本地理学会の大会で

も何度かお聞きしたお声ながら、此処では、張り扇が

欲しくなるような名調子で立て板に豆。思わず、「講義

はいつもあんなですか？」と町田さんに伺うと、笑顔

半分で「ええ、大体は・・・」。一方、辻村先生のお話

は『飛行場立地と地形』と題し、西太平洋の島嶼を中

心に、その他地域にも及ぶものでしたが、この年度に

は、「戦争地理学」と題する講話とゼミを折衷したよう

な駒（単位外）が開設されていましたから、そこで耳慣

れた話材でもありました。後日、若い参謀将校から「と

ても有益有用なお話を承り・・・」と挨拶され、嬉し

くも擽ったく感じた記憶だけが残っています。 

3月10日「陸軍記念日」未明の、東京東半部に対す

る爆弾・焼夷弾攻撃は、本格的広域無差別都市攻撃（非

戦闘員殺戮）の始まりでした。原爆投下も、この思惟・

精神の延長線上にあるものでしょう。その頃は、陸測

も疎開の準備などで浮足立ち、登庁しても仕事になら

ず、週に4日は大学に詰めていました。9日（金）は教

室の暗室で青写真用の薬品を調合していましたが、春

何番どころではない烈風が吹き荒んで廊下のガラス窓

を鳴らし、日が落ちても収まらず。深夜の空襲警報発

令にも、それまでに無く不吉な予感を覚えたのでした。

当時、私は、東武東上線の練馬駅近くに住んでいまし

たが、此処は武蔵野台地の東端に近く、深夜から払暁

にわたる下町への大空襲は、外周の環状焼夷攻撃によ

る開始から中心に三段のキノコ雲が重なる終焉まで、

その終始に目を奪われ、時を忘れました。 

魔の夜も明けた10日は宿直当番で、ほとんど不眠の

まま大学へ向かいましたが、山手線駒込駅の北側にあ

った市電車庫が全焼し、架線も切れぎれで、19番線（王

子駅～駒込～本郷～神田～日本橋～新橋駅）は当然不通。

火照りや燻りが残る焼野原の彼方に、揺らめく安田講

堂の時計台を望み見ながら、学生ら数人と岩槻街道（本

郷通り）を歩きました。以前から学内には、「大学と西

片・弥生の学者町は攻撃されない」噂がありましたけ

れど、沿道の被災地と非被災地とが、ほぼその通りに

分かれているのが却って不気味。手帳には「未明 B29

一三〇機来襲、本郷以東焼野原トナル。懐徳館、歯科

病室等焼失ス。罹災者百二十万、死者六万」とありま

す。数字は当座の大本営発表でしょう。地理学教室の

ある理学部二号館は、大学敷地の南西端に位置し、そ

の東側の、広い和風庭園に囲まれた木造三階建の明治

洋館が懐徳館で、大学の迎賓館になっていました。二

号館の屋上にも油脂焼夷弾のジュラルミン筒 30)が何本

も転がっていましたから､木造であれば当然焼失の運

命。投弾限界が少し北側にずれたのかも知れません。

なお戦後、時を経て、元懐徳館の敷地には総長公舎（新

迎賓館）と理学部資料館（東大博物館の前身）が建てられ

ました。 

手帳にはこの後、12日未明名古屋一三〇機、14日大

阪九〇機、17 日神戸六〇機、18 日九州艦載機一,四〇

〇機、などとありますが、19日の、機数も無しの「名

古屋来襲」以後は、ずっと空白。250 キロ弾の爆風で

我が家が小破し、焼夷弾では隣家まで焼かれた4月20

日も、被災地が山手線の西側まで広がった5月27日「海

軍記念日」の大空襲にも、全く触れるところがありま

せん。されるがままの蹂躙に、根も愛想も尽き果てて

いたのでしょう。 

 

教室と陸地測量部の疎開 

高齢者などの自由疎開は17年頃からですが、次いで

学童の「集団疎開」が規模を拡大。爆弾が落ち始めた

19年末からは、大学・官庁も疎開31)を検討し始めてい

ました。地理学教室でも、鉄骨三階建の二階にあるか

ら爆弾が落ちても大丈夫、などとの根拠の薄い楽観を

3 月の大空襲で反省し、取り敢えずはと、貴重図書を

山中湖に近い木内家の別荘に疎開発送。また 6 月に入
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疎開先訪問の初回の日取りは、記録が無く不明確で

すが、学生を送り出した次の週くらいに、新宿発着で、

玉川村から陸測へと回りました。この時は諏訪湖の南

の入笠山
にゅうがさやま

に巡検し、杖突峠の茶屋でありついたトコ

ロテンに学生諸君が大喜び。諏訪盆地が寒天の産地で

あること（地人相関論的教材になっていた）を確認出来た

からでも、勿論ダイエットでもなく、それほど食糧事

情が悪かったのです。 

って、前期生と和書の一部を、長野県諏訪郡茅野町（茅

野市）北郊､玉川村荒神の寺坊に疎開させました。19年

10月入学のクラスで、後の、お茶の水女子大学教授浅

海重夫、国土地理院院長高崎正義、東大教養学部教授

西川治ら諸氏のタマゴ時代です。助手と特研生が一週

間乃至十日の交替で出張して実習・巡検などを行う計

画はありました（実施もした！）が、この学期の講義は

お預けです。皮肉にもこの頃には、四大工業地帯への

大規模空襲は終結して、対象は地方都市に移っていま

した。 

約一週間後に訪れた陸測では、武田班長時代から判

読資料の作成・編纂用に整理した写真・関係地図の類

を持ち帰る予定でしたが、移転早々で業務再開には遠

く、まだ何処に何があるかも分からない状態。たまた

ま、私が陸測に足を運んだ当初から廃棄処分扱いにな

っていた代物、撮影重複率の不足・過剰などで使用出

来なかった写真数十枚を発見し、鞄に入れました。お

役所仕事とは云え、何でこんなものまでも運んで来た

のか、と半ば呆れながら・・・。撮影場所も地名も詳

しくは不明ながら、華中の十サンチ広角写真と、一号

自動によるらしい18cm×24cmの、これは恐らくマレー

半島北部の写真です。既述の、18cm×13cmの偵察写真

も、この中にありました。 

一方、陸地測量部は、参本のお膝下だけに、下町大

空襲以前から二段構えの計画を練っていたようで、私

も3月19日に登庁して判読写真類を整理・梱包。月末

か 4 月初めには、世田谷の「明治大学予科和泉校舎を

接収して移転」の通知が来て、2 度ほども訪問しまし

たが、ここは仮の宿り、落ち行く先は信州路！とかで、

ろくに解梱もせず、存在意義の無くなった判読班の存

続か廃止かさえも曖昧。出張用にと、学割証にも似た

軍務旅行証明書（正式名は忘失）数枚を頂戴しただけで

戻りました。19年度から旅客列車の削減と旅行制限が

強まり、乗車区間 100km 以上の長距離乗車券の購入に

は区長または警察署長の「旅行証明」32)が必要と、手

間暇が掛かるようになっていたのです。軍の証明書の

お蔭で切符入手はかなり楽になりましたが、青切符（二

等乗車券）で料金倍額（20年度からは3倍）には閉口。兵

卒以外の軍人・軍属には“品位保持”が必要とかの理

屈で、三等車（今の普通車）には乗らない建前があった

のです。もっとも、旅費支給があるでなし、背広に中

折帽 33)の若造にはこちらが相当と、結局、無駄金は使

いませんでした。 

次回の訪問は 7 月の予定でしたが、後記の事情で約

1 ヵ月遅れの 8 月 2 日に、各駅停車新宿 23.00 発の夜

行で出発し、陸測に先行。これはメモにあります。今

はほとんど姿を消した夜の鈍行列車も、学生らの貧乏

旅行には大いに活用されたもので、戦前には乗客も少

ないことから、クロス席ベンチシートの通路側を持ち

上げて足駄や缶詰の缶を支
か

い、快適なベッド（？）に変

貌させる工夫（巡回の車掌には叱られる）も横行していま

した。 

手帳には、判読資料・論文・山崎印鑑・米塩 35)・毛

布・フィールド用品（地図・ハンマー・クリノメーター・

写真機・スケッチ帳）の文字もあるので、毛布まで持参

したようです。学校の宿直室にでも寄宿したのでしょ

う。判読資料・論文とは、2ヵ月後に迫る特研生Ⅰ期（新

制大学院の修士課程に相当）終了に備えたフォトジェオロ

ジイの書きかけ原稿。さしずめ修論で、その充足に使

える写真を探すことが、正直に云って、今回の陸測訪

問の主目的でした。印鑑は、アルバイトを継続出来な

くなった山崎君への未払分給与を代理受領するための

もの。また米塩とは、自分用の飯米と、食い気盛りの

なお手帳には、「フィルム所要ノ分借出器材班ニテ披

見ノコト」の文字も見えます。図化作業済みのフィル

ムは、器材班にとって処置すらも面倒な厄介物だった

のでしょう。数ヵ月後には、地域は何処でも適当に、

ロールの数本も借り出して置けば良かった！と後悔す

る事態に。また、「安曇郡穂高村」や「明科町穂高」と

は別に、玉川村の疎開先と並べて「安曇郡明盛村温明

国民学校気付」とあり、当時の地形図で調べても、駅

や道路と同校の関係位置が記憶に合致しているので、

地図センターでの研究会で話した「判読班の疎開先は

穂高村」は大間違い、とはっきりしました34)｡ 
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「特殊爆弾」は原子爆弾、と、これはすぐに推測出

来ました。日本でも理化学研究所の仁科博士を中心に

研究が進められていることは、かなり広く知られてい

ましたし、また、「マッチ箱大」のウランの塊で、東京

全部が吹っ飛ぶ、などの解説記事も目にしたものです。

然し地学者の間には、資源量から見ても日本には無理、

の声もありました。いずれにしても、これで万事終結。

当世なら電話で教室と相談、の事態ながら、なお「本

土決戦」の声もあるし、何よりも、急いで焼跡に帰っ

ても宿さえ無いだろう、と疎開は当分継続に合議一決

37)。私もさらに数日を玉川村に滞在し、13日（日）の、

例によって夜行各停に乗りました。新宿着定時は 4 時

半頃で、少々早すぎるが・・・、と思ったのが、甲府

への空襲中とかで長坂～韮崎間に何度も緊急停車。新

宿には 2 時間程も延着して好都合な時間帯。後日の調

べでは、終戦前夜の不運な被災都市は熊谷かどこかで、

不運に差は無いものの、甲府の被爆焼失は数日前だっ

たようです。艦載機でも来襲していたのでしょうか？ 

学生らへの差入食品の意味。米を持参しなくては旅宿

にも泊まれない時代でした。 

松本駅着は、翌朝7時半頃。大町行電車（松本～信濃

大町は旧信濃鉄道で、早くから電化されていた）に乗り、た

ぶん10時前に到着した筈の陸測では、校庭で数人が焚

火をしていました。近付いて見れば、驚いたことに、

径2～3メートルほども掘った大穴に、ロールのままの

フィルムと書類や地図の類とを、一緒くたに放り込ん

でいます。写真用フィルムは易燃性ながら、コーティ

ングされたゼラチン膜が燃焼の継続を妨げるらしく、

洋紙・地図紙が助燃剤の役をも担っているのでした。

舎内では、焼却するものとしないものとの選別・仕分

け作業。もちろん、平常業務など出来よう筈も雰囲気

もありません。分類を見ていると、中国や南方諸地域

の使用済み写真ネガと成果品が焼却対象、の模様でし

た。渡辺正氏によれば、地図・書類などの焼却命令は

8月 15 日以前には出していない（駒澤大学での御発言）

由ですが、独断専行は関東軍以来（？）の御家芸。そう

ではないとしても、使用済みで不要になったフィル

ム・地図類の処置は、担当部局の判断と権限とで決定

出来たでしょうから、この時期での焼却処分も、あな

がち軍律違反ではなかったろうと思います。 

翌 15 日の「玉音放送」は、よく聞き取れなかった、

の声が多かったようですが、埼玉のアンテナにも近い

我が家では、ポータブル録音機の雑音は混じるものの、

天皇のお言葉は、はっきりと聞こえました。ただ、こ

れが宮中の話し方？と、遅きに失したポツダム宣言受

諾の内容よりも、耳慣れないアクセントに気を取られ

たものです。それに、いまさらの悔しさ、よりは、こ

れで今夜から服を脱いで眠れる！の安堵。市民はこの

半年、夜中何時でも飛び出せるように、衣服を纏った

まま寝に就いていたのです。 

当日午後か翌日かに、再び焚火を訪れ、泡立ちなが

らじりじり燃えるフィルムのロールを、無力感を道連

れに勿体なやと眺めていると、横に置かれた予備軍の

中に、やはりロールにした地図の束が見えました。何

げなく拡げると、かねて馴染みの仲だった中国十万分

一図。そこでつい、焚火見張番の何方かに、これ、戴

いて行っても構いませんネ、と。 これから十日ほども経ち、小諸在の岩村田に疎開中

の親戚を見舞ったついでの25日（土）に、最後の「陸

測訪問」。看板が「内務省地理調査所」に変わる一週間

前でした38)｡ 

ダメ、とは聞こえませんでしたから、この五円也を

尊重36)。 

崩壊寸前の陸測には、1 泊だけでの退散だったよう

です。玉川村では、お土産の「中国十万」を披露して

読図の実習。6 日、広島への「特殊爆弾」投下を知っ

たのは新聞紙上、と永らく思っていたのですが、第一

報はたぶん、お寺のラジオだったのでしょう。9 日に

は霧ヶ峰に登り、大学航空連盟（？）のグライダー訓練

をも眺めた記憶がありますが、これは別の時だったか

も知れません。上諏訪に降り、汽車で茅野へ帰る途中

の新聞で、ソ連参戦（8日）と長崎被爆（9日）を知った

のでは？とも。 

そんな時期になっても、「焼却処分」はなお継続中で、

フィルムが減ったせいなのか、火炎は勢いを増し、天

に沖していました。これが最後の資料漁り、とがらん

どうに近い部屋を探り、新聞見開きよりもやや大きい

厚紙布張りの畳紙
た と う

を発見。これには、徳本
とくごう

峠付近から

C3B で撮影した、槍穂高連峰の地上写真測量用写真と

その図化成果品など、日本の写真測量の揺籃期を記念

する、貴重な文化財が収められているのです39)｡ 

「これも処分するんですか？」「そうなるでしょう
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ね」「では、戴いて参ります！」。 

要するに、陸測にさえ存在しなければ、誰も責任を

負わずに済むのです。でも、真っ先に灰になった外国

や占領地の写真や地図 40)はともかく､この時期になお、

国内産品（？）までをも煙にしようとは・・・。戦国時

代の「落城」の気分、だったのでしょうか。 

大きくて重い「畳紙」を抱えての気忙しい蜻蛉返り。

この日、小諸を発ったのが払暁。帰りは篠ノ井駅を深

夜の信越線各停、直江津発上野行。往復各 2 回の中間

乗換えと、同じく長い待合わせ時間。昔は我慢強かっ

たことでした。山手線が走る時間帯に上野に着く夜の

鈍行は、これより2時間近く前にも1本あるのですが、

米原始発なので多客だろうと敬遠。然し、誰もが同じ

発想をするらしく、直江津仕立ての列車でも、また土

曜日なのに、車内には入れない鮨詰め超満員（19～21

年頃には、窓から出入りする身軽な客も少なくなかった）。

家族を疎開先に訪ね日曜を避けて帰京、の人も多かっ

たでしょう。汚れたデッキに腰を下ろしステップに足、

手摺に縋っての約 7 時間。居眠りで転落しないように

と、後ろの人が肩口を押さえてくれていました。見知

らずながら、共に同士の敗戦国民。 

この前か後か、記憶も曖昧になりましたが、参謀本

部から教室に電話があり、木内先生が応対されたのだ

ったでしょうか。居合わせた院生・学生ら数名と共に、

放出地形図を頂戴に参上しました。外邦図の棚もあっ

たようですが、どれでも好きなようにとのことで、方

針とても立たないまま、各自が取り出し、めいめいに

持てるだけを抱えて戻りました。全部で 300 枚前後は

あったでしょう。一括して、写真暗室の隅の木炭置場

に隠した、と云うのは、大学・研究所の地図類は接収

対象、との噂があったからです。その後しばらくして、

地下のドライエリアにある陸水学実験室に移しました

が、いつの間にやら行方不明。多田先生の指示で資源

研に運んだ、と聞いたのは、一年か二年経ってからで

した。 

 

二つの徒花
あだばな

 

空襲本格化から敗戦までの間に、私が関与した軍関

係の仕事が二つありました。先行は参謀本部での『第

一次兵要地理調査研究会合』。これは､前出注28）の渡

辺氏資料に詳しく 41)、また参加地理学者の選考に関し

ては、注29）に述べたところです。 

この研究会では、またその「報告」を纏めながらも、

もはや、今の段階になってこんなことを・・・と、掛

声のみが勇ましい「本土決戦」の前途が暗く見えたも

のでした。でも、暗く見えた、などとは、まだ一縷の

希望を残していた、のかも知れません。 

文字通りのお先真っ暗は、6 月半ば過ぎ、千葉市の

歩兵学校で､兵卒の牛蒡
ご ぼ う

剣 42)の鞘が割竹で作られてい

るのを目にした時でした。日本刀の鞘も本来は木製で

すし、理屈から言えば剣鞘が金属である必要性は低い

でしょう。然し竹鞘の短剣は、鉄不足もここまで及ん

だか、と悲しくも哀れでした。訓練以外には使う必要

の無かった刀身も、竹光だったかも知れません。砲車・

戦車を置き去りに転進し、艦船を惜しみ無く沈めての

3 年余り。国中から鍋釜や鉄柵やが消え、ダイアや鋼

玉の類は研摩材に変身（とは大嘘の飛語も絶えなかっ

た！）。働くべき兵器工場を失った動員学生・生徒らは、

和紙とコンニャク糊の風船作り43)や松根油
しょうこんゆ

（機関燃料）

採取に精を出すしかなく、家庭には蓖麻
ヒ マ

栽培（ヒマシ油

は潤滑油）を奨励、工場でも木製飛行機（電探に写らない

新兵器！）の試作、と云う窮迫度ですから、いまさら驚

くのが阿呆、だったのでしょう。 

歩兵学校への出張は、同校教官角
すみ

田
た

大尉からの、地

理学教室主任教授への依頼に依るもので、玉川村から

戻った私と、次の特研生の吉川虎雄氏とが、偵察を命

じられました。 

歩兵学校としての判断か、角田大尉ら一部のそれな

のかは尋
たず

ね損ねましたが、米軍の上陸地点を九十九里

浜乃至房総半島と想定し、その対策を研究するのが目

的でした。後年、渡辺正氏は信濃毎日新聞社の記者に、

「相模湾が有力・・・という私ら（参謀本部情報第二部

兵要地理班）の判断も」｢当時の地理学者を｣｢一週間に

一回集めて｣開いた｢本土作戦研究委員会の研究成果の

一つだった｣（渡辺氏資料：120頁）と語っておられます。

この「本土作戦云々会」とは、前述の「兵要地理調査

研究会合」を指すものとしか推測され得ませんが、「上

陸適地判断」は、重要課題になってはいたものの、短

時間、しかも一度だけの研究会では充分な討議も出来

ず、まして結論を得るなどには至らなかった、と記憶

します。 

相模湾一帯の砂丘は、九十九里浜ほか日本の一般的
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な海岸砂丘とは違い、海岸線に斜行して分布するのが

特色（かつては、東海道線の車窓からも観察出来た）で、潟

湖跡の湿沼地も少なく、重車両の上陸・通過は容易。

加えて海が深く、艦船の接近にも好都合です。まあ、

誰が見ても関東随一の上陸戦適地。しかし、戦争・戦

術には騙
だま

し合いの面もあるので、ここを選ぶか否かは、

地形・地理とは別個の問題。研究会が成果として提出

できるのは作戦の基礎資料に過ぎず、より以上の判断

は、戦争の専門家が行うべきこと。歩兵学校または角

田大尉らの予想が渡辺少佐らの判断と違っていた裏に

も、それなりの理由があった筈です。また、米軍が正

攻法で臨もうと考えていたとしても、それははや横綱

と幕下の相撲。陸・海・空の 悉
ことごと

くに非力化した日本

軍の戦力を見通した結果、だったのでしょう。米兵を

含む百万の命を救った、などの原爆投下擁護論は、後

付けの理屈に過ぎません。 

熾烈な艦砲射撃と空爆で敵陣を壊滅した後に上陸す

る米軍を、員数・装備共に劣勢な日本軍が阻止するこ

とは到底不可能。そこで、歩兵学校案は窮余の奇策。

上陸予想地付近に無数の｢拠点｣、密閉型蛸
タコ

壷
つぼ

44)を作っ

て潜居し、上陸した敵の通過後に一斉に蜂起して、腹

背から挟み撃ちにしようとの楠木正成流。サイパン・

沖縄・硫黄島での経験と教訓を受けての立案のようで

したが、「拠点」に持ち込める武器はせいぜい機関銃く

らいでしょうから、婦女子の竹槍よりはマシ、の程度。

だいいち、戦力化可能な人員が、在郷軍人や我々学生

を総動員しても、国内にどれだけ残っているものなの

か。 

円匙
え ん ぴ

（スコップ）で掘れる程度の固さで崩れ難く、し

かも上部の遮蔽が見破られ難い場所、となれば、第一

の候補地は下総台地の林の中。ところが、拠点案最大

の問題は、潜む人間とその排泄物の臭気を敵に嗅ぎ付

けられないための手立て、なんだそうでした。米軍は

多数の軍用犬を連れて来る由で、石灰洞の多い南方戦

線ではごく当然の策でしょう。そんな拠点戦術に初め

は、マトモなのか？と耳を信じ難い気分でしたが、「節

を抜いた竹を木に添わせて立て、臭気を上空に排出す

る方法なども考えてはみたが・・・」と聞くに及んで、

やはり本気なんだ、と得心。正気の沙汰では愚かしく

とも、この期
ご

に及んでは、もはやヤルシカナイのです。

万事は遅
おそ

播
ま

きながら、出来るだけの協力をしよう、と

決心。 

そこで、まずは地形と微気候、とくに風向・風力と

の関係の研究。と云っても、これはなかなかの難題で

す。野外実験が手っ取り早い、と稲毛や木更津海岸に

出掛けて、地形や地表高に応じて変わる風の測定を試

みました。手帳やノート、模式図などによれば、掘削 

可能地域分布図、植生ト地質トノ関係、断面（穴）・写

景図ヲ作ル、試掘適地選定、などの宿題があり、また、

温度計・自記風向風速計などの観測機器のほかに、長

さ50cm の細長い紙片を50cm 間隔で3ヵ所に付けた長

さ2mの割竹20本を用意し、兵卒数名を使役して、面 

的・立体的な調査に役立てようと計画、したりもして

います。 

この野外実験は 6 月下旬頃のことですが、やがてド

イツが分割占領され、こともあろうにソ連に和平仲介

を依頼したことまでも漏れましたから、さすがに歩兵

学校も戦意喪失。7月下旬の大貫海岸合宿では、角田 

大尉45)･土屋中尉以下数名の下士官らと、専ら雀卓を囲

んでの夜更かし、だけが記憶に残っています。 

手元に、カドミウムイエローの表紙に､「昭和二十年

五月大本営陸軍部」、また「極秘」とも印刷された B6

版小冊子があります。 

参本での「兵要地理調査研究会合」の折に、参考資

料にと配布（五月とあるので会合後に送付？）された『兵

要地理調査参考諸元表（其ノ一）』（図 4）で、内容は、

航空作戦・対上陸作戦・地上作戦からなり、それぞれ

がまた三部、各2枚から 5枚の図表の集成で、全部で

は二十九表。正誤表付きの速成冊子ですが、主として

米軍の、兵器の性能と作戦傾向、飛行場・泊地・渡河

点その他の設定規模・所要時間や、機動力・工事力、

それらと気象・土地条件との関係の、欧州戦線をも含

む従来例、などが盛られています46)。 

これらの表を覗くだけでも、本土決戦などとは蟷螂
カマキリ

の斧、と自明。「天皇陛下の御国である日本を、我が国

と呼ぶ非国民ら」（蓑田胸喜:「原理日本」誌所載文中の文

言、昭和7年頃）などと極右の狂気が罷り通る世相も、

日清・日露戦役の勝利を、独力で、精神力でか克ち取

ったような錯覚を植え付けた「国民教育」が培ったも

のでしょう。 

 

 

 59



 
 

図4 『兵要地理調査参考諸元表（其ノ一）』の表紙と一部内容 

 
注 1） 上記「会合」以後に頂戴した『兵要地理調査参考諸元表』の表紙と一部内容のコピー。表紙には（其ノ一）とありますが、（其ノ

二）以降は出なかったようです。内容は、このコピー頁片鱗が読めるような、「敵戦力」に関する情報集（すべて「表の形」）。 

日本写真測量学会（第一次）の創設・始末記 

三宅坂時代の陸地測量部で、武田技師と三回か四回、

写真測量の学会を作れないものか、と話し合ったこと

がありました。武田さんは、かなりの数の会員を集め

ないと難しかろうと考え、私は、研究者がもっと自由

に空中写真を使えるようにシバリを緩めるのが先決、

と主張。物理学会のような大学会を見ておられる方と、

会員数が数百（当時）の小学会に巣食っている者との、

感覚や想定の違いもあるのですが、果ては水掛論、と

云うよりも、共に嘆息に終わるのがきまりでした。 

看板を削り直した旧陸測が、千葉市黒砂町の戦車学

校廠舎跡に移った、との連絡は、元第一課の篠技師か、

或いは判読班で御一緒した生田目
な ま た め

さんからでも、戴い

たものだったでしょうか。昭和21年も初夏を迎えた頃

で、ナント辺鄙なところ、と思いながら、太い木柱だ

けの素っ気ない門を通りました。看板も「内務省地理

調査所」。それがまた、内務省の廃止により、翌年頃に

は「建設院地理調査所」と再度変更され、野暮ったく

見えたりもしたのでした。開所と共に移られた渡辺・

岡山の両先生は、初訪問の「黒砂地理調」にはまだお

姿が無かったような気がしますが、それ以前に、「来ま

せんか？・・・でも、無理だろうね！」と、誘われた

ような、そうでもないようなお言葉があったので、或

いは、敢えて意識的に失礼したものだったかも知れま

せん。地理調では専ら、国内の空中写真の棚を見せて

戴きました。何課か「部課」の覚えは失いましたが、

断片的な「燃やし残り」ではなく、かなり纏まってあ

りましたけれど、まだ「米軍写真」の時期ではないの

で、二十サンチ広角か何かの大判写真だったろうかと

思います。フィルムか印画かが、何処かに残っていた

ものでしょう。その説明も伺った筈ながら、もはやす

べてが曖昧模糊。 

その後、3 度目ほどの訪問時に、抑留先から帰国さ

れて間も無い武田氏に逢いました。ほぼ 2 年振りでの

再会。それからは、教室が夏休みで暇だったこともあ

り、足しげくの黒砂通い。黒砂町と云っても、写真を

見る以外に役所には用も無く、オンボロ廠舎内の武田

氏宅で、時には篠・園部・生田目氏他を交えての退庁

後の雑談と相談。食糧難の時代と云うに、夕食の御心

配も何度か。場を篠さんのお宅に移して、のこともあ

りました。 

戦中のハイテンションの名残か、ラッシュ時以外は
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半時間に 1 本と気長な総武線電車の運転間隔と、稲毛

駅までの夜道の遠さだけが難、としか感じませんでし

た。 

こうして昭和22年5月、地理調査所東京支所（千代

田区霞ヶ関2丁目人事院ビル内）で「日本写真測量学会」

の創立発起人会を開いて会則起草などの準備を終え、

翌6月 7日午後、丸ノ内の小西六講堂で設立総会を開

催。武藤勝彦会長（地理調査所長）、篠邦彦理事長以下、

穎川・桑原・斎藤・佐藤・武田・中村・原・丸安その

他の理事を選挙、木本・中山両名誉会員の推薦を行っ

て正式に発足しました。ガリ版刷りで作る予定であっ

た会員名簿が手元に見当たりませんので、当初の会員

数は200 から 300 の間ではなかったかと、これも不明

確です。会員数の少なさによる印刷費の割高から、当

初には隔月刊を予定した機関誌の発行も侭にならず、

毎月の研究発表（例会開催）と不定期の講習会、夏期講

座の開催などで凌ぎました。 

職柄と経験との関係から、広報、会員募集、行事・

講演依頼等は武田氏、編集、出版関係が私と、自然に

役割分担が出来てそれぞれに腐心しましたが、絶対的

にも小さい写真測量関係者数を考えると、早く機関誌

を刊行して世の関心を誘うことの必要性が極めて大、

と考えられました。ただ、戦中以来の印刷用紙の不足

がなおも続いていて、闇市場の紙価は高騰の一途。地

理学会もそうでしたが、新生の小学会では資金不足が

深刻でした。昭和23年度の初めには、文部省科学研究

局に足を運んで出版助成金の交付を陳情。 

念願の『写真測量』誌第1巻第1号 47)を世に出せた

のは､学会発足の約1年後、23年夏（表紙には5月とある

が実際は7月）のことでした。初号は共同印刷に頼んで

最小限部数の 500 部を刷り、会員外にも撒布したので

す。その後、次号刊行まで13ヵ月を要するなど、その

歩みは順調とは言い難く48)､代わりに、月例会その他の

行事を絶やさぬよう、出来るだけ継続的に活動を展開

することにしました。 

雑誌発行が不順であった一因は、原稿の不足にもあ

ります。世が落ち着き、調査研究に励む環境が整って

くるにつれて会誌への投稿が減る、と云う、発足時の

想定とは全く反対な現象が現れて、戸惑ったものです。

官庁・会社にそれぞれの研究誌・広報紙の類 49)が誕生

し、例会での口頭発表は認められても、活字での公表

は社内誌優先、の掟が暗黙裡にも発生していたことが、

その主な原因らしく見えました。また、プライオリテ

ィの問題が無い研究でも、或いはそれをクリアした場

合でも、同じような内容の文章を再度活字化すること

には二の足を踏む人が多かったため、でもあったよう

です。二重投稿は論外としても、このような問題は、

教員主体の地理学会の運営からは想像も出来なかった

ことで、対策の立てようも無いままに、時間ばかりが

過ぎました。 

「写真測量」誌の他に、啓蒙・宣伝・教育の手段と

して「写真測量叢書」の発行をも企て、23 年 12 月か

ら28年5月までの間に4冊を刊行50）。私がデザインし

た学会のマークも採用して戴き、初めB6版での怖々
こわごわ

の

スタートが、好評を得て 2 冊目以降はハードカバーA5

版に定着。これらだけは、発売所に迷惑を掛けずに発

行出来ました。 

昭和 27 年度には国際写真測量学会に加盟しました

が、原稿不足に重なる経費難で機関誌発行が意に任せ

ず、また多田先生が教室主任になられて以後は、国有

財産の管理責任上止むを得ないことながら、それまで

研究発表の場に充てていた理学部地理学科の講義室が

借用し難くなりました。以後は、森林記念会館を借り

て国際学会への出席会員の報告会などを数回行ったの

みで、学会活動も悉く休止に近い状態に。そこで、27

年度を休会扱いとして会費その他を 28 年度に持ち越

すこと（通信総会により理事長も武田氏に交替）に決定。

また、会誌も謄写印刷（表紙は活版）に戻し、B5判に近

い寸法で第3巻,第3･4号,64頁を28年12月に発行し、

結果として、これが最終号になりました。 

その頃は、地理調査所はなお黒砂町にあったものの、

国家経済の回復に伴って、所員の多くは別に居を構え

て通勤するのが常態。延いては学会運営の相談も、月

一回の定例理事会の場に限られがちとなり、従来のよ

うな自由な意志疎通や臨機の対応が出来難くもなって

いました。一方、大蔵省と文部省は、「学会誌出版補助

金」を打ち切るため再度の学会統合を企てており、そ

の後の実績が無く出版補助金を申請してもいない日本

写真測量学会にも、日本測地学会（昭和29年設立）への

合流が強く慫慂されました。会長が同一人であること

も、大きな理由になったようです。 

時の流れには逆らえず、勧奨に従うことに決めたの
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は昭和 31 年 51）。28 年度以降は機関誌も記録も無く、

その間にどんな活動をしたか、休眠状態が続いたのか、

などは全く不明になりましたが、新年度の会費を測地

学会に送らなければ自然退会扱いになる、旨の文書を

会員に送ったようにも思うので、合流は年度の切替時

だったようです。私は測地学会には入会しなかったの

で、その中で写真測量の研究がどのように進められ、

どんな論文が機関誌に掲載されたかの知識もありませ

ん。 

ただ数年後には、測地学会の中で再び「日本写真測

量学会」設立の機運が高まり、昭和37年に実現して「写

真測量」誌が季刊で復刊されました。誘われて今度は

私も入会しましたが、時代はすでに人工衛星によるリ

モートセンシングの入口で、貧乏教室のスタッフには

出る幕も無く、それに、関心と手間が昭和 33（1958）

年から始まった中央アンデスの現地調査52）に注がれる

ようになってもいましたので、二年か三年ほどで退会

しました。 

この新旧二つの「日本写真測量学会」は、第一次・

第二次を冠して区別されています。すでに半世紀をも

越える昔 事
むかしごと

で、第一次時代を共に闘った先輩も仲間も、

ほとんどが別世界の住人となりました。振り返れば、

当時の情熱が懐かしく、また輝いて偲ばれます。（了） 

 

注 

 

1） 前回記事でブフォールとしたのは筆者の誤記。また前回

（『外邦図研究ニュースレター』3）脚注26の｢千屯級｣は7

千屯級の脱字であった。プラフィ川上流地帯の調査日時に

も幾つか記憶違いがあるが、それらについてはお許し願う

ことにしたい。 

2）『外邦図研究ニュースレター』3、67頁、脚注28。 

3）戦前の「郵便はがき」の値段（開戦後は3銭に値上がり）。

召集令状が葉書で送達されることから、「1銭5厘の命」と

か、兵隊ほど安い（安上がりな）ものは無い、などと自嘲

的に使われた。ちなみに、大東亜戦中の死亡賜金（戦没者

への恩賜金）も、二等兵の 150 円に対し、戦闘を主導し兵

卒の命をも預かる将校は、最下級の少尉でも3 倍弱、大将

に至っては15倍近い高額と、大差があった。恩賜金と称し

ても元は国民の税金である。 

4）「他山の石」をもじった駄洒落で、安はまた案。内容の大

半は、例えば、博物館員のＩ隊員が種の無いところにも論

争の火を燃やす話、女子大学Ｔ隊員の幼稚な挙措、同じく

T隊員へのN隊員の反目と暴行etc.の、調査隊で見聞した

各種ウラバナシ的記録集。なお、所持品検査場は、ピンポ

ン台を数列も連ねた雨天体操場のような趣で、各自が台上

に携行荷物を広げて別室へ移動し、留守中に係官らが検査

するアンフェアな仕組み。場内には拡声器から卑猥極まる

唄がガンガン流れていた。第一次大戦時の女間諜
スパイ

、マタハ

リとの連想から、「マタハーリヌツンドゥラカヌシャーマ

ヨ」のリフレーンが耳に残り、後年、民謡ユンタの替え歌

と知ったが、これが慰労のつもりとすれば、帰還者も沖縄

も、とことん愚弄されたものではある。 

5）疫病入国阻止の措置か、とも考えたが、第三班員が乗船帰

国した貨客船は宇品に直行し、即日上陸が許されている。

単なる順番待ちとも考え難いので、或いは｢敗残兵｣の存在

と関係があったのかも知れない。 

6）「至急電報」のこと。料金は高いが、定時の配達時刻を待

たずに配達された。 

7）従来、理・工・医系の学生には、留年者を除き、大学卒業

まで徴兵が猶予される恩典があったが、戦局の激化により

廃止されていた。大学院生の一部に限ってそれを復活し、

且つ給与を支給する、という大学院特別研究生制度が昭和

18 年度から発足し､｢特権生｣の別称もあった。戦後も数年

間継続したが、実態は有給副手と同様で、助手に準ずる存

在として、学生指導、教室や学会運営の雑事、などに従事

させられることが多かった。 

8）甲・第一乙・第二乙・丙の四種あり、第二乙は入隊猶予、

丙は不合格。 

9）新聞紙も同様で、19年3月には夕刊廃止。朝刊も、8頁建

てになっていたと思う。 

10）活版印刷では、文選工が原稿に従って活字棚から活字を

抜き取り（拾い）、それを植字工が、図版や写真版、また字

間・行間を調節する「詰め物」などと共に、枠内に配列し

（植え）て印刷版の型取りに廻す。印刷部数が数百程度と

少ない場合には、このまま凸版印刷機に掛ける。活字は長

さ数センチの細い立方体で、植字後の文字列に乱れがない

ように、活字の尻（文字面と反対の端面）には中央に溝が

設けてある。活字が違っていたり必要な活字が揃っていな

かったりすると、植字工は活字を逆向きに植える。校正刷

では、これが太い二本線となり目につき易い。有名な俳句、

「初雪や二の字二の字の下駄の跡」が「ゲタ」の語源、と
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の説があった。確からしいが、真偽は未定。 

11）大塚地理学会は東京高等師範学校と東京文理科大学（現、

筑波大学）の卒業生が主体となる学会で、小石川区（現、

文京区西部）大塚に校舎があったことによる命名。当時、

大塚・本郷は、東京文理大と東大の代名詞にもなっていた。

地人書館は同会の機関誌『地理』の発行・発売所であった

（『日本地理学会75年史特集号』地理学評論73巻 4号､平

成12年）らしいが、筆者が陪席した19年3月24日の日本

地理学会常務評議員会では、雑誌統合の件と併せて、休刊

する市販雑誌『地理教育』（？）の発売元、中興館への発売

所変更をも検討している。なお、それまで『地理学評論』

の発行・発売所であった古今書院は、社主橋本福松氏の死

去と後継者の徴兵で、廃業の止むなきに至っていた。また

その頃、用紙配給に絡めた圧力により、各学会とも、機関

誌の｢発行所｣を書店から学会自身に変更した。 

12）木本氏房：航空写真測量と其の使命（科学知識,科学知識普

及会，21巻11号,昭和16年 11月）。これは同号「特集」記事

の一つで、表紙にも表題があり、年末（？）頃にたまたま

店頭で 1 冊だけ残っているのを見て手に取ったが、口絵に

ある筈の「照魔鏡のやうな航空写真」が見当たらず、落丁

の残本か！と、立ち読みだけで購入せずに過ぎた。数ヵ月

後に古書店で再会。その口絵写真にも「照魔鏡のやうな」

だけが欠けていたので、検閲で削除されたものと遅
おそ

播
ま

きな

がら気付き、罪滅ぼし（？）に購入した。操縦席を前に、

エンジンとプロペラを後に置いた、ずん胴の「写真測量用

低翼機」の写真が珍しい。 

13）陸地測量部は現在の千代田区隼町、国立劇場の辺にあっ

た。本館は市ヶ谷に新築移転するまでの参謀本部で、明治

調の銅板葺き三階建洋館。天井が高く、南東側中央には吹

抜けアーケードをもつ車寄せが張り出し、宮殿のように豪

華。本館正面の右前（南西）には、後代の増築らしい別棟

があり、こちらは兵舎か学校のように簡素な二階建であっ

た。明治 21（1888）年の陸地測量部創設に際しての建築か

も知れない。教育部や製版・印刷関係部課の所在は忘れた

が、総務課（の一部？）と現業第一・二・三課は、この別

棟にあったように思う。これらの建物の南側は広い前庭で、

南東隅の三宅坂交差点（正しくは分岐点で、ここから北に

上る坂道の名が｢三宅坂｣）に近い位置に衛兵所付きの正門

があった。この、元前庭跡に、現在は最高裁判所が建って

いる。青山通りも内堀通り（は無名だったと思う）も現在

より狭く、しかし、共に市電が走っていた。青山通りでは、

昭和17～18年に建物強制疎開が行われ、これが戦後の本格

的拡幅の先駆となった。なお、正門に程近い青山通りの南

側には、地形図類の総元請、小林又七商店があった。土蔵

を持つ純和風の店構えで、地図棚に壁面を奪われた和室に

は呉服屋のそれに似た趣もあり、前掛・和服姿の店員が客

の応対をした。昭和16年4月以降、地形図の購入には証明

書が必要になったが、小林商店では、それを提示した記憶

が無い。顔なじみになっていたものか。地図類の元請業者

には、他に武揚堂があった。 

14）現、玉山（ユイシャン）。海抜 3,997m で当時の日本最高

峰。対米英開戦指令の暗号電文「ニイタカヤマノボレ」は

有名だが、本誌を飾った理由は、昭和 5 年にこの地域を対

象として日本で初めての大縮尺図への写真測量の採用が決

定され、翌々年に平板測量との併用で地上写真測量を実施

した（武田通治：測量古代から現代まで．古今書院，昭和

54年7月．による）由縁にある、と推測される。 

15）満州第四三九部隊・（同？）第一三七二部隊・支那派遣軍

総司令部第十五号・第二六一七部隊及其他、さらに、連絡

主任者として、北支方面甲第一八〇〇部隊・中支方面支那

派遣軍総司令部第十五号（前出）・南支方面波第八一一一部

隊・マライビルマ方面岡第一三七一部隊・ジャワ方面治第

一六〇二部隊・フィリッピン方面渡第一六〇〇部隊などに

所属する個人名。 

16）木本氏房：航空測量（科学選書,白水社,昭和20年11月）

は、文庫判ながら、実体験に基づく空中写真測量万般の詳

しい解説書である。写真利用の実例として、森林・地籍・

塩田台帳の整備、水力発電・都市計画・港湾設計など、満

州での事業も挙げられている。一方、西尾元充：空中写真

の世界（中公新書，中央公論社，昭和44年4月）は、撮影

と利用の過去・現在から未来展望にも及ぶ平易な解説書で、

戦中の満航写真処の活躍や、日本軍が写真判読の応用面で

如何に立ち遅れていたか、なども語られている。なお戦前

の刊だが、帝国森林会：航空写真測量と其応用（丸善,昭和

11 年）は、嶺一三・木本氏房両氏の編著で、樹種判読や材

積調査法に詳しい。 

17）配給米を瓶に入れハタキの柄の竹棒で搗くと、精白され

て舌触りが良くなるが、量は減る。電気製パン器は、両端

辺の内側に銅かアルミの板（電極）を張り付けた弁当箱大

の木箱。塩とイースト菌または膨らし粉を混ぜて練った小

麦粉を満たし、通電すると蒸しパンに化ける。気の利いた

発明品であったが、簡単に自作出来るので、考案者が巨利
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を得たとは聞かなかった。巻煙草
シガーレット

も店頭 1 個売りから

隣 組
となりぐみ

単位での中身だけの配給制になり、立会人を交えて

戸別に秤量分配する面倒さが加わった。刻みが粗いので、

煙管
きせる

では吸えず、巻紙にポケット辞書などのインディアン

紙が利用された。鉛筆などで巻癖を付ければ簡単に巻ける

ので、煙草巻器はあまり売れなかったらしい。 

18）半ドンの起源には 2 説あり、オランダ語ドンターク（休

日）の略とするのが正道だが、日曜や休日をドンと呼んで

いたかは疑わしいし、異説の方が面白い。昭和の初め頃ま

で正午に発射されていた空砲の音から転じて、ドンが時報

の意味になった（ここまでは事実）が、半日勤務の土曜日

には、ドンを半分聞いて帰れると、半ドンの名が付いた、

と云う。 

19）K.Troll（C.Troll と同人）： Luftbild und Okologische 

Bodenbetrachtung. Zeit-schriftfur Erdkunde zu Berlin. 

Nu.？, 1940, 

20）高校在学中の病気休学で遅れたが、水路部に就職した

長谷
ながたに

実君の元同級生で、私とも同年。空中写真には大いに

関心を抱いていたが、卒業後間もなく、少年時代からの夢

を生かして「鉄道模型趣味社」を起こし、同名の雑誌ほか

を出版して業界に名を馳せた。この社名・誌名は、戦前の

「鉄道趣味社」のコピー。 

21）1930年にドイツ、カールツァイス社が開発した自動航空

写真機で、F：6.3 のトポゴンレンズ付き。10/18 とは、レ

ンズの焦点距離が10cmで画面が18cm角の意味。 

22）小西
こにし

六
ろく

社史によれば、六
ろく

櫻
おう

社がアメリカのフェアチャイ

ルド社K-8型を模倣して試作、昭和5年に完成した。レン

ズはヘキサーf：25cm、幅24cm×長さ23cmの「さくら航空

写真フィルム」を使用。以後K-8と共に昭和9年まで日本

の空中写真測量並びに森林判読史上に残る南樺太全域の撮

影に使用され、敗戦時までには 2 千～3 千台製造された。

昭和19年からは、日本光学社もf:50cmの同型機を約6百

台製作した（武田通治：前出書）。 

23）13cm×18cm判は、乾板使用またはフィルムを手動巻上げ

した初期の航空写真機に一般的なサイズであった。丹羽長

道（六櫻社）：航空写真.共立社,昭和 13 年 6 月．には航空

写真機や付属機器、感光乳剤などの記述が豊富で、独・英・

米と数種の13cm×18cm判カメラが紹介されているが、交換

レンズを含め焦点距離 40cm の目をもつ写真機は見当たら

ない。高高度からの偵察用として、外国製カメラに国産長

焦点レンズを装着したものかも知れない。本文で触れた写

真も手動巻上げらしく、隣接写真の重複度が低く、不統一

でもある。 

24）陸上機の B25 双発爆撃機を、航空母艦から発進（中国に

着陸）させるという奇策での日本本土初空襲。被害の一つ

「皇居炎上」は、一般国民には伏せられたが陸軍と右翼勢

力をいたく刺激した。責任を問われた海軍は、乾坤一擲、

総力を挙げてミッドウエー基地を攻撃、占領しようと、結

果論的には無謀な作戦に打って出て大敗。以後の戦局にも

甚大な影響を招いた。だが、仮にこの作戦に成功しても、

日米の資源量・生産力・技術力の差から、ガ島やアッツ島・

硫黄島と同じか、良くてラバウル基地の運命、であったろ

う。 

25）当時はネガカラー乳剤も開発中で、日本では昭和19年に

富士写真フィルム社が試作に成功したが、先に商品化され

たのは同社や小西六六桜社などのポジカラータイプであっ

た（武田通治：前出書）。 

26）武田通治：同じく前出書。 

27）昭和20年の手帳日記一月欄には、1日（月）：「三十一日

夜ヨリ一機宛三回来襲、焼夷弾、末広町火災生ズ」。翌2日

（火）からは、正月返上の毎日登学。5 日（金）は 8 時半

～4時半の日直勤務で「午後八時一機、焼夷弾、火災生ズ」。

翌6日も「午前五時一機、焼夷弾」。独り郷里の家を守る母

を迎えに帰郷して、当夜から不在。9日（火）には帰京して

いて、「十三時半頃ヨリB29 二〇機内外来襲」。この頃から

本格空襲が始まったらしい。17日（水）「五時頃一機来襲」。

19 日（金）「八〇機阪神来襲・二機午後（東京）来襲」。以

後は、なぜか記入が長く欠落して、2 月 19 日（月）「敵機

約九〇帝都来襲」、25日（日）「上野・神田付近昼間盲爆」

だけ。後記の地人書館被災はこの時らしい。社屋が神田区

淡路町（現千代田区神田淡路町）にあった。これ以後の記

事も無いが、空襲が常態化した（？）ためか。昼間低空で

の空襲は、数列の縦隊を組んだ複数のグループが、北西風

に乗って次々と断続的に飛来する波状攻撃。辻村教授・院

生・学生の数名で、二号館屋上から 3～4 回ほど観察した。

大学の近くでは、小石川区春日町の某私大所有地と上野公

園とに高射砲陣地があり（今の礫川
れきせん

公園と噴水池がそれぞ

れの跡地）、とくに前者からの反撃が良く見えたが、砲弾炸

裂（小さな雲が出来る）の高度はほぼ的確ながら、なぜか

常に敵機の尾部から数十メートルも後方であった。炸裂か

ら雲の発生までのタイムラグ、と説明する人もいたが、打

撃を与えた様子も見られなかった。初期には味方戦闘機の
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反撃もあったが、敵機の後方上空に上昇してから急降下気

味に攻撃する戦法なので、標的を一機に絞って追尾するこ

とが出来にくく、一方、体当たりを狙っても命中せず、隊

列を崩さない敵機群に逆に撃墜されるなど、痛ましくも歯

痒い状況ばかりであった。市街地での撃墜を意識的に避け

た、との弁明（？）を目にしたこともあるが、信じ難い。

一度だけ、遥か東京湾上空での撃墜成功を見たが、胴体と

主翼が分離し、前者は真っ逆さまに落下。後者は木の葉の

ようにゆっくり左右に舞いながら落ち、やがてビル群の彼

方に巨大な煙の塊が立ちのぼった。ジェット機による 9・

11テロと違いガソリン系燃料なので、爆煙は大きくともす

ぐに消え失せたが、戦争の儚さを感じさせられる一瞬でも

あった。この屋上観察は、やがて、赤門前防空監視哨から

の大学本部への通告で禁止された。 

28）久武哲也：『兵要地理調査研究会』について.（渡辺正氏

所蔵資料集編集委員会編『終戦前後の参謀本部と陸地測量

部』,大阪大学文学研究科人文地理学教室,2005年3月刊）

には、「渡辺正氏が多田文男に、この『兵要地理調査研究会』

の組織化を直接に電話で依頼されたのは昭和十九年十二月

から昭和二十年一月にかけてのこと」とし、講演会の状況

についての同氏の記憶にも触れられている（p.7,8）。然し

筆者には、外邦図研究グループの駒沢大学での第四回研究

発表会（2003 年秋）の折に、臨席の渡辺正氏御自身から、

この『講演会』の開催も組成も記憶の外と承り、奇異に感

じた覚えがある。すでに｢『兵要地理調査研究会』の組織化｣

を考えて居られたとすれば、『講演会』こそはその重要なワ

ンステップであろうからである。一方、戦局の急迫を思う

と、参謀本部内に年末・年始の頃から「研究会」構想があ

ったものならば、迂遠な「講演会」無しにも即刻「その組

織化」を進めるべきであろうし、地理学界もまた、要望に

即応出来た筈である。実際には、『兵要地理調査研究会』の

開催通知（｢・・・兵要地理調査研究会合ノ件通牒｣）は四

月二五日、第一次会合はそのさらに5日後で、「電話依頼」

から実に四ヵ月前後の時間を空費している。この間に東京

は、2 度の夜間大空襲を受け、旧市域の半ば以上が焦土と

化して、「参集者」の間にも、今となっては遅いんだヨナ！

の空気が流れていた。 

29）前記『研究会』への参加者は、京浜と近郊の在住者に限

られ、3 月下旬の日本地理学会常務評議員会で人選され、

数日後に確定した。渡辺氏資料の「第一次参集者芳名」に

ある多田・田中・辻村・花井・三野・村松・渡辺の各氏は

日本地理学会役員（大部分が上記常務評議員会メンバー）、

新井・伊藤・酉水
すがい

・矢沢氏らは、役員外ながら職域・専門

の見地から選出された。また木内氏は東大助手で学会書記、

佐藤・吉川は東大大学院特別研究生で、書記の補佐として

常務評議員会に陪席していた。ちなみに、当時、学会の役

員は、会則には総会出席者の互選とあっても、執行部提出

の原案を賛成多数で採決する一種の「翼賛
よくさん

選挙」で選出さ

れていた。京大出身の村松氏は、京大、ないしは関西・西

日本の代表と目されて、学会役員以外にも推薦や選出の憂

目にしばしば逢われたが、この場合にも同じであったろう。

その一方、京都在住の小牧實繁氏は、会員ではあっても、

日本地理学会からの上記推薦者では 100％あり得ない。な

お付言すれば、当時、辻村・多田両先生は、この世界では

知る人ぞ知る関係にあり、多田先生を通じて順調に「組織

化」を進め得るとは、当の多田先生はもとより、在京地理

学者らの考え及ぶところでは無かった。講演は恐らく、使

者を通じて、参謀本部（部局は不明）から直接、田中・辻

村の両先生に依頼されたものであろう。辻村先生は電話嫌

いでもあったから、日時・演題などの打ち合わせに、何人
なんびと

かが介在した可能性は残る。但し、以上のことは、『研究会

構想』への多田先生の積極的関与を否定するものではない。 

30）当時使用された焼夷弾は、閉じた下部（先端）に火薬と

発火装置をもつ直径10cm内外、長さ50～60cmほどの六角

ジュラルミン筒に粘着性の強い重油・獣脂を詰め、後端に

姿勢安定用の細長い白布を付けた単体を数十本、蜂巣のよ

うに組み合わせたもの（二段重ね、の説もあった）が一個

の弾体で、ニックネームが「モロトフのパン籠」。｢籠｣の中

心にも火薬装置があり、地上100m前後の高さで破裂。同時

に各焼夷筒にも着火して散開。花火のように見えた。着地

と同時に先端の火薬が炸裂し、燃える油脂を二階程の高さ

まで噴出する仕掛けで、バケツ程度の水では消火も至難。

中心部に爆弾を仕込んだタイプもあり、重い爆弾が先に着

地して消火陣を殺傷し、続いて焼夷筒が雨降る効果万点の

仕組みであった。 

31）都市の集積度を減じ弱者を避難させて防災力を高める「疎

開」には、人員・家財・建物、また自由・強制の 6 種があ

った。ただ、教師が引率する学童疎開は参加自由でも実質

は強制であり、財産を減らし費用もかかる建物疎開は、ほ

とんどが強制疎開であった。 

32）「証明申請」の雛形が残っているが、それに付ける「申告

書」なるものには、旅行目的・職業及地位・乗車区間・購
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入順番（意味不明だが、複数の希望列車を順位付きで申告

させたものか？）・勤務先住所・氏名年齢、の諸項目がある。

また、30銭の証紙貼付。出来るだけ煩瑣にして旅行を諦め

させよう、の構えだったらしい。 

33）17 年頃から、「国民服」と称するカーキ色で軍服紛いの

折立襟服と、兵隊の「戦闘帽」に似せた同色のつば付き｢国

民帽｣が、半強制的に推奨されていた。 

34）「穂高」は、当初の疎開予定先だったらしい。「回遊券で」

も間違いで、これでは通用期間が僅か 4 日、玉川村滞在に

も不足する。半ば軍務詐称（？）の片道切符、が正解。 

35）塩は、煙草と共に専売品ながら、不足原料資源の一つと

して17､8（？）年頃から自家製塩が認められ、米と有利に

交換でき闇市でも歓迎されるとあって、自然条件などは何

のその、海水を煮詰めるだけの小規模製塩が全国的に広ま

っていた。 

36）このことは完全に忘れていたが、過日、再発見。華北・

華中を主におそらく57枚であった。一部に火熱による傷み

があり、用紙の風化も進んでいる。 

37）最後の玉川村出張は9月3日からの週で、小淵沢付近や

塩尻～村井の辺りを巡検した。上空をダグラスＤＣ3 輸送

機が飛び回っていたが、近くにある（らしい）米兵捕虜収

容所への物資補給（パラシュート投下）が目的、とかは駅

員の話。なぜ即刻解放収容しないのか？と疑問に感じたが、

彼らにも都合や順序があったのだろう。学生の疎開は翌週

で終了したらしく、9月29日（土）には教室で卒業生の送

別会を開いている。なお10月8日（月）に、G.H.Q.天然資

源局の地質学者ソープ氏他2 名が教室に来訪。辻村・多田

両先生も出席して「談話会」が開かれた。米側学者との最

初の接触であった。 

38）前出 28、『終戦前後の参謀本部と陸地測量部』付録の信

濃毎日新聞所載特集記事文末の［注］（116 頁）には、「当

時の波田国民学校日誌に「九月二日・・・内務省国土局地

理調査所開所」とある。・・・」とあるが、岡山俊雄先生に

よれば、「・・・九月一日に、かつて地理局のあった内務省

に付設された・・・。」（『渡辺光その人と仕事』,渡辺光先

生追悼録刊行会，昭和六十年四月、125頁）。 

39）それら以外の写測資料もかなり含まれていた。戦後、黒

砂町地理調査所時代の武田氏に事の次第を報告し、それも

忘れた頃、返して欲しいと電話があり、使いの方にお渡し

した。日本大学文理学部に地学科が新設され、武田氏がそ

の教授になられて数年後のことである。現在は、何処に保

管されているのだろうか？ 

40）戦後も地理調には残存分があり、紙質が良いので、雑用

紙として白い裏面が利用されていた。例えば「写真測量」

誌の編集雛形に使われたそれは、凡例の日本語訳を付した

単色刷り旧蘭印二十万分一図であった。 

41）但し、資料集口絵写真､「兵要地理研究課題決定要領（図

7）」のキャプション、「・・・研究会で配布された・・・」

は説明不足で、この図（及び69頁の表）は、研究会での討

議の参謀本部側担当者による取り纏めである。「配布され

た」ガリ版刷りは表題末尾に「・・・案」とあり、「項目」

欄以外は参集者自身が書き込むよう、空欄になっていた。

また項目末尾の「東亜ニ於ケル米英｢ソ｣関係ノ歴史的並ニ

地政学的考察」は、当日、参謀本部側から提じた案、追加

された項目で、配布物ではここも空欄。備考欄に、「二、空

欄ハ爾他ノ研究課題出デタル場合ノ予備トス」とある。原

題も「東亜ニ於ケル米英｢ソ｣関係ノ推移・動向判断、特に

北方ヨリ侵略する形態・限度」で、「北方」には｢ソ｣の書き

添えがあり、中立条約はあっても、ドイツの降伏でソ連参

戦が不測の事態ではなくなっていたことを示している。こ

こを「・・・歴史的並ニ地政学的考察」と変えたのは、恐

らく研究会終了以後のことで、小牧先生以下の参入余地を

設けたものと解される。また、報告書類の提出期日も備考

欄には無く、当日、口頭で告げられ、当初の「五月中旬迄

報告」が、会議終了近くに、十三日（日曜）午前九時、と

細かく明確にされた。余事を云えば、「第一次・・・會合行

事予定表」と共に配布された半枚の「目的」と「要領」の

プリントは、表題が「部外関係者ノ統合ニヨル・・・會合」

となっている（前書61頁）が、これは刷り直して貼り付け

たもの。参本の立場からは原題の「統合利用」でも、「利用

される」側からは不愉快。礼儀知らずとも受け取られよう、

と気付いた方がいらしたらしい。さすがは参謀！とお褒め

してもよいが、裏側から原題が読み取れるのは、頭隠して

ナントヤラのいろは歌留多。使用藁半紙が他文書よりも一

段と薄かった（半ペラなのでそれでも間に合う）のが原因。

紙不足の反映ながら、軍の大本山でさえも・・・と。 

42）正式名は「銃剣」で、刃渡り30cm前後の短剣。普段は腰

に下げ、｢肉弾戦｣では銃の先端に取り付けて槍のように使

う。 

43）直径数十メートルの大風船で、時限爆弾を付け偏西風に

載せて飛ばした。オレゴン州で山林を焼いた、と報じられ

たこともあるが、戦果はほとんど無かったと思われる。 

 66



44）戦後27年近くも経って、グアム島の地下濠から横井軍曹

が発見された。「拠点」戦法は、日本軍の戦術に全面的に組

み込まれていたらしい。 

45）昭和21年か22年の頃、東大正門前で学生服姿の角田氏

に出会った。軍関係者の国公立大編入学が認められた結果

で、法学部に合格の由。笑顔が将校時代よりも若返った印

象で、何よりもサバサバした風情であった。 

46）例えば、B29 は 3 トンの爆弾を積んで 8,600km の航続距

離を持ち、9,500mの高度で最高時速590kmであること。ま

た、急造滑走路用資材には「鉄筋アスファルト平板」「穿孔

鉄板」｢金網｣の3種があることやその特徴・建設時間など。

また、野砲・山砲級の小型砲弾でも「軟土」には 3m、｢礫

石｣でも 50～80cm の地下にまで破壊力を及ぼし、中型の

24cm 砲でも、それぞれが 10～12m、3.5～4.5m と増大する

こと、などなどがわかる。これでは我が拠点群も、軍用犬

が訪れる前に、悉く壊滅・埋没していたに違いない。 

47）印刷用紙難は戦中よりも悪化し、印刷所不足も未だに続

いていた。地理学界での雑誌出版は昭和21年1月1日発行

の『国民地理』がトップであったが、用紙は今日のザラ紙

より遥かに軟質粗稟
そひん

（同誌の表紙は片面アート紙だが、発

行元目黒書店の在庫品であった由）。しかし、2年半も後の

『写真測量』初号の本文紙は、さらに粗悪で弱く、今では

茶褐色に変色していて崩れるように破れる。B5 判、9 ポ組

8ポ行間、表紙共16頁。日本地形社・富士写真フィルム・

写真測量所から1 頁大広告を受け、共同印刷の好意でやっ

と出版できた。表紙には筆者の素稿を会長に点検補正して

戴いた「発刊の辞」を載せ、理事会記事と例会等の学会消

息に2頁を費やしているから、研究発表や論説は正味10頁

である。 

48）第1巻の次号は、翌昭和24年8月（表紙にはMay-1949

とある）に第 2～4 号の合併号として発行した。そのころ

筆者は日本地理学会の編集担当書記であったので、そのつ

てで「写真測量」の発売所も古今書院に委託し、判型を当

時の「地理学評論」に倣ってA5判に縮小。本文104頁、表

紙に目次、口絵にアート紙の立体写真を､本文頁にも図版を

載せる、と、ようやく学会誌らしい体裁を整えた。会費の

他、日本地形社・写真測量所・日本航測、及び第一測量・

八洲測量建設・中央測地社からの広告料（米軍写真の恩恵

もあって、測量会社続出の競争期であった）、前 23 年度の

文部省「学会誌出版補助金」などにより出版出来たものだ

が、毎理事会の場所や書記役山本氏の労務を提供して戴い

た写真測量所や発売所古今書院にもかなりの負担を掛けた

筈である。2 巻 3 号以降に載せた学会会計の決算書でも、

つねに会費収入に近い金額を「寄付金その他」で計上して

いる。なお、当時はすべてが闇価格の時代で、手帳には、

45斤、連
れん

675円＝マル公15円の文字も残る。斤は重量から

来た紙の厚さ。1 連は洋紙全判 500 枚（今は０
ぜろ

判、1,000

枚）。公定価格15円のものが闇値では675円と、じつに45

倍もした。逆説的には、低すぎる公定価格が闇物価を高騰

させていた。また、菊判 32 頁､500 部での原価計算表［地

理評を組見本としての計算で、組代 544、刷代 480、紙代

3,000、製本代200＋0.4、表紙1,000、流（流通費のことか）

250、製図代1,000、計6,474（円）で1部宛価格15円、市

販売価 25 円が妥当、との見積］もある。以下、2 巻 1

号,Autumn-1949，24年 12月発行，58頁（この号に「渡辺

測量株式会社」の広告があるが、渡辺正社長とは渡辺少佐

殿か？）。2 巻 2 号,July-1950,25 年 8 月，46 頁。2 巻 3

号,Dec.-1950,26年1月発行,66頁。2巻4号,May-1951,26

年6月発行,58頁。3巻1･2号,Dec.-1951,27年4月発行,86

頁と年刊誌状態となり、最終号に至った。また、28年3月

の森林記念館での諸講演を主にして､『10 人が語る日本と

海外の航空写真』A5 版 86 頁を、日本林業技術協会との共

同企画・編集の形で、29年2月に刊行した。 

49）例えば、統計調査局資料（第四輯）：航空写真の利用価値

の調査について（農林省統計調査局，昭和二十三年二月）。

これは、耕地面積または作付け面積の調査に、航空写真が

どれほど有効に利用出来るかの試験調査で、申告面積との

比較表もある。学会も協力した。また、新家義雄：航空写

真測量について、河川，第六巻，第二号，日本河川協会．

昭和二十五年三月。清水勇・逆瀬川清丸：航空写真による

地質判読の手引，通産省工業技術院地質調査所（謄写版報

告書），昭和27年3月．など。 

50）①篠邦彦：写真測量法概論pp.46,昭和23年12月．②武

田通治：空中写真測量の手引き pp.183,昭和 24 年 11 月．

③佐藤久：空中写真による土地調査と写真判読pp.194，昭

和25年11月．④武田通治：図解射線法の実際、pp.265，

昭和28年5月．発行・発売所は機関誌と同じ。 

51）武田通治、前出書、45頁。 

52）1958･60･63･66年と実施したが、大学紛争により中断し、

地理学教室の参加も挫折。ペルーでは陸軍省陸地測量部で

空中写真を扱っていた。1958年の第一回調査の折、大使館

を通じて閲覧許可を得たが、当方の時間的制約から部分的
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にしか観察出来なかった。太平洋岸から高原までのほぼ全

域（アマゾン側低地は米石油会社が当時撮影中）が揃って

いるようで、係官は明言しなかったが恐らく米軍の撮影。

地図化は未だし！の状態で、写真も販売不許可（なぜか数

枚の写真が手元にある。後年の購入品らしい）。地図も、ア

ルゼンチンに委嘱作成した多色刷二十万分一図（アマゾン

低地を除く）しか無かった。定価が25ソーレス（約2ドル。

当時は1ドル360円の時代）で、通訳の勘違いから5ソー

レスと解し、先方も｢日秘友好｣上その価格で販売してくれ

た。筆者のもとにも一揃いが残っている。1958年のボリビ

アも類似の状況にあったが、ここの陸地測量部はムルチプ

レックス図化機を1台所有していて作業中。係官は「日本
ハポン

に

もあるか？」とご自慢で、「沢山ある
アイ バスタンテ

」に「味の素
アヒノモート

の国だ

からナ」と残念そうだった、とは、日系人通訳の話。トヨ

タのランドクルーザが走り回っている国での認識不足（？）

である。米軍撮影による空中写真の購入も許可された。国

土の中央から東の範囲（集落と人口が多い）で部分的なが

ら地形図が完成していたが、それ以前に、地質図の基図と

して等高線などが使われているらしく見えた。首都大学東

京の地理学教室には、この1960年代頃の地形図が揃ってい

る筈である。チリでは、多色刷二十万分一図の他に、地下

資源の豊富な北部の砂漠地帯から写真測量図の作成が始め

られ、1960 年現在で 10 枚前後の図葉が完成していた。同

年、チリ地震の直後には、地形図は見られたが、写真（こ

こでも恐らく米軍撮影）は閲覧できなかった。 



沖縄県下の米軍作製地図について 

島袋 伸三（琉球大学名誉教授） 

 

 

1999 年 11 月に「大正・昭和琉球諸島地形図集成」

がお茶の水女子大学所蔵地図を中心にして直接復刻さ

れ柏書房から出版された。高度な技術を駆使して復刻

された地形図は原図とみまちがうほどのすばらしい図

幅の出来ばえである。以前に、樺太・朝鮮・満州・台

湾まで網羅した 1/5 万地形図の復刻で、沖縄県の地形

図が欠落した出版物を購入してがっかりした記憶があ

る。おまけに、今回の柏書房出版の地形図集成には別

冊に（「大正・昭和琉球諸島地形図集成」解題）を編み、4

名の研究者によりきわめて懇切丁寧な解説がなされて

いる。 

 筆者はかつて「沖縄の地形図」の小論文を執筆した

ことがある。それは、南島地名研究センター「南島の

地名」第 3 集、1988 年、78－86 頁に掲載されている。

周知のように陸地測量部作製の地形図は製作されるや

「軍事秘密」となり、公共において活用されることな

く多くの県民はその存在さえ知るよしもなかった。仲

松弥秀は沖縄県立第二中学校で教鞭をとっている際に、

県庁の農地課が 1/5 万地形図のワンセットを所持して

いたことを記憶されている。本人の地理学研究の論文

において地形図は全く利用されていない。1937年に東

京文理科大学の卒業論文を提出した赤嶺康成の「沖縄

県における甘蔗栽培及び含密糖生産に関する地理学的

研究」の内容を見ると当時の地形図を利用した地形跡

がみられない。分布図のなかには縮尺を欠いているも

のがみられる状態でその表現は当時のレベルからして

も稚拙としかいいようのない内容である。琉球大学で

地理学教室を創設した赤嶺教授は沖縄の掛地図作製を

手がけた最初の地理学者であり、他方では地図の収

集・整理・保管に熱意を注いでおられた。 

 沖縄県における陸上戦中に、地図にまつわる哀しい

事件が惹起したことは現在沖縄県でもあまり知られて

いない。なぜか、人びとはこの事件について語ること

をはばかる雰囲気がある。あらましは次のとおりであ

る。戦時中、沖縄本島の本部半島の山中の伊豆味小学

校の校長が、なぜか沖縄県のさる場所の地形図一葉を

所有していたことが唐突にも日本軍によって発覚され

たという。柏書房の「解題」清水靖夫による「沖縄県

の地形図について」によれば 1/5 万地形図の一部は一

般にも購入できたことが記されている。当の校長がい

つどこでその地形図を入手したかは全く未詳である。

しかし、その地形図が露見したのは唯一の陸上戦が進

行中の沖縄本島であったことである。このような緊張

し混乱した状況下で校長はスパイ罪に問われて、即殺

害されたのである。 

 以上のことから、いわゆる戦前に作製発行された沖

縄県の地形図の現物を、手にとって観た者は沖縄では

かなり少数であるらしい。それ故、多くの人びとにと

ってそれは「幻の地形図」といえなくもない。ここで、

筆者がこの幻の地形図と遭遇したことを記しておこう。

極めて個人的で身近な体験である。それに場所も日本

でなくアメリカ合衆国においてである。留学時代のメ

モが散逸して正確に記することはできないが、1964年、

フロリダ大学（ゲインズビル市）の地理学教室の主任教

授が図書館が沖縄の地形図らしきものを入手した情報

を伝えてくれた。沖縄戦で衛生兵として参戦した経験

のあった主任教授と二人で図書館を訪れた。アメリカ

の大学ではワンフロアのかなりのスペースは大小さま

ざまの地図用キャビネットが占領している。当時、沖

縄から最も遠いアメリカの大学に沖縄の地形図が保管

されていることに驚きかつ不思議でならなかった。そ

の地図にはまだ整理手続がされておらず、事務室近く

のキャビネットに保管されていた。「この地図はさる筋

の方から寄贈を受けたものである」と司書嬢は説明し

ながら地形図を見せてくれた。まさしく沖縄の地形図

であった。それは2万 5分の 1の地形図のセットであ

ったと思う。生まれて初めて正真正銘の現物を手に触

れてみる機会を与えられた瞬間であった。図幅数は10

数葉であったという記憶しかない。しかし、地形図の

裏面には関東軍の「球部隊」のゴム印が捺印されてい

たのは今でも鮮明に記憶に残っている。 

 太平洋大戦中、米軍は陸地測量部作製の地形図をベ
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ースマップにし独自の地形図をつくり、空爆、上陸作

戦を実施している。文献資料によれば米軍は1/5万地

形図と1/2.5万地形図を発行したという。しかし、1/5

万地形図については現物図幅を確認していない。米軍

は日本の地形図に方言の地名を記入し、海域海岸の水

深地形地質、魚垣などの人工構築物の有無、魚介類や

海藻・草の分布をことこまかく調査し地図を作製した

という。その場合、上陸予定の糸満市から知念村にま

たがる海岸と海域と北谷町から読谷村にまたがる海域

と海岸についての調査はそれぞれ地域出身の移民を聞

取り調査対象に行ったという。かつて琉球大学教授で

あった太田昌秀名誉教授から教示を受けた情報である。 

 同様の情報は、米須興文著『マルスの原からパルナ

ッソスへ－英文学の高峰に挑んだ沖縄少年』2004 年、

影書房）にもみえる。少し長い引用になるが記すこと

にする。 

 

･･･、更に太平洋戦争の全局面において、日本軍は兵

力、補給、情報等への合理的な配慮を怠りました。一

方米軍は、作戦において徹底した合理主義を貫くこと

はもちろん、作戦発起前の段階でも周到、かつ合理的

な準備を行っていました。私が留学した大学の外国人

留学生アドバイザーの教授は、沖縄戦に備えて沖縄本

島の地図を作る作業に参加した情報参謀だったそうで

すが、この教授が見せてくれた地図を見て、地名がす

べて沖縄口（うちなーぐち）の読み方になっているのに

驚嘆しました。沖縄系住民の一世から得た情報なのだ

そうです。地名に限らず、米軍は沖縄全般について詳

細な情報を事前に収集していました。それは、沖縄の

産業や人口や教育等の活字情報はもちろん、沖縄移民

の接見で得られたきめ細かな情報を含んでいました。

たとえば、沖縄の指導者のリスト、本土からの差別状

況など、一見戦闘には直接的に役立ちそうにないが、

住民の宣撫には大いに威力を発揮する大量の情報でし

た。（66頁） 

 

 米軍作製の1/2.5万地形図の特徴のひとつとして海

岸近くの地形表現があげられる。等深線に加え裾礁の

分布がこと細かに表現されており、近海の海図として

も利用できるように配慮されている。 

 太平洋戦争敗戦後、日本はGHQの支配下に置かれた

が、沖縄県と奄美諸島は直接管理されたことは、沖縄

県域から東アジアの政治情勢にかんがみ、地政学上「太

平洋の要石」として軍事的重要性を認識していたこと

をうかがわせる。中国の共産党支配による政権の樹立

とソ連の脅威、さらに朝鮮戦争勃発によりいやがうえ

にも沖縄県の基地としての重要性が強調された。 

 米軍基地の恒久的施設の建設を伴い、米軍は沖縄に

おいて米軍政府と群島政治の整備を推進し、基地支配

の基幹として、警察権は勿論のこと、水資源、道路、

電力、金融資本の管理を整備実施した。これに平行し

て、沖縄県地域の自然環境・資源に加え、民族・地理

や産業の諸分野の基礎調査を推進した。ここでは地図

にかかわる範囲で述べることにする。米軍はUSGS、農

務省、諸大学などの機関の協力のもとに沖縄地域の地

質、土壌、生物、鉱物資源などについてかなり精密な

調査を実施し、Stratigic Study of the Ryukyu-Retto

のレポートを10冊余にまとめて出版している。その一

例として手元にあるMILITARY GEOLOGY OF OKINAWA- 

JIMA、RYUKYU-RETTO,1959 を挙げておこう。 

 基地使用において必要な情報は、地図であることを

多言を用しないであろう。日本の陸軍が地形図作製を

担当したことはよく知られている。故に、精度の高い

より地形図の作製は基地建設と沖縄統治のための基本

的条件整備であったといえる。1/2.5万地形図は米軍

が必要に応じて改訂したかについてはそれを確認する

情報を持ち合わせていない。今のところ、手元にある

地形図には米軍基地の分布も克明に表現されているこ

とを記しておく（付図1参照）。だが、米軍はより大き

い縮尺の地形図の作製を自らの情報に基づいて行った。

それは我々にはなじまない4,800分の1の地形図であ

る。それは等高線5フィートに原因しているからであ

ろう。 

 多色刷の地形図は読んでいると興味にみちた情報を

提供する。建造物は黒色で統一して表現している。特

に基地の建造物については文章を添えて説明を加えて

いる。つまり基地中心の地形図造りを素直に表現して

いる。一般住民の集落、居住地と基地の境界を示す記

号はかなり不明である。農業工地利用においては何故

か日本の凡例を使用して水田地域が表現されている。

この地形図作製に使用された航空写真は1947年から

1948年に撮影されたものである。当時、沖縄本島は陸 
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付図１．索引図 出典：都市科学研究所、那覇

戦で灰じんの状態から脱却して外地から引揚げてく

人びとの流入し、その上多くの農地が米軍基地に無

件に使用され、食糧増産運動のためかつての天水田

再度水田として利用されている状況を如実に記録し

いる。畑地については凡例がまったくない。 

ビルトアップされた場所については赤線で主要道路

を記入し、復帰時まで使用された道路番号が既に付記

されている。例えばHigh Way 1は現在の国道58号、

No.13は国道329号というように。H.W.1は道路を拡幅

し、いとも簡単な排水溝をほどこし、道路の両脇には

しばらくの間、電柱は設置されず、かなり広い道路が

目立つ空間をつくっていた。一時期、米軍は平坦な道
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路を緊急用滑走路として使用する意図により道路建設

を行ったという。このように、道路は米軍基地利用の

立場から、土地所有者の同意など関係なく可能な限り

直線化し拡幅して建設された。そして、復帰後は米軍

が建設した道路を整備して今に至っている。 

 建造物が広がる空間では、米軍基地の施設が道路と

同様に建設され、その大きな空間は特に嘉手納以南の

地域に目立って分布している。一方、基地として利用

されていない場所では、そのまま空襲・艦砲射撃・地

上戦によって灰燼に帰し、わずかに破壊からまぬがれ

た人家と畜舎が点在する集落の状況が見られる。その

典型的な事例として糸満市の摩文仁、米須一帯の農村

の風景があげられる。 

 那覇市域は敗戦直後は米軍の物資集積地とし利用さ

れ帰郷は禁止されていた。あまつさえ、嘉手納空港地

域から宜野湾・浦添・那覇・小禄・豊見城などの地域

において、基地ハウジング建設のため多くの集落が消

滅した。この大縮尺の地形図を読んでいると、そのま

ま沖縄の戦後史の一編が鮮明にみえてくるが、ここで

まとめておきたい。 

 付図2は4800分の1地形図の図幅配置図である。地

図は米軍が1947年に空撮した航空写真に基づき独自

の手法で作製した地図である。図幅数は218枚である。

その範域は石川地狭以南の沖縄本島をカバーしている。

偶然にも陸地測量部が作製した1/2.5万地形図の範域

にほぼ一致する。地図作製は各図幅の注に記されてい

るようにGHQの指揮のもとに行われ、その大半は1949

年に完成している。筆者は1966－1967年にかけて当時

キャンプ桑江（米軍名称キャンプレスター）にあった米陸

軍工兵隊（DE）事務所を訪れ、地図の収集を試みたこと

がある。赤嶺教授の許可のもと学生を伴い手書きでト

レイシングペーパーを使用して地質図、土壌図などの

複写を行った。その際、2階建ての空間を有する倉庫

のような大きな建物の中で粗雑な木製の箱棚に保管さ

れている4,800分の1地形図の一部を見せて貰ったこ

とがあった。後日、ワンセットを提供しようと担当官

からの口約束をしながら、非常勤講師の立場上、その

実現はかなえられず終わった。 

 筆者が二度目の米国留学のハワイ大学から帰郷した

のは、沖縄の日本復帰の翌年の1973年の3月であった。

既に定年退官された赤嶺先生は米軍からの連絡を受け

工兵隊に出かけ米軍が提供してくれた4800分の１地

形をピックアップ一台分を貰い受けてきたという。そ

の成果はモザイクにして3本の掛地図にまとめられて

いた。後日談だが、大量に放出されたこの地形図の紙

は那覇市の公設市場で鮮魚や生肉などの包み紙として

使用されていたという。 

 米軍による沖縄の軍事的統治は、1945年6月の沖縄

における日本軍の降伏後しばらくは海軍によって掌握

されていたが、やがてその統治管轄は陸軍に移り、1972

年の沖縄の日本復帰を契機に海兵隊に移譲され現在に

いたっている。筆者は1973年からしばらくキャンプ端

慶覧（Camp Foster）にあった海兵隊の不動産管理事務所

を訪れ地図に関する資料収集を行った。雑多な地図の

提供を受けたが、その中に4800分の１の地形図が作製

途中で放置された地形図があった。つまり、1952年の

日米講和条約が決定した頃に、沖縄本島の北部から奄

美大島の部分は作製を中止した形跡がうかがえた。し

かしながら米軍は、これまでに公表した石川地峡以南

の218枚の図幅の他に、既存の基地が位置する地域に

ついては4800分の１の地形図を作製していたらしい。

つまり、沖縄本島石川地峡以北のキャンプ・ハンセン、

キャンプ・シュワブ、八重岳通信所（本部半島）、北部

訓練場、伊江島補助飛行場などが位置する地域につい

ては虫食い状態だが同スケールの地形図が作製されて

いる可能性が高い。筆者は1975年、名護市役所久志支

所でキャンプ・シュワブをカバーする地形図数枚を確

認したがその詳細は残念ながらメモ帳が見つからない。

いつの間にか、沖縄の米軍基地における地図などの情

報収集のアクセスは、防衛庁施設事務局が立ちはだか

りほとんど不可能な状態に至っている。 

 

参考文献 

島袋伸三「沖縄の地形図」『南島の地名』第３集、1988、

78～87頁 

清水靖夫、浅井辰郎、小林茂，安里進『大正・昭和琉

球諸島地形図集成』解題、柏書房、1999、47ｐ. 
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付図 2．索引図 出典：都市科学研究所、那覇 
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４．資料整理報告 

 

ここには、甲府市在住の古屋俊助氏から大阪大学に寄贈していただいた『兵要地
誌』類に付載された地図の目録を示している。地図が『兵要地誌』の主要構成要素
であることを理解いただきたい。また最初に示した古屋氏の略歴では、特務機関に
おける情報収集等の実態についても紹介している。 



古屋俊助氏寄贈『兵要地誌』類所収の地図に関する目録 
 

このような貴重な資料を寄贈してくださり、また貴

重なお話を聞かせていただいた古屋氏ならびにご家族

に感謝申し上げたい。またご寄贈から目録の刊行まで、

このように時間が経過してしまったことにつきお許し

をいただけたらと考えている。 

ここに掲載するのは、古屋俊助氏(山梨県甲府市在住)

が大阪大学に寄贈してくださった『兵要地誌』および

それに関連する資料に付載された地図の目録である。

古屋氏は後述するように旧軍人で、第二次世界大戦直

後にここで紹介する『兵要地誌』類を入手され、それ

までの軍事的性格に配慮して長期間家族にも話さず秘

匿されていた。日本経済新聞に掲載された、私たちの

外邦図研究に関する記事(2004年1月31日、文化面[36頁]

「日本軍の地図大量に保存：アジア太平洋地域研究活用へ期

待」)をたまたまご覧になった古屋氏は、担当記者の松

岡資明氏にこれらの資料につき連絡された。松岡氏よ

りこのことについて連絡をうけた小林は、電話で古屋

氏にお願いして、この『兵要地誌』類の表紙の写真を

送っていただいた。この上で2004年 11月20日に、小

林にくわえ、兵要地誌の研究に従事してきた源、大学

院生の渡辺が甲府市の古屋氏宅におうかがいして資料

を拝見し、古屋氏がこの資料を入手された経過をうか

がった。やはり後述するように、古屋氏は第二次世界

大戦終結まで、特務機関に勤務しておられ、これにつ

いても興味ぶかいお話をうかがうことができた。古屋

氏は、すでに上記資料を学術研究に供するため、大阪

大学に寄贈する意向を固めておられ、私たちはこれら 

この目録は、以上のような経緯で提供していただい

た資料を学術的に活用するために作製したものである。

作業には大阪大学大学院博士前期課程の折橋幸代さん

(2006 年 3 月修了)および同文学部学生の多田元信君

(2006年3月卒業)があたった。ここに記して折橋さんと

多田君に感謝したい。 

以下、古屋氏の略歴、寄贈資料の特色について要点

を述べ、本資料の解題としたい。なお古屋氏は、第二

次世界大戦終結時には中国大陸山東省におられ、引き

揚げにあたって特務機関勤務の経歴から中国側当局に

逮捕されるおそれがあったため、身辺の記録等を一切

処分された。このため、同氏の履歴の時期については、

確認が困難な点もあることをあらかじめ付記しておき

たい。 

 

古屋俊助氏の略歴  

古屋俊助氏は1915(大正4)年 12 月の生まれで、山梨

で小学校を卒業した。進学の希望があったが、不景気

でこれがかなわず、伊藤博文の娘婿の末松謙澄

(1855-1920)子爵家の執事をしていた叔父をたより、政

治家・実業家であった河合良成(1886-1970)の弟、鉄二

氏(その妻は川崎財閥の川崎八右衛門の長女という)の書生

となった。この家は麻布六本木にあった。のち神田に

あった東京商業学校(現東京学園高等学校)に入学し、卒

業後は川崎貯蓄銀行に就職して、渋谷支店に配属され

た。これはハチ公の像の真後ろにあったという。 

の資料をお預かりすることとなった。そのご大阪大学 

 

 1937(昭和12)年 1月、21歳で甲府の歩兵第49連隊に

入営した。同連隊は1936(昭和11)年の2.26事件の鎮圧

に参加、同年5月に歩兵第3連隊(麻布)、歩兵第57連

隊(佐倉)とともに第1師団に編成され、満州に派遣され

ていた。留守隊に入営した古屋氏は、1 月末には宇品

から大連経由で北安(現中国黒竜江省)にむかった。黒河

(現中国黒竜江省)で 3ヶ月の初年兵教育を受けた。その

写真 1 古屋俊助氏ご夫妻近況（2005 年 12 月 24 日） 

への寄贈手続きが終了してのち、2005年 12月24日に

再度小林が古屋氏宅にうかがい、大阪大学図書館長名

の感謝状を古屋氏に差し上げることとなった（写真1）。 
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ご日本本土にもどり、陸軍教導学校で第11期生として

約半年間の下士官教育をうけた。はじめは豊橋の教導

学校に1ヶ月間おり、のちに熊本の教導学校に移った。

12月に満州にもどったが、本隊はソ連国境の神武屯に

移動していた。そこで陣地構築にあたり、徴集された

現地人の作業員の監視をおこなった。 

 甲府では歩兵第 149 連隊を編成することになり

(1937[昭和12]年 8月)、神武屯にきてから半年ほどたっ

て、その要員として甲府に帰った。1938(昭和 13)年に

は、陸軍戸山学校にはいり約半年間甲種学生として剣

道と体操、さらに救急法などの訓練をうけ、また甲府

にもどった。 

 1941(昭和16)年 11 月になり、長沙会戦(1941年 9～10

月)で打撃を受けた原隊(歩兵第 49 連隊)の補充要員とし

て派遣されたが、1 ヶ月足らずで北支那方面軍の特務

機関に配属された。機関長は横田という中佐であった。

着任後すぐに保安隊(王兆銘の南京政権のもとにあったと

考えられる)に派遣されてしまったので、その組織につ

いては、よくわからないが、本部は天津にあった。保

安隊は中国人により構成されており、その任務は八路

軍のゲリラ活動対策であった。司令官は旅団長の除亜

平という人であった。その指導という名目で、士官1、

下士官 1、兵 3 という構成の日本人軍人が通訳と現地

人の協力員構成もあわせて、1000人程度の部隊に派遣

されており、その一員(古屋氏は少尉)であった。 

保安隊での古屋氏らの任務は、軍事訓練をしながら

の情報収集で、たとえば渡河訓練をさせて川の水深や

渡河可能性をさぐり報告した。また集落へ行くときは、

画板にはった紙に建物をえがき小さな地図として、井

戸のありかや水質も記入した。作物や湿地帯、道路の

交通可能性も調査して月報に報告した。湿地帯には夏

場は蚊が多く、マラリアの調査もさせられた。今考え

れば、作戦図のもとをつくるような仕事であった。1000

人もの中国人のなかで、たった 5 名の日本人というこ

とで心細く、はじめは軍刀や拳銃をもって就寝した。

保安隊ではソ連を仮想敵国と考えており、その戦車を

想定して火炎瓶を投げる訓練もおこなった。 

 1942(昭和17)年末～1943(昭和18)年初めになって、独

立混成第 9 旅団に配属替えになって、山東省の棗荘に

行った。中興炭坑という製鉄に使える石炭を採掘する

炭坑の警備をしていた。第二次世界大戦終結まえに参

謀本部詰めの内命があったが、戦局のため赴任できな

かった。終結後になって、特務機関時代の部下の中国

人の李という人が来て、古屋氏の名前がすでに中国当

局の逮捕予定者リストに記載されていると伝えたので、

軍服を変え、服はふつうの兵のものを着用した。また

北支那方面軍の折田参謀が来て、所持していた私物を

焼却するようにいわれたので、そのとおりにした。 

 棗荘からの引き揚げにあたっては、炭坑関係の居留

民 300 名、兵 300 名と徒歩で青島にむかった。途中中

国軍に包囲されたときには、中国語のできる古屋氏が

使者となって話し合い、移動を続けた。1946(昭和 21)

年 5月に佐世保に帰着した。もどってみると、1945(昭

和20)年 5月17日付けで勲六等に叙されていた。 

 復員してから参謀本部の杉山元元帥(1880-1945、1945

年 9 月に自決)のところにいた田村治平という人から東

中野に行けといわれ、ある屋敷の倉庫にあった『兵要

地誌』を鞄に詰められるだけ詰めて持ち帰った。戦争

中なら、こういうものを持ち出せば軍法会議にかけら

れたと思い、特務機関にいた頃に調査した地域の兵要

地誌を選ぶ余裕はなかった。持ち帰った『兵要地誌』

は、長い間秘匿していた。 

 古屋氏は 1950 年代以降、自由民主党の金丸信氏

(1914-1996)の後援者になり、選挙運動に参加した。金

丸氏を中心に、佐藤栄作氏(元首相、1901-1975)、天野久

氏(山梨県知事、1892-1968、のちの山梨県知事、天野建氏の

父)などとともに撮影した写真を保持している。またフ

ィリピンのレイテ島・セブ島で多数の戦死者を出した

歩兵第49連隊の遺骨収集事業にも関係していた。増田

甲子七氏(1898-1985)が防衛庁長官に就任していたとき

(1966-68[昭和41-43年])に遺骨収集の資金を得ることを

思い立って、金丸氏と所持していた『兵要地誌』を防

衛庁に持っていったことがあるが、軍縮時代でそのよ

うな資料を購入する予算は組めないということになり

持ち帰った。そのご防衛庁より『兵要地誌』を戦史編

纂のために借用したいという依頼があり、それに応じ

た。これ以後は人に見せてもよいと思うようになり、

甲府の連隊長をしていた人にも見せたことがある。 

 またベトナム戦争の直前頃に、アメリカ大使館より

『兵要地誌』を閲覧したいという内容の手紙が来たこ

とがあったが、防衛庁に相談してこれには応じなかっ

た。所蔵の『兵要地誌』の中にはベトナムに近いとこ

 78



ろのものもあるから、このような依頼があったと思っ

ている。 

この『兵要地誌』は長い間秘密にしていたもので、

特務機関員をしていたこともあり、復員してからも気

にかかって夜眠れないこともあった。これを学術用に

寄贈すれば、ようやく自分の戦後がおわるような気持

ちである。 

 

以上、古屋氏の略歴を紹介しながら、『兵要地誌』類

の入手とその後の経過を述べた。古屋氏の軍歴は、所

蔵されておられる『兵要地誌』の編集等には直接の関

係をもたないが、特務機関員の職務内容はまさしく『兵

要地誌』あるいは兵要地誌図(小林, 2003)のための情報

収集であったといえよう。なおこの時期の中国北部の

特務機関について、秦編(1991, 375 頁)は、つぎのよう

に述べている。 

写真 2 古屋氏寄贈資料 

『漢口ヲ中心トスル中部支那気象便覧』参謀本部

(18.8×12.7cm、35頁) 

表紙の一部が破損している。表紙に「部外秘」

と印刷し、その上に「軍機取扱」の朱印を押す。

第1頁の凡例に「昭和十三年六月」と記す。 

本資料は、刊行時期とタイトルからみて、日中戦争

の開始(1937[昭和12]年)後、南京を占領されて漢口にう

つった国民政府を攻撃する「漢口作戦」(1938[昭和 13]

年)に参加する部隊のために作製されたものと考えら

れる。 

支那事変勃発後は北支那方面軍に特務部が置かれ

た。(昭和)13～14年にかけて各省ごとに特務機関が

置かれ、省名を付して、たとえば「河北省特務機関」

と称し、さらにその下部に支部的な特務機関が置か

れ、軍政、宣撫工作、情報収集等にあたった。 
つぎにこれら 9 点の資料の位置づけにうつりたい。

『兵要地誌』に関する網羅的な目録はまだ作製されて

いないが、これまでの研究では源(2000)がかなりくわし

い書誌を付したものを示している。また元大本営参謀

であった渡辺正氏の所蔵資料の「兵要地理調査ニ関ス

ル回答資料」のなかの「兵要地誌調製書類目録ノ一例」

(渡辺正氏所蔵資料集編集委員会, 2005, 81-83 頁)に

も目録がみられる(ただしタイトルのみ)。これらには、

ここで紹介する多くの資料が記載されている。9 点の

資料のうち、源(2000)に記載されていないのは、『廣西

省兵要地誌概説』、『北支軍需輕工業原材料現地調辨ニ

關スル調査報告書』、『漢口ヲ中心トスル中部支那気象

便覧』の 3 点のみである。また「兵要地誌調製書類目

録ノ一例」には、『廣西省兵要地誌概説』もみられ、記

載されていないのは、『兵要地誌』としてはやや特殊な

2点のみとなる。 

古屋氏のお話は、こうした特務機関の現場における活

動がどのようにおこなわれたか示すものといえよう。 

また古屋氏は、第二次世界大戦後になって時間が経

過しても、軍事秘密になっていたものを密かに所持し

ているということに緊張を感じる旧軍人の思いを強調

された。戦前の軍事秘密に関する規制を戦後になって

もつよく意識し、当時の秘密事項について話すのを躊

躇されるのは、外邦図に関与された方の場合にも共通

する。今回提供していただいた資料は、当時そのよう

に位置づけられていたことに私たちも留意すべきであ

ろう。 

 

古屋氏提供資料の検討 

 つぎに古屋氏に提供していただいた『兵要地誌』を

はじめとする資料について、その性格を簡単に検討し

ておきたい。資料は全9点（写真2）で、このうち8点

については書誌的データを目録に記している。あとの

1 点は地図を掲載しておらず、目録にないので、以下

にこれを記しておきたい。 

ところで、古屋氏寄贈の資料の多くには「参本機秘

密室○○号」と記した印が押されており、「○○」の部

分には番号が手書きで記入されている。この「参本機

秘密室」はもとの収蔵機関の可能性もあるので、元大

本営参謀として、第二次大戦末期に兵要地誌班を担当
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されておられた上記渡辺正氏(金窪, 2005)におたずねし

たが、「参本」は参謀本部の略と考えられるが「機秘密

室」についてはご存知ないとのことであった。 

さて、上記9点はいずれも中国を対象としているが、

刊行時期からみると 1937(昭和 12)年～1941(昭和 16)年

のものと、1943(昭和 18)年以降のものに分けて考える

ことができる。前者の『兵要地誌』はそれほど厚くは

なく、一般的な地誌という性格がうかがわれるが、後

者は厚く第 2 次世界大戦後半の軍事的緊張を反映して

いる。 

たとえば『雲南省兵要地誌概要』(昭和 15 年)と同じ

タイトルの『雲南省兵要地誌概要』(昭和 18 年)と比較

すると、前者は厚さが 1.5 センチにすぎないのに後者

になると 9 センチに達し、目録にみられるように地図

の数も飛躍的に増加している。これは後者の第一章、

用兵的観察の第一節、要旨にみられる、「本省ハ‥‥支

那事変前ニ於テハ未開ノ蛮域ニ属セシモ事変ノ進展ニ

伴ヒ援蒋路ノ通路トシテ其ノ価値ヲ急速ニ増大セリ」

(1頁)という事情を反映したものとみてよい。日本軍に

よって東シナ海および南シナ海沿岸からの物資補給ル

ートを断たれた国民政府は、ビルマ・雲南省を経由す

るルートに大きく依存するようになる。日本軍はビル

マ側より雲南省に侵入して、1942(昭和 17)年 5 月には

この一端である怒江の渡河地点を占拠して陸上交通を

遮断する(小林・渡辺・鳴海, 2005)が、空路による連絡

はつづき、雲南省は戦略的に重要な地域になっていた

のである。 

他の地域の兵要地誌についても同様で、『江西省兵要

地誌概説』(昭和18年12月)の同様の同じ項目では、ア

メリカの航空基地としての江西省の役割が強調されて

いる。1943(昭和18)年 11月には、江西省の飛行場を基

地とする米軍機により台湾空襲がおこなわれた。

1944(昭和 19)年 6 月には、さらに日本本土への空襲が

開始された(臼井, 1967, 162-165頁)。 

 このように軍事情勢が反映された、1943(昭和 18)年

以降に刊行された『兵要地誌』には、いずれも冒頭の

「緒言」で依拠したおもな資料をあげている。もっと

も刊行時期の遅い『廣西省兵要地誌概説』(昭和19年 2

月)の場合、①南方軍總司令部調製廣西省兵要地誌概説

(昭和18年11月)、②北部仏印警備司令部調製廣西省兵

要地誌概説(昭和 17 年 9 月)、③同西南支那兵要地誌資

料ノ一(廣西省兵要衛生資料) (昭和18年 7月)、④支那派

遣軍總司令部及南支那派遣軍司令部調製五十万分一南

支方面兵要地誌図、⑥其ノ他現地軍提出諸資料竝ニ諸

文献等、と資料を示し、他にも多くの『兵要地誌』が

現地部隊により作製されていたことが判明する。 

 こうした『兵要地誌』に含まれている地図について

も根拠資料について言及するものがあり、たとえば『雲

南省兵要地誌概要』(昭和 18 年)の附図第十八「昆明市

重要施設竝ニ外国権益図」では、「本図ハ昭和十七年十

二月迄ニ蒐集セル資料ヲ綜合セルモノ」と記している。

ここでいう資料がどのように収集されたかにはふれて

いないが、最新の情報を利用しようという姿勢がうか

がえる。 

 以上のようにみてくると、地理的情報に関する日本

軍の活動の一端をうかがうことができるが、これにさ

らにアプローチするには、現地部隊の情報活動に関す

る検討がさらに要請されているといえよう。古屋氏か

らうかがった特務機関での活動は、その一端を示すも

のとして貴重であり、同氏にはこの点でも感謝申し上

げたい。 

なお、これまで兵要地誌につき多くの資料を提供し

て下さり、電話での問い合わせにも対応して下さった

渡辺正氏に、ここに記してお礼申し上げたい。 

       （文責：小林 茂・源 昌久・渡辺理絵） 
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表題

書誌

章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

附圖 北支有線通信網要圖 37.9×50.0 ― 多色刷 公衆電線、軍用・省用電線（主トシテ電話）、公衆電信、鐵道電信

表題

書誌

章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

附圖第1 地勢概見圖 53.3×69.0 250万分1 多色刷 ―

附圖第2 主要自動車道路網 45.4×48.0 250万分1 多色刷
自動車道、工事中及未完成自動車道、既成鐵道、路盤完成鐵
道、計畫鐵道

附圖第3 滇越鐵道諸元圖表 73.0×50.0
100万分1
ほか

単色
刷、多
色刷

滇 滇［備考：（一） 越鐵道（100万分1）、（二） 越鐵道施設一覧表、
（三）海防-昆明間線路縦斷面圖（200万分1）］

附圖第4 通信網一覽圖 29.0×34.2 ― 単色刷 直列式モールス機、交換器、無線電信、架空電線

附圖第5
飛行場同候補地並民間航空路
一覽圖

53.5×68.0 250万分1 多色刷
中國航空公司（米支合弁）、欧亞航空公司（獨支合弁）、英國系
會社・運行線、飛行場所在地、飛行場候補地、標高

附圖第6 獸疫濃感染地帶概要圖 32.1×44.9 ― 多色刷 ―

附圖第7
昆明市街敵重要施設並外國權
益要圖

74.9×89.8 5千分1 多色刷
街港、道路、小徑、鐵道、城墻、圍墻、橋梁、地界、土堤、山脈、
岩石、河流水塘、環城公路、田、菜園、墓地、草地、桑園、針葉
樹、濶葉樹、銅像、塔牌坊

附圖第8 人口密度要圖 59.5×52.3 ― 多色刷 縣別人口密度區分表（省略）

附圖第9
滇越鐵道沿線各縣米及雜穀消
費概況圖

55.5×47.8 ― 多色刷 ―

附圖第10
滇越鐵道沿線各縣米及雜穀其
ノ他流動要圖

52.2×43.7 ― 多色刷 ―

附圖第11 滇越鐵道沿線各縣畜産概況圖 54.3×48.5 ― 多色刷 ―

表題
書誌

章構成
図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

附圖其ノ1 昭和十三年度羊毛蒐集圖 53.9×71.5 200万分1 多色刷

蒐集經路、還送經路、蒐貨地又ハ支廠出張所及派出所々在
地、國界、省界・聯盟界、縣界、道界、盟界、旗界、特別市、首
府、省公署・自治政府、道公署、縣公署、盟公署、旗公署、鐵道
及站名、長城、河川及湖泊、運河

附圖其ノ2 昭和十四年度羊毛蒐集圖 53.3×730. 200万分1 多色刷
國界、省界・聯盟界、縣界、道界、盟界、旗界、特別市、首府、省
公署・自治政府、道公署、縣公署、盟公署、旗公署、鐵道及站
名、長城、河川及湖泊、運河

附圖其ノ3 昭和十三年度線別羊毛蒐集圖 53.5×67.7 200万分1 多色刷
國界、省界・聯盟界、縣界、道界、盟界、旗界、特別市、首府、省
公署・自治政府、道公署、縣公署、盟公署、旗公署、鐵道及站
名、長城、河川及湖泊、運河

附圖其ノ4 昭和十四年度線別羊毛蒐集圖 53.5×68.1 200万分1 多色刷
國界、省界・聯盟界、縣界、道界、盟界、旗界、特別市、首府、省
公署・自治政府、道公署、縣公署、盟公署、旗公署、鐵道及站
名、長城、河川及湖泊、運河

表題
書誌

章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

挿図第1 雲南省概見圖 62.1×65.7 250万分1 多色刷
主要道路、同右幹線、其他ノ主要道路、破壊セル道路、既設鐵
道、未設鐵道、航空路、國境、省境、主要河川、同右舟運アル區
域、主要飛行場、銅産地、鉛産地

挿図第2
「タンチユイ」-開化／「マンメイ」
-開化間道路縱斷面圖

27.7×36.3
縦2万分
1、横50万

単色刷 ―

挿図第3
開化-江那-得安-阿迷／開化-
馬塘-蒙自間道路縱斷面圖

28.6×40.3
縦2万分
1、横50万

単色刷 ―

古屋俊助氏『兵要地誌』類所収地図目録（刊行時期順）

雲南省兵要地誌概説

參謀本部、昭和18年4月15日調製、備考：「軍事秘密」（印字）、「參本機秘密室41号」（印）

第一章　用兵的觀察、第二章　地形、第三章　交通、通信、第四章　航空、　第五章　氣象、第六章　衞生、第七章　宿營及給養

附圖11枚、附表6枚

昭和16年5月20日、參謀本部、備考：參本機秘密室第 号

雲南省兵要地誌概説

大本營陸軍部、昭和15年7月20日調製、備考：「軍事極秘第242號」（印字）、「參本機秘密室626号」（印）

第一章　用兵的觀察、第二章　地勢ノ概要、第三章　河川、湖沼、濕地、第四章　主要自動車道、第五章　鐵道、第六章水運、第七
章　通信、第八章　航空、第九章　氣象、衞生、第十章　主要都市、第十一章　土著種族、第十二章　宿營、給養、第十三章　度量衡

北支軍需輊工業原材料現地調辨ニ關スル調査報告書 第二部 羊毛、毛皮、皮革 別冊其ノ一附圖竝ニ統計表（羊毛）

附圖ノ部、統計表ノ部
挿圖4枚、挿表5枚

挿図8枚、附圖25枚

平津地方（河北省北部）兵要地誌概説

參謀本部、昭和12年8月20日調製、備考：「秘第95號」（印字）

第一章　用兵的觀察、第二章　地形、第三章　運輸、第四章　通信、第五章　気象、第六章　宿營・給養、第七章　衞生

附圖1枚



挿図第4 蒙自-新街間道路縱斷面圖 20.9×36.6
縦2万分
1、横50万

単色刷 ―

挿図第5
蒙自-昆明間東側／西側道路
縱斷面圖

26.4×109.0
縦2万分
1、横50万

単色刷 ―

挿図第6
滇川 東公路（瀘縣-曲靖間）道

路縱斷面圖
27.3×62.2

水平100万
分1、垂直
1万分1

単色刷 ―

挿図第7
滇川 中公路（昆明-東川-叙州

間）道路縱斷面圖
20.9×59.5

水平100万
分1、垂直
1万分1

単色刷 ―

挿図第8
滇川 西公路（昆明-西昌間）道

路縱斷面圖
20.9×47.5

水平100万
分1、垂直
1万分1

単色刷 ―

附圖第1 雲南省地勢概況要圖 53.5×72.0 250万分1 多色刷
省境、山脈、河川、主要自動車道、其ノ他ノ主要道路、鐵道、同
右破壤セル部分、昆明／1980：昆明ノ標高1980米

附圖第2 雲南省作戰概況要圖 73.5×89.8 150万分1 多色刷
自動車道、同右舗装ヲ有スルモノ、輜重車輛道、經路不明若クハ
要偵察道、省境、主要河川

附圖第3 雲南省主要交通網圖 59.0×73.0 250万分1 多色刷
自動車道、同右經路要偵察道、輜重車輛道、駄馬道、舟艇航行
河川、同右計畫線、既設鐵道、未設鐵道、省界

附圖第4 雲南省自動車道一覽圖 59.0×73.0 250万分1 多色刷
自動車道、仝右經路不詳及要偵察區間、建設中ナリヤ完成セル
ヤ不明ナル公路、破壤區間、主要經過地点、舗装ヲ有シ概ネ四
季ヲ通ジテ使用可能ナルモノ

附圖第5 雲南省主要隊商路一覽圖 69.0×52.5 200万分1 多色刷 省境、自動車道、隊商路（輜重車道）、同右（駄馬道）

附圖第6 滇緬公路要圖 75.9×53.0 ― 多色刷
著陸場、主要飛行場、（大型機ノ使用ヲ許スモノ）、自動車道（公
路）、隊商路、鐵道通車區間、仝右未完成線、國境

附圖第7 滇黔公路要圖 53.5×75.4 250万分1 多色刷
標高（省略）、距離（省略）、鐵道通車區間、自動車道、大型機ノ
使用ヲ許ス飛行場、着陸場

附圖第8 滇緬鐵道一覽圖 53.4×65.1 100万分1 多色刷 通車區間、鐵道豫定線、自動車道路、一般道路
附圖第9 叙昆鐵道一覽圖 46.4×55.4 100万分1 多色刷 通車區間、公路、駄馬道、鐵道予定線
附圖第10 滇越鐵道一覽圖 75.5×53.3 100万分1 多色刷 配屬機関車、給水設備、轉車台
附圖第11 雲南省地方主要河川調査圖 51.0×75.0 250万分1 多色刷 汽船可航區域、民船可航區域、水運開發計画、省境

附圖第12 雲南省通信網一覽圖 41.9×44.4 ― 多色刷
直列式「モールス」機、交換機、無線電信、架空電線、自動車
道、仝右破壤區間、一般道路

附圖第13
雲南省航空路線及飛行場概見
圖

59.0×70.8 250万分1 多色刷

飛行場所在地、空軍電臺、修理工場、貯油所、彈薬庫、製作
所、格納庫、氣象臺、大型機ノ發著可能ナル飛行場、一般著陸
場、E.S.N：飛行場所在市街トノ関係位置ヲ示ス（省略）、8×12：
飛行場幅員ヲ示ス、數字單位ハ百米ナリ、航空路線、仝右大東
戦後中絶セラレタルモノ

附圖第14
雲南省主要疾病濃厚地帶一覽
圖

59.0×73.0 250万分1 多色刷
ペスト、痘瘡、囘歸熱、マラリア、炭疽、鼻疽、甲状腺腫、但シ癩・
赤痢・腸「チブス」ハ各地ニ発生

附圖第15
雲南省東南部獸疫濃染地帶概
要圖

33.9×44.6 ― 多色刷 ―

附圖第16 雲南省各縣別人口及戸數一覽 59.0×73.2 250万分1 多色刷 戸数（省略）、人口（省略）
附圖第17 雲南省主要都市一覽圖 59.0×72.9 250万分1 多色刷 鐵道、主要自動車道、同右計畫線、主要都市地点

附圖第18
昆明市重要施設竝ニ外國權益
圖

75.5×88.8 5千分1 多色刷

街港、道路、小徑、鐵道、城墻、圍墻、橋梁、地界、土堤、山脈、
岩石、河流水塘、環状公路、田、菜園、墓地、草地、桑園、針葉
樹、濶葉樹、銅像、塘牌坊、外国權益又ハ教會施設、要注意施
設、支那重要施設、推定位置

附圖第19 雲南省給水状態概見圖 59.0×72.8 250万分1 多色刷 井戸水含塩量多量、給水容易ナル地方

附圖第20
滇越鐵道沿線地區各縣農産概
見圖

58.8×73.2 250万分1 多色刷 人糧、雑穀（省略）

附圖第21
滇越鐵道沿線地區各縣畜産概
見圖

58.9×73.4 250万分1 多色刷 ―

附圖第22
滇緬公路沿道地區各縣農産概
見圖

59.0×72.7 250万分1 多色刷 人糧、雑穀（省略）

附圖第23
滇緬公路沿道地區各縣畜産概
見圖

58.7×73.0 250万分1 多色刷 ―

附圖第24
昆明進攻作戰間ニ於ケル給養
參考圖

70.6×53.3 250万分1 多色刷 ―

附圖第25 雲南省農産及鑛産概見圖 58.9×72.8 250万分1 多色刷
農産物10萬噸以上、同5萬噸以上、同5萬噸以下、鐵ノ埋蔵ヲ示
ス、鐵ノ採掘サレアルヲ示ス、石炭ノ埋蔵ヲ示ス、石炭ノ採掘サレ
アルヲ示ス

表題

書誌

章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

参謀本部、昭和18年6月8日調製、備考：「秘」（印字）、「軍事秘密」（印）、「參本機密室90号のい」（印）

第一章　總説、第二章　地形及地質、第三章　交通及通信、第四章　航空、第五章　氣象、第六章　衞生、第七章　主要都市、第八
章資源及經済、第九章　軍事及政治、第十章　教育及宗敎、第十一章　民情及風俗

挿表4枚、附表5枚、附圖8枚

西康省事情



附圖第1 西康省概見圖 65.6×90.7 250万分1 多色刷
飛行場、航空路、仝右將來ノ豫想航空路線、自動車道、商隊
道、（自動車道計畫線）、河川水運、既設鐵道、省境

附圖第2 西康省地勢概見図 78.8×64.4 300万分1 多色刷 道路（省略）、標高（省略）、寫眞番号（省略）

附圖第3 西康省交通網概見図 65.7×103.2 250万分1 多色刷
自動車道、野砲道、輜重車輛道、駄馬道、自動車道計畫線、河
川水運、仝右計畫線、既設鐵道、主要地点間ノ路上距離、寫眞
對象番号ヲ示ス

附圖第4 西康省通信網圖 48.8×65.6 ― 多色刷
有線電話、有線電信、既設線ナルモ現在破壊サエワル有線電
話、無線電話、無線電信

附圖第5
西康省航空路線竝ニ飛行場一
覽圖

61.7×85.5 250万分1 多色刷

中國航空公司、所屬不明（米國系）、將來ノ豫想航空路線、重要
飛行機ノ發著可能ナル飛行場、♯5×8飛行場：東西500米ヲ示
ス、空軍氣象放送地点、格納庫所在地、燃料庫所在地、彈薬庫
所在地、製作工廠所在地

附圖第6 西康省主要都市概見圖 70.2×106.9 ― 多色刷
城壁ヲ有スル都市、飛行場所在地、重要都市、宗教上ノ要地、
戸數（人口）、省境、自動車道、野砲道、輜重車輛道、駄馬道

附圖第7 西康省農産資源概見圖 48.2×55.5 250万分1 多色刷
米、小麥及青裸、大麥、燕麥、玉蜀黍、高梁、甘薯、白菜青菜、
馬鈴薯、豌豆、粟

附圖第8 西康省鑛産資源概見圖 48.8×57.0 250万分1 多色刷 銻金、鐵、銅、石炭、鉛、 、硫、塩ノ埋蔵地ヲ示ス

表題
書誌

章構成

図表 挿圖2枚、挿表5枚、附圖27枚

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

挿圖第1 甘肅省内萬里長城概要圖 20.5×30.5 300万分1 多色刷 ―
挿圖第2 甘肅省地震源分布圖 62.4×81.4 200万分1 多色刷 激震區域、半破壊的區域
附圖第1 甘肅省概見圖 65.5×75.7 200万分1 多色刷 未完成鐵道、航空路、長城
附圖第2 甘肅省地勢概見圖 66.2×82.3 200万分1 多色刷 斷面線
附圖第3 甘肅省山脈及河川状況圖 67.0×88.6 200万分1 多色刷 河幅（水幅）／水深（流連）河底ノ状況
附圖第4 上流黄河（蘭州-寧夏間）状況 47.1×75.8 50万分1 多色刷 ―
附圖第5 甘肅省黄土分布圖 69.1×82.5 200万分1 多色刷 黄土層厚（省略）

附圖第6 甘肅省交通網一覧圖 68.0×77.5 200万分1 多色刷
自動車道、既成道路ニ非ルモ自動車ヲ通ジ得ルモノ、野砲道、輜
重車道、駄馬道

附圖第7 甘肅省自動車公路一覧圖 70.0×74.8 200万分1 多色刷 自動車道、既成道ニ非ルモ自動車ヲ通ズルモノ、既成鐵道、未

附圖第7其
ノ2

一般定期自動車ノ運營竝ニ附
屬施設状況要圖

68.4×78.2 200万分1 多色刷
定期運行路線、不定期竝ニ計畫路線、宿泊站車站、畫食站、總
食站、車場、修車廠、油庫、機廠、材料庫、救濟站、檢査站、木
炭廠、養路段、育苗場、電臺（以下省略）

附圖第8 甘肅省内西北公路状況圖 33.7×173.7 100万分1 多色刷 西蘭及蘭猩公路、其ノ他公路、戈壁、長城

附圖第9
甘肅省飛行場竝ニ諸施設状況
要圖

67.7×86.1 200万分1 多色刷
定期航空路、不定期航空路、航空公司辨事處所在地、離着航
地、飛行場所在地、航空用無電台（以下省略）

附圖第10 蘭州ヲ中心トスル防空施設要圖 68.6×78.6 200万分1 多色刷
防空司令部、中心點、監視隊、監視哨、中心點間連絡通信線、
同右想定線、中心點ト各監視隊間連絡通信線、同右想定線

附圖第11
其ノ1

甘肅省有線通信網圖 66.5×80.0 200万分1 多色刷

有線電信、同推定線、有線電話、同推定線、長途電話取扱局、
同右設置豫定地、電信電報取扱局、同右設置豫定地、電信用
電源供給地、同設置豫定地、電話用電源供給所、同設置豫定
地 發電廠

附圖第11
其ノ2

甘肅省無線通信網圖 67.5×79.8 200万分1 多色刷
無線電信、無線電話、無線電話取扱局竝ニ無線電信局、無線
電信局、交通部無電臺、軍政部無電臺、放送用無電臺、呼出符
號、數字ハ空中線電力(W)

附圖第11
其ノ3

甘肅省郵政圖 68.9×80.0 200万分1 多色刷
郵政管理局、甘寧電區管理局、二等郵便局、三等郵便局、毎日
晝夜行遞送隔日晝夜遞送、毎日晝間遞送、隔日晝間遞送、毎
日或ハ三日以上ノ遞送

附圖第12 甘肅省給水状況要圖 68.0×82.5 200万分1 多色刷
井・河　良1000／5.6(1.3)：水源數　水質良給水能力（人員）／
水位（水深）、良：水質良好、濾適：濾過飲用適、沸適：煮沸飲用
適、不良：水質不良（以下省略）

附圖第13 甘肅省農、林産資源一覧圖 66.6×76.5 200万分1 多色刷 米及小麥（省略）、主要森林區域

附圖第14 甘肅省畜産資源一覧圖 67.4×80.5 200万分1 多色刷
羊毛、駱駝毛、羊皮、牛皮、數字ハ年産量ヲ示ス／單位ハ獸毛
瓲、獸皮千枚

附圖第15
其ノ1

甘肅省鑛産資源一覧圖 65.0×80.3 200万分1 多色刷 石油、砂金、銀、石炭、滿俺、塩、鐵

附圖第15
其ノ2

甘肅省石油資源分布一覧圖 66.0×79.5 200万分1 多色刷 ―

附圖第16
甘肅省向上及事業分布竝ニ工
業製品流動圖

66.0×80.0 200万分1 多色刷 工場及事業場、移入品、仕出仕向地ヲ示ス

附圖第17 甘肅省主要金融機關分布圖 66.0×79.9 200万分1 多色刷
省立銀行（省略）、國家系銀行（省略）、省外銀行（省略）、共産
黨金融圏

附圖第18
其ノ1

甘肅省主要都市概見圖 71.5×92.2 200万分1 多色刷 ―

附圖第18
其ノ2

甘肅省主要都市市街圖 71.0×102.5 ― 多色刷 ―

參謀本部、昭和18年11月4日、備考：「祕」（印字）、「軍事秘密」（印）、「參本機秘密室九六号」（印）

第一章　概説、第二章　地形及地質、第三章　交通、第四章　航空及通信、第五章　氣象、第六章　衞生、第七章　資源及經濟、第
八章　主要都市、第九章　民族、宗教及教育、第十章　行政及司法、附表、附圖

甘肅省事情



附圖第19 甘肅省人口密度一覧圖 65.5×79.4 200万分1 多色刷 人口密度（省略）

附圖第20
其ノ1

甘肅省民族及宗教分布概況圖 65.5×80.5 200万分1 多色刷
東干族（漢回）、ウイグル族（纒回）、ハザック族、西藏族、蒙古
族、回教、喇嘛敎

附圖第20
其ノ2

甘肅省各縣民族比較圖 67.5×85.0 200万分1 多色刷 漢族、回族、西藏族、蒙古族

附圖第21 甘肅省行政區劃圖 64.2×78.8 200万分1 多色刷
區域、縣界、省政府所在地、行政督察專員公署所在地、縣政府
所在地、設置局所在地

表題

書誌

章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

第1圖 江西省概見圖 53.5×57.0 250万分1 多色刷
省境、主要自動車道、鐵道、航空路上ノ距離、主要飛行場、河
川、重要鑛産地區、破壤區間、標高50米以下ノ平野地帶、標高
50-200米ノ丘陵地帶、標高200米以上の山地帶

第2圖
江西省各縣別地方運搬材料所
在數調査圖

63.7×56.6 ― 多色刷 ―

第3圖 南潯鐵道線路圖 49.6×31.5 ― 多色刷 ―

第4圖
鄱陽湖ニ於ケル標高水深及主
要地点水位調査圖

45.8×50.3 ― 多色刷 ―

第5圖 九江ヲ中心トスセル郵便路線圖 47.3×58.2 ― 多色刷 敵地、我ガ軍占據地域、利用多キ路線、利用比較的少ナキ路線

第6圖
江西省人口戸數面積竝ニ人口
密度調査圖

62.0×56.7 ― 多色刷 藍色 我ガ占據地域、朱色 敵側地域、人口密度（省略）

第7圖 江西省各縣別主要農産概見圖 65.5×59.7 150万分1 多色刷
人糧／馬糧 （省略）、主要河川、省境、縣境、人糧年生産量（省
略）

第8圖
江西省一般家屋構造概要圖
（其ノ1・九江附近）

38.8×29.5 ― 単色刷 ―

第9圖
江西省一般家屋構造概要圖
（其ノ2・信江（上饒江）流域）

20.4×22.0 ― 単色刷 ―

附圖第1其
ノ1

江西省地勢概見圖 75.6×72.3 100万分1 多色刷
山岳地帯（省略）、丘陵地帯（省略）、平野地帯（省略）、低濕地
帯（省略）

附圖第1其
ノ2

江西省一般地形關係寫眞集 73.5×54.1 ― ― ―

附圖第2 江西省主要作戰概見圖 70.3×66.5 150万分1 多色刷
省境、占據地域、主要水路、自動車道（幹線）、自動車道（支
線）、野砲道、輜重車道、駄馬道、破壊兩地間ノ距離、大型機使
用可能飛行場、中（小）型機使用可能飛行場

附圖第3其
ノ1

江西省河川及湖沼概況一覽圖 75.3×94.9 100万分1 多色刷 ―

附圖第3其
ノ2

江西省河川關係寫眞集 72.5×103.6 ― ― ―

附圖第4 江西省森林分布圖 64.4×65.0 150万分1 多色刷 森林地帯、森林ノ爲路外ノ行動困難ナル地域

附圖第5 江西省飛行場一覽圖 76×78 100万分1 多色刷

各種機利用可能飛行場、中型機使用可能飛行場、小型機使用
可能飛行場、破壊セラレアル飛行場及鐵道、臨時著陸場、格納
庫、油庫、彈薬庫、飛行機修理所、器材庫、我ガ軍占據地域ノ前
縁

附圖第6 江西省陸上交通網一覽圖 70.7×73.4 150万分1 多色刷 鉄道、自動車道、野砲道、輜重車道、駄馬道

附圖第7其
ノ1-12

南潯鐵道各驛配線圖集 19.6×67.5 ― 単色刷 本線及側線、側線實長（有効長）

附圖第8 江西省水運調査圖 64.4×66.6 150万分1 多色刷 ―

附圖第9 江西省通信網一覽圖 64.8×57.9 150万分1 多色刷 主要連絡地点、通信連絡幹線、通信線、無線電信台

附圖第10 江西省主要疾病分布概見圖 64.4×66.7 150万分1 多色刷
腸「チフス」、赤痢、パラチフス、痘瘡、猩紅熱、流行性腦髄膜炎、
ヂフテリヤ、コレラ、癩病、日本住吸血蟲病、マラリア

附圖第11
江西省主要作戰路沿道給養力
概見圖

70.5×72.0 150万分1 多色刷
人糧、馬糧、進攻所要日數、進攻作戰間ニ於ケル人糧ノ収集
量、沿道各縣ノ人糧年生産量、沿道各縣ノ馬糧粘性産量、進攻
作戰間ニ於ケル馬糧ノ収集量、省境、我ガ軍占據地域

附圖第12 江西省主要鑛産地一覽圖 64.6×68.5
150万分
10

多色刷
重用鑛山、タングステン、ビスマス、マンガン、モリブデン、アンチモ
ニー

附圖第13
其ノ1

江西省主要都市概見圖 76.0×89.1 100万分1 多色刷
重要飛行場、重要都市、市街圖對照番號、附圖第13其ノ3ノ市
街寫眞對照番號

附圖第13
其ノ2

九江市街圖 53.3×73.3 1万分1 多色刷 ―

附圖第13
其ノ3

江西省主要都市寫眞集 75.8×53.8 ― ― ―

表題

書誌

挿圖9枚、附圖17枚

廣西省兵要地誌概説

大本營陸軍部、昭和19年2月1日調製、備考：「軍事秘密」（印字）、「參本機秘密室376号」（印）

江西省兵要地誌概説

大本營陸軍部、昭和18年12月8日調製、備考：「軍事秘密」（印字）、「參本機秘密室34号のあ」（印）
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章構成

図表

種・番号 タイトル
法量（ﾀﾃ×ﾖ

ｺ）cm
縮尺 色 凡例

第1圖 廣西省賓陽會戰經過概要圖 42.8×47.7 約23万分1 多色刷 攻撃準備時期（省略）、赤ローマ數字ハ敵師團番号ヲ示ス
第2圖 南寧攻略戰經過概要圖 43.6×27.2 50万分1 多色刷 ―
附圖第1 廣西省地勢概見圖 62.1×87.6 100万分1 多色刷 自動車道・輜重車道・駄馬道（省略）、平地、河川、山脈
附圖第2 廣西省主要作戰路概見圖 76.9×107.8 100万分1 多色刷 自動車道、輜重車道、駄馬道、作戰距離、既成鐵道、未成鐵道
附圖第3 廣西省河川概況圖（欠）
附圖第4其
ノ1

廣西省主要道路網概見圖 62.0×87.7 100万分1 多色刷 自動車道、輜重車道、駄馬道、水路

附圖第4其
ノ2

廣西省、佛印接壤地帶道路網
一覽圖

70.0×76.9 50万分1 多色刷
自動車道、仝右（乾期ノミ）、輜重車道、駄馬道、佛印ヨリ廣西省
ヘノ進出拠点、國境、省境

附圖第5其
ノ1

廣西省鐵道概見圖 62.1×87.2 100万分1 多色刷
運行中ノ鐵道（軌間、1.435米）、工事計画線、軽便鉄道、機関
庫、工場、給炭所、給水所

附圖第5其
ノ2

湘桂鐵道施設要圖 77.9×106.4 50万分1 多色刷 鐵道、輕便鐵道、驛、機関庫、鐵道工場、給水所、鑛山

附圖第6其
ノ1

廣西省飛行場（附重要施設）一
覽圖

76.0×107.7 100万分1 多色刷
飛行場（省略）、附属施設及重要施設（省略）、主要補給路（省
略）

附圖第6其
ノ2

桂林飛行場要圖 39.0×36.0 ― 多色刷
［備考：桂林飛行場要圖（一般圖）10万分1、桂林南飛行場状況
要圖（昭18・8・21寫眞搜索）4万分1、桂林西飛行場状況要圖
（昭18・8・21寫眞搜索）3万分1］

附圖第7 廣西省通信網圖 45.6×56.4 150万分1 多色刷
有線電話網、有線電信網、交通部無電台、軍用無電台、有線電
信局、電話局、空軍無電台

附圖第8 廣西省主要疾病分布概見圖 60.9×85.9 100万分1 多色刷
コレラ、マラリア、ペスト、猩紅熱、流行性腦脊髄膜炎、發疹「チフ
ス」、肝臓「ヂストマ」、デング熱、甲状腺腫、炭疽、鼻疽、牛疫

附圖第9
廣西省各縣別戸數、人口竝ニ
人口密度一覽圖

62.2×86.9 100万分1 多色刷
縣名、1方粁ニツキ100人以上、1方粁ニツキ99人以下50人迄、
1方粁ニツキ49人以下、人口／戸數（人口密度）

附圖第10 廣西省主要鑛産概見圖 61.6×86.6 100万分1 多色刷
石炭、亞鉛、硫黄、タングステン、アンチモニー、ビスマス、モリブ
テン、マンガン

附圖第11
其ノ1

廣西省主要住民地概見圖 60.0×86.5 100万分1 多色刷
主要住民地、主要道路、破壤道路、主要水路、5煉：煉瓦製城壁
高サ5米、15,900／3,500：人口／戸數、①：市街圖集其ノ1参
照、イ：主要都市寫眞一覽イ参照

附圖第11
其ノ2其ノ1
ノ（1）

廣西省市街圖集　悟州市街圖 27.4×20.4 4千分3 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ1
ノ（2）

廣西省市街圖集　悟州市附近
要圖

23.6×20.5
100万分
71

単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ2

廣西省市街圖集　全縣（廣西
省）

25.5×36.9 2万分1 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ3

廣西省市街圖集　桂林（廣西
省）

52.5×28.6 2万分1 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ4

廣西省市街圖集　柳州（柳江縣
城）（廣西省）

51.4×26.0 2万分1 単色刷 ―

附附第11
其ノ2其ノ5

廣西省市街圖集　武鳴市街圖
英國権益（在武鳴バイブル
チャーチーマン、ミツシヨン、リサ
ヤテ―敷地）

19.5×18.8 ― 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ6

廣西省市街圖集　南寧市街重
要施設要圖

40.3×27.1 約1万分1 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ7

廣西省市街圖集　龍州市街要
圖

34.4×25.4
100万分
71

単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ8

廣西省市街圖集　憑祥市街圖 35.3×24.4 ― 単色刷 ―

附圖第11
其ノ2其ノ9

廣西省市街圖集　靖西市街圖 19.7×17.0 ― 単色刷 ―

附圖第11
其ノ3

廣西省主要都市寫眞一覽圖 62.1×86.6 ― ― ―

挿圖2枚、附圖25枚
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５． 翻訳 

 

ここには、朝鮮半島で旧日本軍が初期に作製した地形図の復刻図集『舊韓末韓
半島地形圖』（1996 年刊）に付された南縈佑高麗大学教授の解説の翻訳を示して
いる。韓国における外邦図に対する関心、研究状況だけでなく、南教授の探索過
程などについても重要な点が多く、広く関係の研究者に読んでいただきたい。 



『舊韓末 韓半島 地形圖』 

1:50,000 

 南 縈 佑
ナム・ヨンウ

（高麗大学教授） 編著 
 朴 澤龍(大阪大学文学研究博士後期課程)訳 

 
図書出版 成地文化社 

TEL：(02)795－9941･7200･1700 
FAX：(02)798－7780･749－6640 

展示場：成地地図センター (02)277－4343･4344 
漢城地図センター(02)749－6641･6642 
釜山地図センター(051)819－4200 

 
[編集者の解説] った。学生時代にソウルの古書店でこの地形図をみ

つけて以来、日本の国立国会図書館、クラーク大学

と追跡し、その成立の経過や背景にせまっていかれ

たプロセスは、たいへん興味ぶかい。また、韓国側

でもこの秘密測量に関する研究がおこなわれている

ことも判明した。 

 本稿は、高麗大学の南縈佑教授の編著『舊韓末韓

半島地形圖』(全 4 巻、1996 年)の巻頭に付された、

同教授の解説の翻訳である。この地図集は、日本軍

の秘密測量によって作製された朝鮮半島の地形図の

複製を収録している。これらの地図の現物は現在で

は入手が困難で、外邦図の大きなコレクションをも

つ大学・図書館だけでみることができるものである。

概要はすでに清水(1986)に紹介されているが、南教

授が収集刊行されたこの地図集によって、その閲覧

が容易になり、外邦図研究にたずさわる私たちは、

たいへん感謝しているところである。 

こうした南教授に、私たちの研究会に出席してい

ただけないか打診したところ、快諾していただき、

2005年 12月 23日に立正大学大崎校舎で開かれた第

7 回外邦図研究会でお会いすることができた。そこ

では、「韓国における外邦図(軍用秘図)の意義と学術

的価値」（本誌所収）と題する南教授の発表をお聞き

するだけでなく、同教授のお許しを得て、できて間

もないこの訳文をコピーして参加者に配布すること

となった。充分に細部を検討していない訳文ではあ

ったが、南教授のお仕事とともに、韓国の研究者の

関心を関係者に知っていただくきっかけをつくるこ

とができた。 

この地図集を入手した際、韓文で書かれた南教授

の解説がどのような内容であるか、大きな関心をよ

せることになった。すでに英文で書かれたNam(1997)

を読ませていただいていたが、それよりもはるかに

長いこの解説には、韓国人の研究者のこの種の地図

に対する関心、その収集過程、さらには研究の段階

など、基礎的情報が満載されていると思われた。し

たがって、つぎにこれを日本語に翻訳できないかと

思うことになった。幸い私の属する大阪大学文学研

究科人文地理学教室には、語学に長けた留学生の朴

澤龍君が在学中で、彼にこの作業を依頼することと

なった。朴君は朝鮮族出身の中国人で、韓国語・日

本語・中国語に堪能なうえ、漢字の知識も豊富で、

わかりやすい訳文をつくってくれた。この訳文を読 

ところで南教授が解説に書かれているように、秘

密測量によってつくられたことを秘匿するため、こ

の地図集所載の地形図にはほとんど測量年が記され

ていない。大阪大学文学部の卒業論文作成の過程で、

岡田(谷屋)郷子があきらかにしたこの地図集所収の

図の測量年(谷屋, 2004)について、この研究会の場

で南教授にお伝えできたことも有意義であった。岡

田は、旧陸地測量部にあった外邦図のリストである

『国外地図目録』・『国外地図一覧図』(国土地理院蔵)んで、ますます南教授に対する関心がわくことにな 
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を検討することによって、従来知られていなかった

これらの図の測量年を示し、南教授の推定をうらづ

けることとなった。 

ここに掲載する訳文は、このとき配布したものに

検討をくわえたものである。簡単な訳注([ ]内に記

入)のほか、固有名詞などについては、参謀本部・北

支那方面軍司令部編(1979)、村上(1981)、測量・地

図百年史編集委員会(1970)などを参照して原文を確

認した。また末尾の英文要旨、”Intelligence 

Activities of the General Staff Office and the 

Making of Secret Military Maps” は省略した。ま

だ訳文の推敲の余地が大きいが、関係の方々にひろ

く参照していただくことを期待したい。             

それから約 20 年後、筆者は日本国会図書館地図

室で｢略図｣または｢朝鮮略図｣と呼ばれる韓半島最初

の地形図を見つけた。それが 1991 年 7 月である。20

余年前にソウルの古本屋で購入したものと同一の地

形図だった。筆者は 1994 年にアメリカのハーバード

大学ライシャワー研究所で開催した明治研究学会で

論文を発表するためにマサチュセッツへ行った。ボ

ストンの近くに Clark 大学があって、そこに有名な

地図図書館があるという噂を耳にした私は、地理学

科を訪問した。そこでも、問題の地形図に接するこ

とができた。 

（小林 茂） 

 

文献(アルファベット順) 
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はじめに 

韓半島全体を含んだ日帝時代の 5万分の 1地形図

が、1981 年に日本で復刻刊行された[学生社『朝鮮半

島五万分の一地図集成』]時、筆者は嬉しさと悔しさが

混じった心境であった。嬉しさは日帝時代の国土の

姿を確認できたことで、悔しさというのは、韓半島

の基本図がわが国ではなく、日本で刊行されたこと

に対する筆者の率直な感想であった。この地形図は

韓日併合直後の 1910 年から日本の陸軍参謀本部陸

地測量部が８年余りの作業の末、1918 年に完成した

地図で、学問研究において大いに役立った。 

しかし筆者は、その地形図が製作された 1910 年

代以前にも日帝が韓半島で測量事業を行っていたと

いう心証を持っている。大学生時代に、ソウルのあ

る古書店で偶然に購入した何枚かの地図が物証とな

った。その地形図には当然あるべき測量年度と凡例

が注記されていなかった。その当時は、疑問に思っ

ていたが、その地形図の正体を詳細には知っていな

かった。 

筆者は、19 世紀に測量されたこの地図の存在と作

成過程を学界に報告するために、1992 年大韓地理学

会で論文を発表し、それを韓国文化歴史地理学会誌

(第 4 号)に掲載した。また、世界の学界にも知らせ

る為、1994 年アメリカのハーバード大学で開催され

た国際学術大会で発表を行い、1997 年ネデルランド

の Brill 出版社が刊行する New Direction in the 

Study of Meiji Japan と言う単行本に掲載を予定し

ている。その後も、筆者は朝鮮略図に関する調査を

継続し、本書の発刊に至った。そして幸いにもより

たくさんの地図と文献を補完することができた。 

日帝参謀本部によって製作された 5 万分の 1地形

図は全部で 3種類ある。第 1次に作られたのが本書

に収録された略図で、軍事用として秘密に作成され、

軍用秘図とも呼ぶ。第 2次に刊行されたのは、韓日

併合直後に略図を修正したもので、よく地形図と呼

んでいるが、第 3次の三角測量によって正式に作ら

れたのは基本図と呼ぶ。1981 年に日本で復刻、刊行

された地図帳そのものが、第 3次地形図としての基

本図である。韓日併合前に間諜隊の測量によって作
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られた第 1次地形図と、それに若干の修正を加えた

第 2次地形図は略式目算測図であるため、正確さと

精巧さから見て第 3次地形図が当然優れているが、

その地形図には日帝の植民地政策の推進下で改変さ

れた韓半島の姿が描かれている。 

しかし第 1次地形図は、わが国の最初の地形図と

して意味を持つだけでなく、日帝侵略前の朝鮮末な

いし大韓帝国時の韓半島の姿が描写されており、韓

国地理･韓国史･民俗学などの研究に大いに役に立つ

だろう。それだけではなく地名研究にも多くの資料

を提供できると期待する。何故ならば、第 3次地形

図ではソウルのバムソムが｢栗島｣注記されてあるが、

第 1次地形図では日本語で｢バムソム｣と注記されて

おり、純粋な韓国地名と古地名までもが研究できる

資料を提供している。 

本書が研究から出版に至るまで、たくさんの方々

から援助と助言を頂いた。特に、筆者の研究成果を

国際学術大会で発表できるよう招聘して下さったア

メリカハーバード大学の M.Chamberlain 教授、C. 

Eckert 教授、カナダブリティッシュコロンビア大学

のフ-ナムリン教授に感謝を申し上げる。また何より

も地図収集に力を貸して下さった日本国立国会図書

館地図室をはじめ、東京大学の谷内達教授、アメリ

カ Clark 大学地図室の B.J. Presley 氏、そしてゾ-

ヘクヅン氏と北田晃司氏に心から御礼を申し上げた

い。末筆に、本書の出版を心地よく承諾して下さっ

た成地文化社チェ-ヒョンギュ社長、心を込めて編集

に当たって下さったチェ-グァンウン常務に感謝の

意を申し上げる。 

1996 年 11 月 

ナム ヨンウ 

 

 

1.序論：地図の意味 

 地図の歴史は、人類の最も貴重な文化遺産として

認められている文字よりも古いものである。自己の

文字もない未開の民族であっても、彼らは地図を持

っている。文化的に劣等な未開民族も、生活を維持

するためには自分が生活している土地に関する地理

的情報が必要である。それらを文字の代わりに記号

や絵画で表現したのが地図の始まりであると言えよ

う。古代の狩猟民らは、初めて着いた土地で良い狩

場を見つけたら、それを子々孫々伝えるために岩に

書き込んだ。その石版には新しい土地が描きこみ続

けられ、やがて彼らの世界観を詳細に表現する地図

が完成する。 

 このように、地図には人々に必要な様々な情報が

書き込まれることとなり、彼らの生活観や世界観が

書き込まれ、価値観や人生観が記録されるとしても

過言ではない。即ち、原始的な地図であったとして

も、それには住民達のすべてが含まれていると考え

られ、地図は地域住民のプライバシーと共にプライ

ドに関わる存在でもありえる。このような観点から

私たちは古山子－金正浩の「大東輿地図」[1861 年]

を高く評価する。しかし、金正浩の地図は現代的な

観点から、正確さに欠けた前近代的な古地図に過ぎ

ない。 

 しかし地図の価値は、必ずしもその精巧さや正確

さによるものではない。仮に、測量･投影･製図･印刷

などの技術的水準が高い地図であっても、利用者の

目的によってはその価値が異なることもありうる。

特に、古地図研究家と現代地図研究家との間で、我々

はむしろ極端な差異を見つけることができる。古地

図研究家の関心は、地図そのものより地図を通じて

歴史を掘り出すか、古地図を収集し時代考証するこ

とに集中する。反面、現代地図研究家の関心は、官

製地図の製作技術、表現法、読図教育に集まる。今

日、そのような相違点にもかかわらず、いま古地図

研究家と現代地図研究家との間で 1 つの共通点を見

つけることができる。それは言わば、古地図を発達

していない低度な地図として決め付けていることで

ある。もし現代の｢科学的な｣地図を唯一の基準にす

るならば、即ち科学性を唯一の評価基準とすれば、

それは正解かも知れない。しかし、地図の価値は科

学性のみに頼られているのではない。距離と方位が

歪曲していても、地図製作の目的によっては｢非科学

的な｣地図が立派で価値のある地図になることがあ

る。 

 一国の地図は当国家の必要によって製作されるの

が普通である。もし、自国の地図がよその国によっ

て製作されるとしたら、その国の自尊心は余地もな

く傷つけられる。それは上述したように、地図には
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当国民の生活観･世界観･価値観などが描かれている

からである。それにもかかわらず、わが国の最初の

近代地図が外国によって、それも日本によって秘密

裏に製作されたとすればどうなるか？ 

 今までは、日本が日清戦争とロシアの南進政策に

備え、1895 年に三組の臨時測量班が韓半島に派遣さ

れ、縮尺5万分の1の地図を刊行しようと計ったが、

暗礁に乗り上げ、1896 年に測量事業は一旦中止され、

一組だけが残り 1900 年まで予定を変更し縮尺 20 万

分の 1の地図を完成したとされている（国立建設研究

所、1972、pp．7～8）。しかし、事実はそれ以前から

日本陸軍参謀本部所属の諜報員が韓半島に派遣され、

地図製作のための情報収集を長年に渡って隠密に行

い、それを土台に 1890 年代に入ってから本格的な準

備作業に着手し、1906 年まで地形図を刊行するため

の測量事業を完了していた。この地形図を「軍用秘

図」と呼ぶ。この名称は、日本帝国の陸軍参謀本部

が軍事用として秘密裏に製作した地図だとの意味で

ある。この地図の本来の名称は「朝鮮略図」または

第 1次地形図とするが、本書では軍用秘図と呼ぶこ

とにする。 

 

2.軍用秘図の製作 

(1)軍事地図の必要性 

測量局[1884-1888 年]および陸地測量部[1888-1945

年]は、参謀本部内の独立機構でありながら他の部署

との協調を得て、一般地図と軍事地図を製作しなが

らその技術を蓄積して行った。その当時に製作され

た基本図は日本国内のみを対象とした地形図であっ

た。日本は 19 世紀末、世界やアジアの情勢が緊迫化

し、1873 年、維新政府に不満を抱えた士族らが征韓

論を主張するようになると、韓半島政策に強硬策を

取り入れ始めた。 

その頃から、参謀本部の前身であった｢第 6局｣は

最初の海外諜報活動を開始し、雲揚号事件[江華島事

件ともいう．1875 年 9 月]を起こさせながら測量活動

を強行した。韓国地図学史上、直測時代とも言える

1787 年以後に製作された韓半島地図としては、イギ

リス海軍省の朝鮮海図を始めドイツのシーボルトの

朝鮮図などがあるが、正確さに欠けている。しかし、

1875 年 11 月に陸軍参謀局から発刊された「朝鮮全

図」のような、筆者が「朝鮮日報」紙(1991 年 7 月 3

日)で言及したように比較的正確なものもある。この

地図は韓国の古地図とイギリス･アメリカ･フランス

などで刊行された諸海図を総合し、咸鏡道出身の金

仁承の協力を得て製作されたのである。 

海軍とは違って陸軍の地図製作は測量に制約が

あるため、実地測量による地図の刊行は不可能であ

った。ソウルや釜山などの主要都市は 1883 年以降か

ら部分図として発刊が始まった。地形図は、1890 年

代に入ってから約 20 年間を掛けた参謀本部の派遣

将校らの諜報活動に負ったところが大きかった。 

他国を侵略するためには、必ず地図が必要である。

地図から得た情報を基に軍事作戦を練ることができ

るからである。それだけではなく植民地経営にとっ

ても地図は不可欠な存在であった。 

 

(2)軍用秘図の作成と測図時期の隠蔽 

軍用秘図には測量時期を知るための測図時期が

記載されていない。測図とは測量を意味するその当

時の用語である。地形図に測図年代を明記すること

は、地図製作の基本でありながらも記載されていな

いということだ。しかし、地図の右側下端に“図式

は明治 28 年式地形図の図式に準ずる”と記載されて

おり、大体の測図時期は予測できる。 

本地形図の原図と原版はすでに流失され、複写版

のみが現在、日本国会図書館の地図室に所蔵されて

いる。原版と原図は戦中に失われたと推定されてい

るのみで、今までその所在は不明である。ただ、そ

の一部がアメリカの Clark 大学に所蔵されている。

当時、製作された484枚の図幅のうち39枚が失われ、

445 枚が現存している。 

地形図には測図年度に加え、製版･印刷･発行年度

を明記するのが一般的である。しかし、前述したよ

うに測図または製版年代は記載されず、印刷および

発行年度のみを記した。445 枚の図幅のうち最も早

いのが明治 44 年(1911)3 月 10 日印刷、同年 3 月 15

日に発行されたもので、遅く製作されたのが大正 5

年(1916)4 月 25 日印刷、同年 4月 30 日発行と記載

されている。 

すでに上で言及したように、日本は地形図を発行

しながらも軍用秘図の測図年代を明らかにしていな

 92



かった。日本で地形図が初めて極秘文書扱いされた

のが、太平洋戦争が勃発した 1941 年のことである。

ここで私はその点に疑惑を感じ、謎を解く気持ちで

究明を試みた。 

この地図が 1910 年に臨時公開されたことを陸軍

参謀本部陸地測量部が編纂した『陸地測量部沿革史』

(1921)で確認できる。何故よりによって 1910 年に公

開されていたのか？その理由は、韓日併合によって

強制的に韓国の主権を奪ったからである。韓国はも

はや主権国家ではないとし、軍用秘図を公開しても

問題にはならないと判断したに違いない。用意周到

な参謀本部が何の対策もなしに、地図測量のような

主権侵害の事実を自ら自認するような証拠を残そう

とはしなかった。即ち、発行年度は残すにしても、

測図年代は削除したと考えられる。発行年度は最も

早いもので韓日併合後の 1911 年になっているため、

瑕疵がないと彼らは判断したのだろう。しかし、日

帝はミスを図式で露出してしまった。 

この地図の多くは｢明治 28 年式｣の図式によるも

のだが、遅く刊行されたのは｢明治 33 年式｣の図式に

準じている。それぞれ1895年と1900年に該当する。

日本地形図の図式変遷はフランスとドイツの図式を

模倣した｢明治 13 年式｣と｢明治 18 年式｣をはじめ、

｢明治 28 年式｣→｢明治 33 年式｣→｢明治 42 年式｣→

｢大正 6年式｣へ改良されて行った。これらを西暦に

変えると各 1880，1885、1895、1900、1909、1917

年に該当する。軍部が、地図製作事業を握った後に

採択した｢明治 13 年式｣と、5年後に変更され｢明治

18 年式｣として通用するフランス式およびドイツ式

図式は、日本の地形がフランスないしドイツと相違

しており、地図体系と水準点設定に難点が続出した

ため｢明治 28 年式｣に変えられた。 

上述したように、図式の変遷過程が分かれば測図

時期も推定可能になる。仮に、当時に刊行された地

形図の中で図式が｢明治 28 年式｣であれば、その図の

測図時期は 1895～1900 年の間で、図式が｢明治 33

年式｣であれば測図時期は 1900～1909 年の間となる。

軍用秘図は計 484 枚の図幅のうち忠清道「成歓駅」

図幅が最初に測量されたと現われている。即ち、こ

の図幅の測図年度が明治 27 年（1894）と記載されて

いる。しかし｢成歓駅｣図幅は、早速、明治 29 年(1896)

に測図した｢成歓｣図幅に代替された。元の測図年度

が 1894 年だとすれば、当然その地形図は｢明治 18

年式｣の図式によって製作されたはずである。上述し

たように｢18 年式｣はドイツ式の図式であるため日

本の地図体系とは合わなかっただろう。このような

理由から、｢成歓駅｣図幅が即時に｢成歓｣図葉によっ

て代替されたのではないかと推定できる。 

以上からみると、軍用秘図の図式の多くが｢明治

28 年式｣に従ったとすれば、製図は遅くても 1900 年

前に行われていた事は明らかである。｢陸地測量部沿

革史｣では、1898 年末に韓国人研修生であるイ・ズ

ファンが、初めて測量技師養成所であった修技所を

卒業したとの記事があり、1897 年１月には“韓半島

の地形図は、5 万分の 1縮尺である遼東半島の地形

図と同一図式によって製作することにする”と言う

記事もみられる。 

軍用秘図の測図年度はすべての図幅から故意的

に削除された。しかし、参謀本部は決定的なミスを

犯してしまった。そのミスとは、慶尚南道｢三嘉｣図

幅の測図年代を削除できなかったことである。この

図葉の左側上段には明治 32 年(1899)測図と記載さ

れている。 

私は、1991 年 7 月と 1994 年 2 月に日本[国立]国

会図書館およびアメリカ Clark 大学図書館に所蔵さ

れている軍用秘図の存在を確認しながら、意外な成

果を得た。それは即ち、陸軍参謀本部陸地測量部の

保存用地図を入手したことである。私は、軍用秘図

が 1910 年臨時公開された時に、公開用と保存用とに

分けられていたことを後になって気付いた。保存用

地図の右側上段には｢秘｣または｢軍事機密｣の印が押

され、左側上段の測年代は削除されていないまま表

記が残っている。これにより筆者は、日帝の測量侵

略の事実についての動かぬ証拠を確認したことにな

る。 

 

3.軍用秘図の内容と製作方法 

(1)軍用秘図の内容 

 軍用秘図は 1894～1906 年の 12 年間に渡って測量

されたものである。このうちの大部分の図幅につい

ては 1895～1899 年の間に測量された。この時期は韓

日併合の 11～15 年前に当たる。日本帝国は当時、独
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 軍用秘図は、特に京義線･京釜線･湖南線･京原線の

鉄道敷設の予定地を 100ｋｍの幅を持って、韓半島

を南北に貫通している。そして南海岸一帯の島嶼地

方が漏れなく集録され、北部地方の森林地帯と鉱産

地帯が含まれている。一方、軍事拠点として指定さ

れた釜山･元山のような主要諸都市は抜け落ちてい

るが、元来の精密略図で代替された。京釜鉄道株式

会社(1903 年)が発行した「韓国京城全図」が、1890

年代後半に測量された内容を基に作られたと推定す

ると、精密な略図で代替された上述した地図は、最

も精密で縮尺が8千分の1～1万分の1であったはず

だ。 

 軍用秘図は、間諜隊が隠密で迅速に測量したもの

であるため、正確さでは劣っているが、わが国の古

代の地名･言語･歴史の一断面を解明できる資料を提

供する。この地形図の地名は訓読名･古訓読名･古借

字名で表記されたところが多い。朝鮮末期までわが

国の地名は、漢字表記が多く音読主義だったため、

純粋な韓語地名を知ることはできなかった。もちろ

ん、民間において韓国の固有地名が使用されていた

かも知れないが、残っている記録はないと知ってい

る。例えば、ソウルの韓江にある「バムソム」の場

合、金正浩の大東與地図と日帝下の朝鮮総督府の地

形図では「ユルトウ」と記載されている。しかし、

軍用秘図では、漢字で｢栗島｣と表記しその隣に日本

語で｢バムソム｣と注記されている。このように、軍

用秘図の地名は、当時の国内で公式に使用された漢

字地名と並行して、日本語の外来語表記文字である

カタカナで注記されており、研究の価値が高い。そ

の中には、漢字を現代の韓国語発音で表記したのが

大部分であるが、本地図の地名を分析したことがあ

る光岡(光岡雅彦、1982)によると、記載された地名の

うち約 20％が古訓または古借字名で表記されてい

ると言う。 

主権国家であったわが国に対して、陸軍参謀本部

中心となり不法行為を犯したのである。このよう

事実について、比較的に親韓学者に分類される人

えもが、当時の韓国がいくら弱小国家であったと

ても、主権国家に対する組織的な測量は不可能だ

うと推定している。 

「略図」または「朝鮮略図」と呼ばれる軍用秘図

、前述したように 484 枚の図幅から構成されてい

。これらには咸境北道･平安北道･江原道の一部お

び済州島と釜山･元山等が欠落しており、韓半島の

体は覆われてはいないが、主要部はほぼ含まれて

る。現在、国内で流布しているか、所蔵されてい

日帝時代の第 3次地形図は、韓日併合後に刊行さ

たもので、計 722 枚もの図幅がある。即ち、軍用

図は韓半島の約 61％に相当する地域を測量して

られた地形図であることが分かる。 

 韓日併合後、土地調査事業を始めてから、韓半島

には新道および鉄道が敷設され、橋梁とダム等が建

設された。海岸では干拓事業が行われ農村では農地

改良事業が始まった。こうして国土は大きく姿を変

えた。しかし、軍用秘図には変わる前の国土がまさ

に処女時代の姿のように描かれており、韓半島の本

来の姿を知ることができる。ただ平壌付近の図幅に
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は、京義線鉄道が描写されている事実を確認できる。

京義線は 1900 年、韓国政府の鉄道自力経営方針に従

い鉄道院を設置し、1902 年に着工した。ロシアに宣

戦布告をした日本は、軍需品の輸送に必要な鉄道を

確保するために、1904 年 2 月に臨時軍用鉄道監部を

組織し、同年 3月に起工式を行った。平壌付近を通

過する京義線は 1905 年 1 月に竣工した。ここで私た

ちは 1つの疑問を感じる。平壌一帯の地形図の｢看

東｣図幅の場合、図式(明治 28 年式)から 1895～1900

年の間に測量されたことが分かる。しかし、その時

期には鉄道が敷設されていなっかたので、結局 1911

年に鉄道を記入して発行した第 2次地形図として判

断するしかない。 

 

(2)軍用秘図の作製方法 

 一般的に地図製作の技術とは、具体的には測図法･

図式･製版の 3 つを意味する。これによって陸軍参謀

本部陸地測量部の組織も三角課･地形課･製図課から

編成された。これらの中で三角課は大三角網を設定

し、2 等･3 等三角点および水準点を定め、測量後に

一枚の図幅に図根点の位置を決定する業務を任され

た。約 2ｋｍの間隔で設定された図根点の、最も近

い所に地形図に記入すべき物体があったら、アリダ

ードと呼ばれる機械を使って平板上に記入する。 

 地形課は、三角課から作業済みの図葉を受け取っ

て、表記と標高を記入する作業を担当した部署であ

る。製図課は地形課から受け取った資料をまとめ、

原図を作り銅版と鉛版を作る業務を任された。製図

の際に最も重要なのは、地図の表現方式とも言える

図式の決定にある。地図とは地面の絵であると同時

に、地面そのままの表現ではなく定められた記号で

表現されたものなので、図式と記号に付いては事前

に知識を積んで置かなければならない。 

 明治維新以降、北海道の測量事業を展開した日本

は、地図製作のノウハウを築いていた。日本は、1884

年には迅速図[第一師管地方二万分一迅速測図]と仮製

図[京阪地方仮製二万分一地形図]を製作し、短期間で

地図を製作できる能力を育てた。日本政府内に測量

局が設置されるとともに測量技師を育成する修技所

が発足された。ここで多くの測量技師が生まれたこ

とは言うまでもない。今では製図技術が発達し、航

空写真や衛星写真によって地図を作るが、当時はス

ケッチに依存した。 

 軍用秘図を略図と呼んでいるのは、短期間で迅速

かつ隠密に作られた迅速図であるからだ。しかし、

むしろスケッチ自体が略図であっても、最大の正確

さを期することで図幅間の誤差を最小化することが

できる。 

このために測量士たちは猛訓練を受けざるを得

なかった。スケッチに依存する目測図は、方位線の

決定状況によって誤差度を減らすことができる。な

ぜならば、観測地点から目標物が離れれば離れるほ

ど若干の方向誤差が累積され、大きな誤差を発生さ

せるからである。そして距離の正確な測量が不可能

な場合、歩測によるか、それも困難な場合は目測で

測量したはずである。 

 目測によって地図を製作する際には、山岳地帯で

多くの誤差が発生する。特に、標高と山地斜面の測

量で難関に遭遇する。高度計や傾斜計を使用できな

い場合、三角測量でも可能だが、隠密な測量しかで

きないスパイの身分では不可能なことだ。大体に、

距離は目測でもある程度可能であるが、高度に対す

る目測は極めて困難である。 

 軍用秘図の測図は、測量士が渓谷口に位置する

200～300ｍの山頂に登って鳥瞰しながら地形を描写

する目測術によったものと推定できる。この地形図

を綿密に分析してみると、渓谷の入り口部分と主要

道路の位置関係は比較的に正確であるが、谷の奥の

部分は誤差が多く、歪曲されて現われていることが

分かる。また、地形図には図根点とみられる地点に

標高が記載されている。それはもちろん、正式な水

準測量によるものではなく略式目算測図で算出され

たものである。高度は簡単な斜角儀と水平目測距離

によって算出されたのに過ぎないが、1枚の図幅に

20 個ほどの標準点を設定したのは、比較的に正確さ

を期したためである。 

一部の等高線は図幅間の連結が不自然であるが、

これは測量士の統一した作業がおろそかだったから

であろう(京釜鉄道株式会社．1903)。目測の場合には

以下のような経験的基準に依存することが多かった。 

 4000ｍ 高い場所から眺めたとき、人群れの動き

が肉眼で確認できる。 
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 2200ｍ 人、馬、牛が黒点として見える。 このような場合は目測が不正確であるため、測量

士らは実際に野外に出て訓練を繰り返し、経験的に

熟知した。 

 1500ｍ 人は黒い線として見え、金属物種類から

反射する光を見ることができる 

 900ｍ 行進する部隊を確認できる。  

４.日帝の成立と陸軍参謀本部  800ｍ 手足の動き、ボタン、バックルを識別でき

る。 (1)日帝の成立 

 700ｍ 馬や牛の脚の動き、隊列の数を推し量れる。  19 世紀末頃から、欧米のような先進国家では資本

主義経済による工業生産の発達で、巨大な企業の出

現がみられた。これら先進工業国は原料と製品の市

場を確保するために、海外に目を向けた。帝国主義

は、軍事力をもとに海外に資本を投資し、現地住民

の労働力を搾取して鉄道･鉱山･工場を経営しながら

登場した。アフリカに加えアジアに対する諸帝国主

義国家の侵略政策が露骨化されるなか、韓半島をめ

ぐって列強国の動きは緊張した。 

 450ｍ 頭、帽子、輪郭を区別できる。 

 400ｍ 馬の色、人の手と足を区別できる。 

 250ｍ 顔の輪郭を見ることができる。 

 150ｍ ボタンの区分ができる。 

 100ｍ 目と口を見分けられる。 

 

以上で羅列した基準は、清明な天気の場合の条件で、

視力が悪くない普通の人の視力の場合のみの判断基

準となる。状況によっては実際より遠く見えたり近

く見えたりすることもある。まず、実際より近く見

える場合を数え上げると次のとおりである。 

 日本の幕府はロシアの南進政策が実行されると、

北海道を死守する方針を固め、外国船打佛令まで下

しながら、鎖国政策を固守した。しかし 1853 年と

1854 年にアメリカ艦隊の威力に屈伏し、日米和親条

約と 1858 年の日米修交通商条約を結ぶに至った。そ

れを契機にロシア･イギリス･フランス等とも通商条

約を締結し 200 年間続いてきた鎖国政策は終止され

た。開国後の日本国内政策は政治･経済的に混乱に陥

った。幕府の開国政策に反対する人たちの外国人追

放の動きは、若い武士階級と地方有志らに広がった。

しかし、アメリカ･イギリス･フランス･オランダの 4

か国連合艦隊の攻撃を受けた日本は、武力で外の勢

力に対抗することは不可能だと判断し、富国強兵策

の基盤をもとに近代化を促進すべく方針を変えた。 

① 空が晴れて、特に暴雨が通った直後のように

空気がきれいな時。 

② 測量者が太陽を後ろに、太陽光線に照らされ

ている物体を見る時。 

③ 目測しようとする対象物が、その背後の景色

またはある物体との補色関係から鮮明に浮

き上がった時。 

④ 目標物がほかの物体と離れており、混在せず

に独立して位置している時。 

⑤ 谷または平坦地を跨っている場合、目標物よ

り近い前側の物体が蔽われて見えない時。 

⑥ ある物体を上向きまたは下向きで見る時な

どがある。 

 このような政策変化に反対するグループらの粘り

強い抵抗で幕府の権威は失墜した。さらに、政治的

混乱は言うまでもなく経済も破綻の窮地に追い込ま

れた。状況の悪化に連れ 15 代将軍徳川慶喜は、1867

年に政権を朝廷に奉還するに至った。朝廷は 260 年

間続いてきた江戸幕府を廃止し、新しい政府を建て

た。新たに建てられた新政府は、王政復古を各国に

告示するとともに天皇中心の中央政府体系を整えた。 

 

 これとは違って実際より遠く見える場合は次のと

おりである。 

① 天候が猛暑である時。 

② 太陽を向かった姿勢で物体を見る時。 

③ 目標物が背景などによって薄く見える時。 

④ 曇りや霧の日、日没時、森林の中または細長

い谷底に立っている時。 

 1868 年、江戸を東京と改称し、年号を明治に変え

た。1869 年には首都を京都から東京に移した。新政

府は各種の制度を統合し中央集権化を促進するとと

もに、旧社会組織を改革し、近代国家としての発展

⑤ 低い姿勢である物体を眺める時などである。 

 

 96



を計るいわゆる明治維新を断行した。中央政府は地

方の軍隊を解散させ、国民皆兵制を採択するととも

に徴兵令を発動し、富国強兵の路線を歩き始めた。

1873 年征韓論の台頭以来、1889 年の大日本帝国憲法

の制定、1890 年の帝国議会開院に至る過程を通じて、

日本は軍国主義と帝国主義の基盤を築いていった。 

 

(2)陸軍参謀本部の設立と地図製作 

 軍用秘図は日本の陸軍参謀本部が発行した地図な

ので、これらの刊行経緯をみる為には、参謀本部の

組織経緯と地図作成に関する考察が必要である。日

帝下での参謀組織の結成は 1871 年 7 月のいわゆる

｢大政治改革｣の一環から始動された。この時、日本

は工部省内に測量司を設置し、イギリスの測量技師

を招聘して測量事業を開始した。一方、兵部省内に

は参謀局が設置され間諜隊が組織されたが、実はこ

れが陸地測量部の始まりだと見なされる(高木菊三

郎、1931)。参謀局の任務は、機密探知を始め、諜報

活動、地図製作および地理調査だった(陸地測量部、

1921)。 

 1873 年 3 月には、兵部省が陸軍省と海軍省に分離

されるに従って陸軍省の条例が改定され、参謀組織

は｢第 6局｣と改称され地図測量･絵画彫刻･兵士兵家

地誌の収集を主な任務にされた。一方、工部省に属

していた測量司は 1874 年に内務省に移管され地理

局と改称した。日本の国内情勢が混乱するにつれ陸

軍は第 6 局を廃止し、参謀局の名称で復活させ、そ

の業務と権限を拡大させた。参謀局の下部組織とし

て第 5[1]課に地図政誌課を設けた[1884 年 6 月]。こ

の部署は、日本国内はもちろんカムチャツカ半島･

サハリン･満州･シベリア･韓半島･中国沿海州を衛視

し、南洋群島まで諜報対象にした。 

 日本が台湾に出兵して[1874 年]から 4年後、韓半

島に対する日帝の侵略欲が露骨化した1878年12月、

陸軍省は参謀局を廃止し、参謀本部を設置し地図課

と測量課を設けた。それは、参謀局に既存する組織

だけでは、隣国に対する諜報活動を充分に遂行でき

ないからであった。参謀本部の設立で参謀組織の改

編はもちろん、その機能や役割も大幅に拡大した。

参謀本部の下部組織として関東局と関西局を置き、

前者はサハリン･満州･カムチャツカ半島･シベリア

を諜報業務の対象とし、後者は韓半島及び中国の沿

海州をその対象にした。その翌年の 1879 年には満州

と韓半島の管轄が変わって、韓国における諜報活動

は関東局の管轄に引き渡された。このような経緯か

ら、1878 年をよく日帝参謀組織の確立期と呼ぶ(参

謀本部、1898)。 

 東京湾付近で最初の三角測量を実施した陸軍省は、

ドイツに留学中だった田坂大尉[虎之助、1850-1933 年、

のち少将]を帰国させ、ドイツ式の三角測量を始めた。

内務省と陸軍省に二元化した地図製作業務を一元化

するために、1884 年大政官布告により測量事業を陸

軍省に移管するに従って、内務省の地理局は陸軍省

参謀本部所属に編入された。1885 年には箱根地方の

2 万分の 1地図が、日本最初の正式地形図として刊

行された。1888 年には、陸地測量部条例が公布され、

従来では参謀本部傘下の測量局を参謀本部長直属の

独立機関に格上げした。これは日本軍部が地図製作

の重要性を認識していた事実となる。 

 

5.諜報体系の確立と間諜隊の活躍 

(1)諜報体系の確立 

 日帝は韓国との外交･軍事的関係が緊張するにつ

れ、言わば対朝鮮処理方針を決定し、1872 年 9 月に

外務省の花房義質［1842-1917］を韓国に派遣した(日

本史年表、1991)。彼の随行員であった北村重頼中佐

と別府晋介少佐は、陸軍参謀局の支持を受け諜報活

動を開始した。当時、韓国内での外国人活動は禁止

されていたため、彼らは韓国人に偽装して三南地方

を偵察し、帰国後に結果報告をした。この二人の将

校による諜報活動が、文献上で現われた最初の諜報

活動である(村上勝彦、1991)。 

 諜報将校らは韓国だけではなく、満州にも池上四

郎少佐ほか 2名が派遣され、地理･風俗･政治･経済･

軍事などの調査を命令された。彼らは商人に偽装し

遼東地方一帯を踏査しながら諜報を収集した。特に

彼らが注目したのは、遼河の結氷と解氷状態を綿密

に調査することにあった。 

 参謀組織が｢第 6 局｣に改称された 1873 年には、鳥

尾小彌太少将[1847-1905 年、のち中将]が主張した｢長

白山国防第 1線説｣に即して、美代清元中尉を清国に

派遣した。その翌年にも、参謀局は大原里賢大尉を
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始め 8名の諜報員を清国に派遣し、隣国に対する本

格的な諜報活動を開始した。そして海津三雄少尉は

1877 年開港場の交渉の際、韓国に派遣される花房代

理公使に随行しながら、韓半島の状況探索を命令さ

れた。参謀本部の歴史草案には、これが韓国に対す

る諜報活動命令の始まりと記載されている。海津少

尉の韓国滞在期間が予想より長くなったのは、漢城･

釜山･元山等の要衝地に密派され諜報収集に急いで

いたからである。1878 年には数回を掛けて、日本海

軍の軍艦天城号が韓半島各地の海岸を回り、開港場

を物色した。 

参謀本部が設立された後、隣国に対する諜報体系

を確立するために、1880 年 2 月には語学留学生 10

名が韓国に派遣された。続いて 11 月には、堀本禮蔵

中尉がソウルに派遣され研修生を指揮監督した。参

謀本部は韓半島での諜報活動のためには、韓国語の

習得が必要であると思ったからである。これは海津

が

らであ

活動舞台をソウルから釜山に移した後である。 

堀本は 1882 年に発生した壬午軍乱の渦中で死亡

した。彼の空席を埋めるために参謀本部は水野弘毅

中尉、松岡利治中尉らを韓国に派遣した。参謀本部

は彼ら将校を韓国政府の官吏に採用されるように工

作を広げた。官吏の身分を取得すれば、思いのまま

に全国を歩き回りながら情報収集ができるか

その当時、関東局は堀江芳介大佐[1845-1902 年、の

ち少将]が指揮し、関西局は桂太郎中佐[1847-1913 年、

のち大将、陸軍大臣、首相]が担当していた。その中で

桂は参謀組織の発祥地であるドイツに留学し、約 6

年間にわたって参謀組織を勉強した参謀活動の中心

人物だった。翌年の 1879 年 4 月、花房代理公使は開

港場交渉のため、再びソウルに来て 8月末に協定書

に調印した。その際、上で名前を挙げた海津少尉は

韓国に派遣され、兵要地誌、即ち軍隊が必要とする

地理書の資料収集活動を遂行していた。彼は情報収

集に加え地図製作にも熱を上げた。海津の諜報活動

の一部は日本の内閣文庫に所蔵されている、漢城か

ら済物浦までの「自漢城至済物浦略図」を通じて知

ることができる。 

った。しかしその工作は失敗に終わった。 

 1882 年 8 月、花房公使は諜報活動を強化するため

に、瀬戸重雄大尉、伊藤裕義中尉、磯林真三中尉ら

は将校 2 名の関西局要員を帯同してソウルに到着し

た。彼らは韓国内の情勢が緊張すると、清国との軍

事的衝突が予想されるので、日本軍を動員しソウル

と平壌を占領すべきであるとする報告書を参謀本部

に上申した。その頃、韓国に派遣された軍隊は、警

部電信保護名目のソウルの 2中隊、釜山の 1中隊、

元山の 1 中隊にすぎなかった。200～300 名程度の兵

士で清国と戦うことや、都市を占領することは不可

能であったはずである。済物浦条約と韓日守護条約
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が、日帝によって強圧的に締結されるによって、派

遣将校たちの諜報活動は一層しやすくなった。即ち、

条約の締結される以前には許可されていなかった韓

半島の旅行が自由になったのはもちろん、旅券所持

者は地方官が護衛してくれるとの規定まで伴う外交

権が付与された。これらの事実は、要するに地図

たことを意味する。 

磯林だ

営で、元山近傍とは

発し、

全 、

ま

を命

じ

ことは良心が許さないと拒否した

こ

特

測量事業も容易になっ

 

(2) 間諜隊の活躍 

 韓半島で暗躍する間諜隊は、何よりも地図作成が

最も重要な任務だった。海津は韓半島の道路地図を

作成し、1882 年からソウルで諜報活動をしていた水

野･松岡たちは現地踏査と目測で縮尺 4万分の 1 の

「朝鮮京城図」を完成した。壬午軍乱直後には実際

測量が可能になり、1883年には縮尺1万分の1の「朝

鮮国京城之略図」と縮尺 2万分の 1 の「漢城近傍図」

が作成された。これら地図の縮尺からみて大変詳細

な地図であることが分かる。また、壬午軍乱直後に

短期間の派遣であった瀬戸口大尉を含む将校団は、

日本へ帰任、日本軍のソウル侵入の方策を提出した。 

 将校団の中で磯林中尉は、公使館職員資格で再び

ソウルに派遣された。渡辺述少尉は釜山に派遣され、

釜山で暗躍していた海津は元山へ活動舞台を移した。

その当時の主な諜報活動は、ソウルを始めとする各

開港場に根拠地をおいて、磯林･渡辺･海津の主導の

下で成り立っていたと推定できる。彼らは、1882 年

12 月から国内旅行に外交特権が付与されると、場所

を移しながら諜報活動を展開する計画を建てた。し

かしそのような計画は、韓国百姓たちの反発と我が

政府の抵抗で暗礁に乗り上げ、1883 年 3 月に

けが実行に移すことができた。日帝の測量侵略に対

する我が民族の抵抗に関しては後述する。 

 元山に駐在していた海津少尉が帰国することによ

って、1884 年 5 月に彼の後任として岡泰郷中尉が赴

任した。しかし、彼らに付与された任務が従来とは

違っていたと推定できる。何故ならば 1883 年からは、

軍事情報の探知に専念しろとの命令が参謀本部から

下達されたからである。その当時から、韓半島に派

遣された諜報員の成果としては、参謀本部測量局に

て 1884 年 10 月～1885 年 1 月に、石版印刷で発行し

た縮尺 10 万分の 1の「漢城近傍之図」、「釜山近傍之

図」、「元山近傍之図」が数えられる。ここで漢城近

傍とはソウルを始め楊州･水原府･江華府･仁川府･南

陽府で、釜山近傍とは釜山浦を始め蔚山府および密

陽府･霊山県･漆原県･鎮海県と統

元山港をはじめ松田港･淮陽府･永興府および高原

郡･陽徳県を含む範囲である。 

 磯林の後任として情報業務の最古参となった海津

は、1885 年 2 月に再びソウルへ活動舞台を移した。

渡辺の後任として釜山に赴任した大平正脩中尉は、

数ヶ月で疾病のため死亡した。結局、その年の８月

に三浦自孝中尉がその後を継いだ。参謀本部から命

令を受けた３名の派遣将校は、1886 年の春から全国

各地を廻りながら情報を収集した。三浦と岡は語学

研修生出身である軍属２名を帯同した。しかし 1887

年春から三浦が海津の後を継いでソウルの駐在将校

となり、釜山では柄田鑑次郎少尉が任命され、彼ら

は各自が全国を歩き回りながら情報収集に没頭した。

特に、三浦と柄田はそれぞれソウルと釜山を出

国を調査した。彼らの 2年間に渡った諜報活動は

主に西海岸の精密調査に焦点が置かれた。 

1887 年まで行われた参謀本部の韓国に対する諜

報活動は、軍事用地理書である『朝鮮地誌略』の刊

行準備と地図製作に目的があった。その後も、諜報

活動は柴山尚則大尉、渡辺鉄太郎大尉、福島安正少

佐[1852-1919 年、のち大将]に継がれ日清戦争に至る

で継続された。その他の韓国駐在将校は未だに明

らかにされていない(村上勝彦、1981)。      

参謀本部次長である川上操六中将[1848-1899 年、の

ち大将、参謀総長]が 1892 年 5 月から韓半島と清国の

視察に出掛けた。彼の指示に従って、駐釜山日本総

領事は 1893 年 8 月に、鉄道局の専門技師で構成され

た測量班に京釜線鉄道敷設の予定コースの測量

た。例え、1882 年から日本人の旅行が自由になっ

たとは言え、測量は公開的に行えなかった。 

その当時、専門技師だった仙谷貢は、他の国をこ

っそりと測量する

とがある。良心的な日本青年もいたが、大勢はそ

うでなかった。 

倉辻明俊は 2名の随行員を連れて、1893 年 9 月か

ら 8ヵ月間にわたる長期間の諜報活動に入った。彼

の任務は日清戦争に備えた最後の準備作戦であった
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あったことと、参謀本部

と見られる。彼ら一行はソウルを出発し、開城と平

壌を通って義州に入ってから、鴨緑江を渡って満州

の九連城に着いた。このコースは、日清戦争が勃発

時の日本軍第１陣の進攻コースと一致する。彼らは

再び義州に戻り、鴨緑江を遡って渭原、満浦を経由

し満州に入り、広開土王碑を見学してから韓半島に

戻った。彼らの行跡は、参謀本部が陵碑に対する関

心が高かったことを反映するものと見られる。そし

てその外の地域における偵察は、1875 年に陸軍参謀

本部が作成した地図などを修正する目的で行われた

のだろう。その証拠として、倉辻を補助した 2名の

随行員が専門的な測量官で

陸地測量部が外国における地図作成を重視した時期

と一致するからである。 

 彼らは諜報活動を中断せず、再び鴨緑江を遡って

亜徳嶺を越え咸境道に入り、白頭山と北雪嶺を越え

ようと謀ったが暴雪のため断念し、南雪嶺を越え吉

州と鏡城を通って東海岸に着いた。一行はそこでも

諜報活動を中断せず、今回は内陸に入り茂山から豆

満江に沿って、慶興を経由し元山まで南下した。こ

 



のような諜報経路は、まさに韓国と満州間の国境を

察するためと見られる。ソウルに戻った倉辻一行は、

仁川を経由し京畿道･忠清道･全羅道･慶尚道を巡回

してから釜山に到着した。彼らは再び、東海岸一帯

を偵察する目的で東海岸に沿って元山へ向かった。 

 一方、公使館の渡辺は 1894 年 4 月にソウルを出発

し、元山経由でウラジオストクに潜入して諜報活動

に入った。彼はまた巨済島―釜山―ソウル等のコー

スを回りながら諜報活動を行った。伊知地幸介少佐

は当年 5 月に東学の乱［甲午農民戦争］の実状を調査

するために派遣され、また公使館の武官の主管下に

9 名の測量士が地図作成のための資料収集を目的と

して動員された。1894 年は、つまり軍用秘図の測量

が始まった時期に該当する。このような一連の諜報

て、間諜隊の偵察

からも除外されていることから、後で測量す

の江華島条約は、一方的で不

こで、私たちは雲揚

重要性をよく知っている申櫶が、日本に測量を許可

する内容の江華島条約第 7条について、何の異議を 

作戦は、戦争の準備を急ぐ日帝の意図を顕にしたも

のでもある。 

 これまで、私は参謀本部間諜隊の偵察ルートを追

跡してみた。これで私は、軍用秘図で主要拠点都市

と咸境道･江原道などの一部が抜け落ちた理由をあ

る程度分かるようになった。即ち、主要都市は詳細

地図で代替されており、咸境道と平安道の一部地域

は間諜隊の調査によって、別途に地図が用意されて

あったことを意味すると推定できる。しかし、江原

道は戦略的に不要不急な所であっ

ルート

る意図であったことが窺える。 

  

5.測量侵略に対する韓国民の抵抗 

(1)測量侵略の沿革 

 19 世紀末に執行された日本の測量侵略に関する

研究は、資料の制約で活発ではなかったが、全くな

かったわけではない(イ・ジンホ、1989)。日本の測量

侵略は外務省と軍部によって主導された。軍部の場

合、陸軍は参謀本部が主導し、海軍は水路局が中心

となっていた。内陸と海岸地方の測量が陸軍と海軍

の役割分担によって推進されていたと考えられる。 

 日本は 1875 年 9 月、海軍艦艇雲揚号をわが国の近

海へ派遣し航路測量を謀った。雲揚号が江華島沿岸

に接近すると、草芝鎮の警備をしていた守備兵が銃 

を発砲した。彼らは待ったかのように応戦しながら

草芝鎮に上陸し、砲台を破壊し守備兵を殺害した。

これが有名な雲揚号事件である。この時期までは、

日本軍部はまだ江華島の軍事情報をあまり持ってい

なかったようである。このようにして、1888 年 11

月に陸軍参謀本部が発刊した『朝鮮地誌略』によれ

ば、江華部の邑治項目のうち、城壁の高さ･厚さ･長

さなどが比較的に詳細に記録されており、東門と南

門の間の警備状況が把握されていたことが分かる。 

 雲揚号事件は日本外務省と軍部測の指示によって、

海路調査という名目のもと混乱を起こさせ、門戸開

放を強要する計略で執行された故意的な挑発であっ

た。この事件を意図的に起こした日本は朝鮮が清国

の属国という理由で、まず清国にその責任を問わせ

た。ヨーロッパ列強の侵略に苦しんでいた清国は問

題が大きくなることを憂慮し、閔氏政権に対し条約

締結に応じるよう勧告した。日本は 1876 年に軍艦 2

艘、輸送船 3艘に約 400 人の兵力を江華島甲串へ上

陸させ、協商を強要した。右議政 朴珪寿を始めとす

る朝廷の首脳部は門戸開放の準備が整っていないと

思っていたが、何よりも軍事侵略をまぬかれるため

条約締結に応じた。こ

平等な内容の英日条約を模倣した、韓国最初の近代

的国際条約である。 

 1876 年 2 月 26 日江華島条約は、韓国側の判中枢

府事 申櫶、都総府副総管 尹滋承、日本側の陸軍中

将兼開拓長官、黒田清隆[1840-1900 年、のち首相]、

議官、井上馨[1835-1915、のち外相など]との間で締結

された。この条約の第 7条に、日本は朝鮮の沿海･

島嶼･岩礁などを自由に測量し、海図を作成できると

明記した。韓半島沿岸が航海に危険なら入らなけれ

ば良いことを、彼らは安全通商のために測量すべき

であると固執したのである。こ

号が測量を口実で軍事的侵略を行っていたという記

録を再吟味する必要がある。 

 条約の締結時に韓国側の代表であった申櫶(1810

－1889)は、刑曹･兵曹･工曹判書を経た武官であり、

外交官でもあった。ソウル大学奎章閣に所蔵されて

いる「申櫶文集」のなかの「大東方輿圖序」による

と、申櫶が古山子 金正浩に資料を提供し、地図製作

を依頼したという記録が見られる。誰よりも地図の
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提議しなか

ンホ(1989)の

号が測量を

っかけに締

とは、侵略

反証するも

 外国と締

ほかにもあ

修好条約が

朝鮮国政府

軍軍艦に対

であると明

と、1799 年

半島沿岸を

間中、国別の

アメリカと

各 2回、ド

国を窺って

 

ったことは疑わしいことであるとイ・ジ

研究は指摘している。結果的に、雲揚

言い立てて喧嘩を売って来て、それをき

結された条約で測量の自由が許されたこ

をするために測量を先行していたことを

のである。 

結した条約のうち測量を許可した事件は

る。1883 年 11 月 26 日に締結された韓徳

それである。この条約の第8条 第4号に、

は朝鮮海岸の測量に従事するドイツの海

して、可能な全ての便利を提供するべき

示されている。イ・ジンホの研究による

から 1910 年まで侵略と探索のために韓

測量した回数は計 41 件に達する。この期

測量侵略回数は日本が 28 回と最も多く、

イギリスが各 4回、ロシアとフランスが

イツが 1回であった。多くの列強国が韓

いたということだ。その中で日本の侵略

意図が最も露骨で、多い時で 229 人にも達する測量

隊員が大規模で出動した場合もあった。軍用秘図の

測量が真最中であった 1895 年のことである。 

 韓半島に対する外国の侵略は、1799 年のイギリス

船舶プロビデンス号による元山の測量をはじめ、

1854 年のロシア海軍プチャーチン中将による東海

岸の測量、1845 年のイギリス船サマラン号による南

海岸一帯の測量、1866 年アメリカ商船[ジェネラル]

シャーマン号と 1867 年のアメリカ軍艦ワチュセッ

ト号による大同江の測量、1891 年のアメリカ軍艦に

よる江華海峡の測量など数え切れないほど頻繁であ

った。しかし、日本の露骨な測量侵略は他の国とは

次元を別にしたものであった。参謀本部間諜隊の活

躍状況は、すでに前で紹介した通りであるが、特に

駐釜山総領事 室田義文の行跡が注目を引く。彼は本

国の外務大臣に、後日に必ず京釜線鉄道の建設時期

が来るので、事前にコース踏査を実施する必要があ

ると説明し、了承を求めた。鉄道局長の推薦を受け
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受けた鉄道技師、 河野天端は、1892 年 8 月に測量

班を組織し踏査に入った。彼らは釜山を出発し、着

手から約 2ヶ月を経て調査を完了した。10 月には報

告書と線路敷設の予定地図を完成し、外務省および

参謀本部に提出した(朝鮮総督府鉄道局、1937)。 

1891 年、井上馨参謀が韓国視察の名目で夏に来韓

して鉄道敷設問題を論議した。彼は室田釜山総領事

と鉄道敷設のための測量事業について妙策を熟議し

た。彼らは、外務特判閔種黙に会って鳥を狩猟する

と騙し、しめ縄を打ち、旗を刺して置きたいと言っ

た。多くの韓国人は彼らのずるい術策に騙され、鳥

狩り場と言われた場所には行かず、測量しているこ

とには気付いていなかった。閔種黙が日本人は本当

に鳥の狩猟をしていたのか、他の陰謀を企んでいた

のかについて確認したとの記録はない。彼は兵曹判

書･礼曹判書･外務大臣･度支部大臣･農商工府大臣な

どを歴任しており、韓日併合時には男爵称号を授与

された。測量事業に親日派と協助者らが自分の意志

または他意で動員されたが、参謀本部の韓国におけ

る測量事業は多くの難関に遭遇した。 

参謀本部は韓国だけでなく清国にも諜報員を派

遣した。しかし、彼らは直接に諜報を収集せず、現

地住民を抱き込んで利用する場合が多かった。これ

らの事実は清国に比べ韓国での諜報活動が難しかっ

たことを示唆する。1884 年 12 月 4 日、甲申政変が

発生すると、急遽ソウルに向かっていた磯林中尉と

語学研修生３人が韓国人に殴られて死亡する事件が

起こった。初代の駐ソウルの将校であった堀本に続

いて、第２代目将校であった磯林が韓国人によって

殺害されたことは、抗日運動史に意義をもたせるほ

どの事件であった。日本の不法な測量に対し、我が

農民たちがどのように抵抗したかを考察してみる。 

 

(2)韓国民の抵抗 

 上述したように、日帝の測量侵略に対して韓国民

は座視せず抵抗した。日本で刊行された『外邦測量

沿革史』には、韓国人が日本測量隊に猛烈に抵抗し

た報告書が記載されている。この資料はキム・イウ

ォン教授がイ・ジンホ教授に提供するによって公開

されたものである(イ・ジンホ、1989)。これによると、

軍用秘図の測量が始まった 1894 年から朝鮮地形図

の測量が完了した 1933 年まで、測量犠牲者は戦死

28、惨死 16、傷害死１、即死 14、溺死 6、病死 57

人と計 127 人で、そのうち 56 人は韓国人の抵抗を受

け殺害された。特に、軍用秘図の測量が本格化した

1895 年の抵抗が猛烈であった。たとえ学識のない農

民にしても測量自体を侵略と思った人が多かったの

である。 

 そのようにして、測量隊員らは測量事業の遂行と

自己の身辺保護のため、変装をしなければならない

程であった。彼らは、まず金正浩の大東與地図を見

て、韓半島の各地域の地勢を概略的に把握した後、

薬売りに偽装し、太鼓やアコーディオンを持って番

号を呼びながら目測と歩測で秘密的に測量した

(イ・ジホ/ホン・シファン、1956)。地図を製作するに

当たって、測量は日本人測量技術者を動員すればよ

かったが、地名を把握するためには必ず韓国人が必

要であった。測量はこっそりできても地名は現地住

民に聞く必要があったからだ。それが理由で、1880

年頃には語学研修生を韓国へ派遣して韓国語を習得

させたが、短期間で語学を完成できなかった。元々

発音が下手な日本人にとって韓国語会話はとても難

しかっただろう。 

 日帝の測量侵略に対する我が民族の抵抗に関する

記録は日本側の記録のみが見られる。ここでは、『外

邦測量沿革史』に載せられた報告書の中から、重要

な事件のみを選び紹介する(イ・ジンホ、1989)。 

 

咸興事件 

軍用秘図の製作のための測量事業が本格化した

1895年に、測量隊は4つの班に分けて各地へ散った。

そのうち第1班は10月15日に咸鏡道元山に上陸し、

守備隊長と領事に測量地の事情を訊問してから、元

山北側の興源にまで隊員を配置し測量に突入した。

しかし測量は彼らの思ったようには順調に行われな

かった。この地方の地域住民たちは測量隊員に悪口

を言い、石や棒を振り回しながら測量を妨害した。

また住民たちは、日本人は出て行けという壁掲示板

を官庁に張りつけたり、米穀や燃料などの値段を騰

させたりして測量隊を苦しめた。さらには、郡守か

ら農民にいたるまで日本人に米を売ることさえ拒否

するようになった。 
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[明治維新] 

● 内務省イギリス人測量士招聘 

● 対韓諜報活動開始 

○･ 徴兵令(国民皆兵制)実施 

● 東京府内 13 点三角測量 

○･ 征韓論の台頭 

● 参謀組織(第 6 局)設置 

● 参謀局復活 

[江華島条約]         ＜図式の変遷＞ 

[西南戦争] 

● 田坂ドイツ留学            ◎明治 13 年式(フランス) 

● 迅速図 仮製図製作 

● 修技所発足              ◎明治 18 年式(ドイツ) 

● 水準点設置 

● 基本地形図変更(1:2 万→1:5 万)        1:5 万基本図 

［日清戦争］●軍用秘図側図 

［大韓帝国の成立］       ◎明治 28 年式 

                ◎明治 33 年式 

[日露戦争] 

[乙巳条約] 

● 統監府設立 

[韓日併合]           ◎明治 44 年式 

● 総督府設立 

● 土地調査事業開始 

● 郡面制の改定 

                ◎大正 6 年式 

● 日本全土基本測量完成 

  

図５．陸地測量部の年表 

  

1895 年 11月 5日に、陸軍参謀本部の服部直彦少

佐が陸地測量部長の藤井包總[1850-1925、工兵、のち

中将]に報告した内容によれば、韓国人のなかに測量

隊の宿舎に火を付けようと計画を企んでいる者がお

り、危険なので一時撤退を願い出るまでに至った。

測量隊は仕方なく咸興の南側にあるハクセン[鶴仙]

亭という所に移動し、他の場所を測量するしかなか

った。測量隊が内陸に侵入するにつれ、士民らから

の妨害をより頻繁に受けた。ある地方では、測量隊

が住民に地名を聞いたら｢地名を知って何に使う？｣

と反問しながら教えてくれなかった。時には故意的

にでたら目を教えられたり、韓国語の発音を聞き間

違ったりして、それを記録した事実が軍用秘図にそ

のまま反映されている。 

1895 年 11月 5日に、陸軍参謀本部の服部直彦少

佐が陸地測量部長の藤井包總[1850-1925、工兵、のち

中将]に報告した内容によれば、韓国人のなかに測量

隊の宿舎に火を付けようと計画を企んでいる者がお

り、危険なので一時撤退を願い出るまでに至った。

測量隊は仕方なく咸興の南側にあるハクセン[鶴仙]

亭という所に移動し、他の場所を測量するしかなか

った。測量隊が内陸に侵入するにつれ、士民らから

の妨害をより頻繁に受けた。ある地方では、測量隊

が住民に地名を聞いたら｢地名を知って何に使う？｣

と反問しながら教えてくれなかった。時には故意的

にでたら目を教えられたり、韓国語の発音を聞き間

違ったりして、それを記録した事実が軍用秘図にそ

のまま反映されている。 

そして 1895 年 11月 29日の報告書よると、駅站や

駅店に宿泊しようとしても宿舎が極めて小さく狭い

ので、仕方なく一般民家に宿泊するしかなかったと

いう。しかし住民たちが拒絶するため、地方官吏の

助けを借りてやっと承諾を得ることができた。地方

官吏にお願いする際は測量の事実を隠したのは言う

そして 1895 年 11月 29日の報告書よると、駅站や

駅店に宿泊しようとしても宿舎が極めて小さく狭い

ので、仕方なく一般民家に宿泊するしかなかったと

いう。しかし住民たちが拒絶するため、地方官吏の

助けを借りてやっと承諾を得ることができた。地方

官吏にお願いする際は測量の事実を隠したのは言う
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出発時期 測量技師

9 月 24 日 
10 月 1 日 
10 月 4 日 

12 
9 
7 

計 28 
 

までもない。彼らは韓国人官吏に間

られないように格別に神経を使った

 

大邱事件 

 4 つの班の測量隊のうち、第 4班

辺を測量していた。1895 年 12月 16

大尉が陸地測量部長に報告した内容

27日の夕方頃、測図手の勝畑孝次郎

へ行くために大邱に泊まることにし

がら同僚の測図手と朝鮮酒を 5～6合

った。夜 10時頃、馬夫だった海川音

泊まっている寝室に息を切らしなが

告した。西門内で２人の測図手と通

人が韓国人に殴られ、命が危ないと

測量班長はすぐに運送夫 1名を呼ん

備隊長に急いで報告させると同時に

て事件現場に着いた。 

 そこでは白衣と黒い服を着た住民

測図手を含む隊員たちを囲んで喧嘩

中だった。班長は群れのなかに飛び

し、手を振り回しながら喧嘩を止めさ

すると怒った住民たちは激しい声で

を囲んで拳を振り上げ押し倒した。

が鋭利な鉄棒を回し突き刺そうとし

地に陥った。危険を感じた彼は、最

隠していた刀を抜いて振り回した。

国人は血を流しながら退いた。他の

が聞こえ、班長はそこに駆け込んだ

聞こえてきた。現場に着いてみると

去って行き、勝畑は自分の命を守る

したと説明した。班長は勝手に武器

ついて厳しく問詰めた。ことを誤る

イ行為が綻露される危険性があった

 

表 1．1895 年の日本測量隊動員現況 

 補助員* 軍人 運送夫･馬夫 計 馬 
57 
55 
37 

3 
2 
1 

19 
16 
11 

91 
82 
56 

3 頭 
1 
1 

149 6 46 229 5 頭 
＊太鼓を鳴らし信号を発信する鼓手
諜行為を見ぬけ

だろう。 

 測量班長が一行を連れて帰ろうとすると、韓国人

たちがまた集まり掛かってくる勢いをみせた。ちょ

うど喧嘩の起こった場所が観察使府と近かったので、

治安要請をするため府門の中へ走り込んだ。すると

韓国人らも追い掛けてきて進路を防いだ。やっと観

察使の李重夏と面談した班長は、暴行事件の再発防

止を要請すると同時に、自分を鉄棒で殴った巡査兵

の訓戒を求めた。観察使は班長に遺憾の意を表わし、

ことの始末を聞いた。事件は 2人の測図手が夜 8時

頃、大邱市内を散策中西門内に入って、燈が付いて

いる家に「漏椽」があり、休憩しようと腰をかけ話

をしていると、そこへ家主が戻って来てぶつかり合

いが起こったのである。他人の家で許可もなく、く

だらない事をしきりに喋りまくった日本人の無礼さ

に大邱の百姓たちが憤慨した事件であった。 

は大邱とその周

日に菊池和太郎

によると、11月

は河陽から多富

た。夕食をしな

飲んだ様であ

松が測量班長の

ら走って来て急

訳ら測量隊員数

のことだった。

で、兵参府と守

、海川を帯同し  
堤川事件 

 1896 年 2月 15日、二組の測量隊が丹陽一帯を測

量するために、聞慶を出発し丹陽で交流することに

していた。1組は3人、2組は2人で構成されていた。

その日の午後、嘉興地域守備隊長の三宅大尉から聞

慶地域守備隊長の長岡という下士官［軍曹］に、丹

陽へ行くのはとても危険なので中止しろとの電報が

飛び込んだ。そこで測量手の池田は急いで連絡員を

行かせ、二組の丹陽行きを中止させたが、第 2組へ

は連絡が届かなかった。第1組に属する3人は連絡

員に会えて無事に戻ってきたが、第 2組の植田鹿太

郎と小川茂幾は連絡を受けてなかったので戻って来

なかった。しかし、第 2組の随行員として雇われた

韓国人が 2月 17日の午後 2時頃に戻ってきた。 

約 70～80人が、

をしている真最

込み、大声を出

せようとした。

叫びながら、彼

その渦中に 1人

、班長の命は窮

後の手段として

刀に刺された韓

所でも喧嘩の声

。途中で銃声が

、韓国人はもう

ため威嚇射撃を

を露出した彼に

と測量隊のスパ

からだ。 

 彼の報告によると、2月 16日の午後 2時頃に聞慶

から 80里離れた水山という山の中で測量作業をし

ている際、この事実を知って駆け込んで来た現地住
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民 10数人が測量隊を囲み込んだ。日本人と韓国人で

構成された 3人の測量隊は激しく抵抗しながら、石

を投げてくる住民に向け隠していた拳銃を発砲した。

2人の日本人測図手が脱出路を作るために発砲した

のであった。しかし銃弾がなくなり衆寡摘せず生け

捕りとなり、水山村という村に連れて行かれた。植

田測図手は韓国人の人夫に｢小川測図手と私は日本

人だから間違いなく殺される、あなただけでもここ

を脱出して聞慶へ逃げなさい｣と言った。実は、その

当時の日本人は韓国語もまともに駆使できなかった

うえ、服装が異なっており直ぐに目立っていた。結

局、測図手は逃走を放棄し韓国人の人夫だけがやっ

と脱走に成功した。その韓国人は大邱出身のチャ

ン・ドリョンという人で何文かのお金に買収され雇

われた人であった。 

 2月 18日午前 9時、聞慶守備隊は若干の負傷を負

って脱出したチャン・ドリョンの報告を受け、5人

の兵士と 7人の韓国人の雇用人を水山へ派遣した。

偵察から戻って来た兵士らは、2月 29日午前 9時に

2人の測図手が堤川へ連行されたことを守備隊長に

報告した。水山村一帯の測量に憤慨した住民が多か

ったことから、それ以上の偵察は不可能だった。偵

察兵は帰隊する途中で結局住民たちに見つけられて

しまった。彼らは交戦のすえ 30数人の我が同胞を射

殺し、かろうじて聞慶守備隊に戻った。怒った住民

たちは武装した日本兵士らに素手と石で抵抗した。

その午後、偵察兵は一緒に動員された韓国人の雇用

人とともに戻ってきて、水山村で入手した情報を報

告した。植田と小川は結局、チェンプン嶺［チエツ

チエン］へ連れて行かれ殺された。 

 以上の事実は、1896 年 3月 3日に菊池大尉が陸地

測量部長の藤井大佐に報告した内容の中に記録され

ている事件である。 

 

驪州事件 

 1896 年 2月に、測図手であった米谷豊吉と近藤卓

爾が測量作業中に韓国人に殺害される事件が驪州付

近で発生した。この事件は鳥越民吉が上部に報告し

た内容であるが、彼らが何の理由で殺されたかに付

いての言及がなく、ただ死体を捜しに行ったとの報

告だけが『外邦測量沿革史』に記録されている。筆

者が推測するには、彼らは隠密に測量をしている途

中に住民たちに見つかってしまい、殴り殺されたよ

うである。 

 驪州攻略に出た日本兵士らは川寧という所に泊ま

っていた時、偵察兵を送って状況を偵察させた。偵

察兵は日本兵に抱き込まれた現地住民であった。彼

は驪州に潜入する際、村の人たちに日本軍の手先で

あることが発覚され逮捕された。彼は斧で威嚇する

住民たちの訊問にも告白しなかった。彼は驪州出身

で、この村に多数の親戚と親友があったため彼らの

弁護に助けられ、そこを抜け出すことができた。当

時、驪州には測量を妨害する組織的な抵抗はなかっ

たが、住民の大部分が日本人と親衛隊兵士に対して

良くない感情を抱いていた。住民たちは日本人に会

うと悪口を言ったり暴行を加えたりした。 

 川寧に泊まっていた[朝鮮]親衛隊が驪州に移った。

利川守備隊長の安岡特務曹長は、測量中に失踪した

上記 2人の測図手に対する訊問調査を開始した。住

民たちの証言によれば、彼らは殺害された後に漢江

の氷の上に捨てられ、春に解氷とともに河に流され

たとのことであった。 

 親衛隊が利川に滞在する時のことである。日本軍

は近隣住民の本心を見抜くために、2～3人の兵士を

村の住民に変装させ潜入させた。言うまでもなく、

彼らには万が一の事態に備え拳銃を携帯させた。彼

らは日本人を襲撃しようと嘘の扇動をしたところ、

皆これに応じ、多数を先導することは容易というこ

とであった。密偵の中には1人の韓国人の雇用人が

混じっていた。1896 年 2月 5日の朝、驪州へ派遣さ

れた電信監視兵 4人が村に到着すると現地住民の襲

撃を受けた。彼らは直ぐに応戦したが、事態が不利

になると所持品を捨て逃走した。彼らはその日の午

後 7時頃にやっと利川に戻り事件の内容を報告した。 

 その翌日、通訳[通辨]として雇われていたものが、

かろうじて脱出して来て、怒り切った住民数百人が

日本人宿舎を包囲したと報告した。その宿舎には測

図手 2人、電信工夫 4人、日本人商人 1人が泊まっ

ていた。通訳は韓国人であったお陰で、民家に隠れ

てから家主の助けでやっと脱出することができたの

だ。 

 以上で紹介した事件以外にも、日帝の測量侵略に
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対する我が民族の抵抗記録は東莱･昌源･霊光事件な

どがあり、最も知られた事実としては、白凡 金九先

生[1876-1949 年、韓国の独立運動家、1940 年に大韓民国

臨時政府主席に就任]が 1896年 2月に黄海道安岳チハ

ポで、韓国人に偽装していた土田壌亮中尉を殺した

事件である(ユン・ビョンソグ、1995)。参謀本部が韓

国人の抵抗をどれほど恐れていたかは彼らの事件か

ら見ることができる。参謀本部陸地測量部は 1895

年、韓半島に派遣された測量隊員たちに以下のよう

な訓令を下した。 

1.今回の測量事業は、公然と実施できない性質の

ものなので極秘に測量するべきであり、測量班

員以外は誰を問わず測量事実を一切口外しては

いけない。 

2.測量の途中もし韓国人に発覚されたら、個人的

な営利目的で行ったことであると虚偽の自白を

するべきである。かりそめにも指揮系統の幹部

の名前はもちろん陸軍参謀本部とは一切関係の

ないことにするべきである。秘密を守るために

は、証拠となりうる書類はもちろん陸地測量部

または測量との文字が書かれた装備は絶対に携

帯してはいけない。 

3.韓国に滞在中、韓国人と論争または抗争などを

決して行ってはいけない。もし自身を暴行しよ

うとする者に出会った場合は、逃走することを 

最優先する。 

4.諜報(測量)行為を隠蔽するためには韓服を着て

偽装することもかまわない。 

 

以上の訓令内容を見ても、参謀本部がいかに測量

作業を隠蔽するために注意を払っていたかが予想で

きる。しかし、ここで見逃してはならないのは、測

量隊が行く所で現地の官吏たちが郡守の指示に従っ

て便宜を提供したことだ。このような事実は、上述

した閔種黙の逸話や咸興事件などからも見ることが

できる。百姓は測量侵略に抵抗したのに対し、官庁

は庇護したのである。 

  我が国の朝廷は、国内に入って来た日本人たちが

何をしているのかに対し監視をおろそかにし、測量

の事実を認知していたとしても、その目的が何であ

ったかを調査もしなかったようである。1896 年 3月

24日に王族だった李準英が陸地測量部を訪ね、製図

作業を参観したとの記録からみて(陸地測量部、1921、

P.133)、当時、朝廷では測量侵略がどのような結果

を招くか、はっきり認識しなかったようである。測

量事実を知っていたとしたら、日本政府に対し抗議

するのはもちろん、我が朝廷も測量の必要性を認識

し、すぐに地図製作に着手すべきであった。今日を

生きる我々は、日帝の測量侵略史を読みながら切な

い気持ちを隠せない。 

 

7．結語 

 従来、日帝が 1917 年を前後として製作した 5万の

1地形図が我が国の最初の近代的な地図とされてき

た。これは実は第 3次地形図である。しかし、19世

紀末に日帝の軍事情報機関である参謀本部によって

作られた事実が、私が日本とアメリカで入手した地

形図から確認された。この地形図の公開用には朝鮮

略図、保存用には軍事機密図と記載されているが、

筆者はこれを軍用秘図と呼ぶことにした。何故なら

ば、この地形図は軍事用として隠密に測量された地

図だからである。 

 軍用秘図が測量された期間は、1894～1906 年まで

で約 12年間が所要された。私がみた地図が、目測で

迅速に製作された目測迅速図だとしても、その測量

期間があまりも短いことに注目して詳細な内幕を追

跡してみた。その結果、地図作成を主管した日帝参

謀本部は 1872 年から諜報活動を開始し、主要部の測

量事業に突入した。1876 年に締結された江華島条約

により、日本は韓半島の沿海･都市･暗礁などを測量

し、海図を作成できる権利を強要した。しかし、そ

の条約のどこにおいても韓半島の内陸を測量できる

権利は付与されていなかった。 

 1889 年、参謀本部内に陸地測量部が発足し、測量

技術者を養成する修技所も設置され、図式を整備す

るなど軍用秘図の製作準備は日帝参謀本部の意図の

ままに進行した。1894 年から始まった測量事業には、

200～300 人の参謀本部要員で構成された間諜隊と

50～60人の韓国人で構成された補助員らが動員さ

れた。測量隊は測量事実を隠蔽するために様々な偽

装術を使ったが、全国各地で現地住民の激しい抵抗

を受け、相互に多くの死傷者を出した。 

 107



 108

 軍用秘図には発行年度が1911 年と記載されてい

るが、当然表記されるべき測図年度が削除されてい

る。1910 年、韓日併合が締結された年に、臨時公開

の直前になって参謀本部が韓国に対する測量侵略を

隠蔽するため、故意に原版から削除したものである。

この事実は筆者が 1991 年と 1994 年に日本国会図書

館とアメリカClark 大学図書館で入手した、445図

葉の公開用地図と 23図葉の保存用地図から確認さ

れた。日帝は参謀組織が設置されるにつれ、韓国に

対する諜報活動を開始し、地図製作の基礎を築き上

げ、1894 年から実際的な測量作業に突入したのであ

った。結局、日帝は約 20年間の事前工作作業を終え、

12年にわたって測量事業を秘密に進めたことにな

る。日帝参謀本部が主導した一連の工作は、全てが

韓日併合以前に執行されたものである。全て植民地

経営の準備段階として行われた諜報活動と測量侵略

は隣国に対する主権侵害であり、国際法違反である

ことは参謀本部も自ら認知していた。 

  最後に、本地形図の公開で我が国の地名･歴史･言

語などを研究するに当たって役立つことはもちろん、

国土の景観復元、即ち開発前の処女時代の姿に関心

をもつ人々の景観研究にも役に立てることを期待す

る。 
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短報 

6-1 訂正 

 『外邦図研究ニューズレター』3号掲載の「終戦前後の

陸地測量部」(塚田建次郎氏と富澤章氏の談話を中心とする)

のなかで、写真植字機の導入時期につき、関東軍測量隊

の場合は昭和13(1938)年か昭和14(1939)年と注記した(20

頁)。しかし、この記事をご覧になった大森八四郎氏より

連絡をいただき、昭和 15(1940)年 9 月以降ということが

判明したので訂正したい。 

 昭和 15(1940)年に関東軍測量隊にはいられた大森氏か

ら、当時製図班図絵係におられた先輩（技工見習第一期生、

古賀春男氏）に問い合わせていただいたところ、関東軍測

量隊の作業所は昭和15年9月以降に奉天(瀋陽)から新京

(長春)に移転作業をおこなったが、奉天にいたころはまだ

写真植字機をつかっておらず、この使用は新京に移って

からとのことであった。 

また当時の写植作業は、主として製図班図絵係からの

原稿により版画紙に写植され、この版画紙から注記（文字）

を剥離して製図原図上に貼付した。写植機は製図班の湿

板写真係に設置されていた。 

 なお、やはり大森氏によれば、陸地測量部での写真植

字機の導入について、『地図調製技術の変遷』(日本地図調

製業協会、2000年、37頁)に、昭和13年に同機を購入した

と記述されているという。 

 以上から、写真植字機の導入は陸地測量部の方が関東

軍測量隊の場合よりはやいことになる。これらについて

ご教示下さった大森八四郎氏に感謝したい。 

 

 

6-2 渡辺 正氏所蔵資料の国土地理院への寄贈 

 2005年3月に刊行された、渡辺正氏所蔵資料集編集委

員会編『終戦前後の参謀本部と陸地測量部：渡辺正氏所

蔵資料集』大阪大学文学研究科人文地理学教室の資料編

に掲載された資料(67-113頁)の原資料は、国土交通省国土

地理院に寄贈された。また上記資料の複写および他の資

料の一部が防衛庁防衛研究所に寄贈された。これには上

記資料集の編集委員であった金窪敏知元国土地理院長な

らびに高木 勲元自衛隊中央資料隊地誌課長が努力され

た。 

 

6-3 外邦図関係者のご逝去 

『外邦図研究ニューズレター』第2号に、「第二次世界

大戦中の機密図誌(海図・航空図)(1)」の講演記録をお寄せ

下さった坂戸直輝氏(元海上保安庁水路部、日本国際地図学会

名誉会員)は、入院中の2004年9月20日に逝去された。

享年87歳。 

また『外邦図研究ニューズレター』第 3 号に、塚田建

次郎氏とともに「終戦前後の陸地測量部」の証言をいた

だき、あわせて陸地測量部に関する貴重な資料を提供し

てくださった富澤章氏(元国土地理院写真製版課課長)は、入

院中の2005年4月10日に逝去された。享年84歳。 

お二方には、さらにご教示いただきたかったことが多

い。謹んで哀悼の意を表すとともに、関係の方にお知ら

せ申し上げます。 

なお富澤氏の夫人、富澤すみ子様より、同氏旧蔵の『陸

地測量部修技所・同教育部・地理調査所技術員養成所 卒

業者名簿』(昭和27年版)、『1988年 測量教育100年』(建

設大学校測量部、1988年)、および信濃毎日新聞連載「続・

占領下の空白『地理調査所』物語」(1995年12月23日[第1

回]～1996年2月14日[第30回])の切り抜きおよびワープロ

原稿の一部を研究用に大阪大学人文地理学教室に寄贈い

ただいた。ここに記して感謝申し上げます。 

 

6-4 『外邦図研究ニューズレター』バックナンバーの

WEB公開 

『外邦図研究ニューズレター』1号～3号のPDFファイル

は下記のアドレスでご覧いただけます。 

http://www.let.osaka-u.ac.jp/geography/ 
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